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最
近
の
お
も
な
出
来
事

12
月
16
日
（
日
）

▽
第
66
回
球
磨
一
周
市
町
村
対
抗
「
熊
日
駅
伝
」
大
会
（
水
上

村
岩
野
小
学
区
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

12
月
23
日
（
日
）
天
皇
誕
生
日

12
月
28
日
（
金
）

▽
官
庁
仕
事
納
め

１
月
１
日
（
火
）
元
旦

１
月
３
日
（
木
）

▽
人
吉
市
成
人
式
（
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

１
月
４
日
（
金
）

▽
町
村
成
人
式

▽
官
庁
御
用
始
め

１
月
７
日
（
月
）
七
草

１
月
10
日
（
木
）

▽
人
吉
市
九
日
町
「
初
え
び
す
」（
夫
婦
え
び
す
神
社
）

１
月
13
日
（
日
）

▽
人
吉
市
消
防
出
初
め
式

▽
水
上
村
「
第
55
回
桜
の
里
一
周
駅
伝
大
会
」

▽
八
代
市
成
人
式
（
八
代
市
厚
生
会
館
）

１
月
14
日
（
月
）
成
人
の
日

▽
球
磨
村
「
必
勝
合
格
祈
願
ノ
旅
・
合
格
勝
ち
取
り
ツ
ア
ー
」（
Ｊ

Ｒ
一
勝
地
駅
集
合
）

今
月
の
一
言

　『文
読
む
月
日
』（

　
　
　
　

   

）
よ
り

　
汝

な
ん
じが

こ
の
世
に
生
ま
れ
た
と
き
、汝
は
泣
き
、周
囲
の
人
々

は
み
な
喜
ん
だ
。
汝
が
こ
の
世
を
去
る
と
き
は
、
す
べ
て
の

人
々
が
泣
き
、
汝
一
人
ほ
ほ
え
む
が
い
い
。（
イ
ン
ド
の
箴
言
）

【
表
紙
写
真
】

　球
磨
の
山
々
を
照
ら
す
〝
天
使
の
梯は

し

子ご

〟

　こ
の
季
節
、
晴
れ
の
日
で
も
強
い
北
風
が
吹
き
、
雲
が
忙
し
く

流
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。
球

磨
川
あ
た
り
に
夕
陽
が
沈
む

時
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
光
線
（
天

使
の
梯
子
）
が
現
れ
、
こ
の

時
期
な
ら
で
は
の
面
白
い
風

景
が
撮
れ
ま
し
た
。

撮
影
／
山
口
啓
二
（
人
吉
市
）

レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
編
著

北

御

門

二

郎

訳
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巻頭言

　
　
猪
よ
り
の
お
礼
と
お
願
い

　
「
暦
の
上
で
は
戌
（
犬
）
に
追
い
掛
け
ら
れ
る
形
で
登
場
い
た
し
ま
し
た
る
不
肖
亥
（
猪
）
に
て
候
。
か
か
る
具
合
に
十
二
支
の
ト
ビ
カ
ブ
セ
（
最
後
尾
）

の
立
場
か
ら
、
僭
越
な
が
ら
愚
か
な
る
人
間
諸
賢
に
お
礼
を
兼
ね
、
一
言
ご
相
談
申
し
上
げ
度
き
所
存
に
て
新
年
号
の
巻
頭
を
拝
借
い
た
し
ま
し
た
る

次
第
」
な
ど
と
、
ま
っ
ぱ
じ
め
か
ら
か
な
り
時
代
が
か
っ
た
〝
猪
武
者
〟
殿
の
お
言
葉
で
あ
る
た
め
に
、
ホ
ン
わ
か
し
た
屠
蘇
気
分
で
聞
く
の
に
は
、
ど

う
も
分
か
り
づ
ら
い
点
が
多
々
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
、
よ
こ
り
ゃ
（
余
計
な
）
事
な
が
ら
筆
者
が
そ
れ
を
通
常
用
語
で
お
伝
え
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

致
し
ま
し
た
。

　
「
先
ず
は
お
礼
の
言
葉
か
ら
。
そ
れ
は
農
作
物
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
山
の
幸
を
た
ら
ふ
く
食
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
は
仲
良
し
の
シ
カ

や
サ
ル
ど
も
も
、
一
様
に
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
充
実
し
か
か
っ
た
稲
穂
を
シ
ャ
ぶ
ら
せ
て
頂
く
時
に
は
、
そ
れ
こ
そ
至
福
の
た
め
身
震
い
が
す

る
ほ
ど
。
さ
ら
に
は
庭
先
の
サ
エ
ン
畑
の
イ
モ
や
ら
野
菜
類
、
そ
れ
こ
そ
食
い
放
題
、
荒
ら
し
放
題
で
す
か
ら
ね
」

　
「
猿
は
稲
こ
そ
あ
ん
ま
り
荒
ら
し
ま
せ
ん
が
、栗
か
ら
椎
茸
や
柿
な
ど
、時
に
は
家
の
中
ま
で
侵
入
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
様
子
。
鹿
の
喜
ぶ
声
も
、ち
ょ

く
ち
ょ
く
聞
い
て
お
り
ま
す
。
殊
に
植
林
し
て
間
も
な
い
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
皮
の
味
、
正
に
絶
品
だ
と
」

　
「
ま
あ
田
ん
中
や
山
の
周
囲
に
電
線
や
ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
は
あ
る
も
の
の
、
山
の
生
き
も
の
に
す
れ
ば
そ
ん
な
の
は
、
取
る
に
足
り
な
い
バ
リ
ア
で
す
よ
。
そ
り
ゃ

そ
う
で
し
ょ
う
、
サ
ル
に
は
猿
知
恵
、
イ
ノ
シ
シ
に
は
猪
突
、
シ
カ
は
神
様
の
お
使
い
と
し
て
神
通
力
と
い
う
武
器
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。
そ
し
て
一
度

そ
れ
ら
を
突
破
し
て
み
た
な
ら
、
次
か
ら
は
絶
対
に
失
敗
し
な
い
と
い
う
、
ま
こ
と
に
す
ぐ
れ
た
学
習
能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
ね
」

　
「
心
外
に
も
、〝
害
獣
〟
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
わ
れ
ら
野
性
動
物
で
は
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
困
っ
た
こ
と
に
一
つ
だ
け
大
き
な
弱
点
が
あ
る
の
で
す
よ
。

い
わ
ゆ
る
天
敵
と
い
う
、
そ
れ
は
最
重
要
マ
ル
秘
事
項
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
あ
正
月
早
々
隠
し
事
を
す
る
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
の
で
正
直
に
申
し
上
げ

ま
す
ね
。
そ
の
恐
ろ
し
い
天
敵
こ
そ
イ
ン
で
す
よ
犬
」

　
「
か
つ
て
大
抵
の
山
村
で
は
犬
が
追
い
放
し
の
状
態
で
飼
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
コ
ワ
く
て
村
に
近
付
く
こ
と
は
全
く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
も
犬
に
は
朝
狩
り
と
い
う
集
団
行
動
を
す
る
習
性
が
あ
り
ま
し
て
、
犬
た
ち
ば
か
り
で
未
明
か
ら
狩
り
に
出
掛
け
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
成
獣
ば
か

り
か
、
子
猪
の
大
半
が
食
い
殺
さ
れ
て
い
た
の
で
す
」

　
「
か
か
る
次
第
に
て
山
村
で
も
、
犬
を
繋
ぐ
と
い
う
素
晴
ら
し
き
条
例
が
、
絶
対
に
改
め
ら
れ
ま
せ
ぬ
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
奉
り
候
こ
と
」。

（
前
田
一
洋
）

魚
店
社
長
の
故
生
駒
廣
氏
収
集
の
作
品
を
数
多
く
調
査
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
、
矢
野
派
に
つ
い
て
の
大
ま
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
た
（
そ
の
後
生
駒
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
主
要
な
作

品
は
県
立
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
た
）。
以
後
も
少
し
ず
つ
調
査
・

研
究
を
続
け
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
十
月
、
県
立
美
術
館

で
開
催
し
た
「
開
館
二
十
周
年
記
念
・
第
十
九
回
熊
本
の
美
術
展

『
細
川
藩
御
用
絵
師
・
矢
野
派
』
雪
舟
流
画
風
の
再
興
と
継
承
」

が
ひ
と
ま
ず
の
到
達
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
矢
野
派
に
つ
い

て
の
そ
の
基
礎
作
り
が
で
き
た
と
自
負
も
し
て
い
る
し
、
あ
と
は

次
世
代
の
研
究
者
に
よ
っ
て
加
筆
・
修
正
さ
れ
、
よ
り
豊
か
な
矢

野
派
像
が
完
成
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
て
、「
御
用
絵
師
」
と
い
え
ば
徳
川
幕
府
を
は
じ
め
諸
藩
の

お
抱
え
絵
師
と
な
っ
た
「
狩
野
派
」
を
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
方
が

　
「
矢
野
派
」
と
聞
い
て
も
ピ
ン
と
来
な
い
人
が
多
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
本
稿
で
は
そ
の
矢
野
派
に
つ
い
て
概
説
し
た
い
。

　

筆
者
と
美
術
史
と
の
関
り
は
細
川
藩
御
用
絵
師
に
始
ま
り
、

そ
の
中
心
が
矢
野
派
の
絵
師
と
作
品
研
究
で
あ
っ
た
。
四
十
数
年

も
前
の
こ
と
で
、
当
然
地
方
の
御
用
絵
師
矢
野
派
の
絵
師
や
作
品

は
美
術
全
集
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
は
ず
も
な
く
、
手
探
り
状

態
か
ら
始
ま
っ
た
。
さ
い
わ
い
島
田
美
術
館
設
立
前
の
美
術
品
台

帳
作
り
な
ど
を
手
伝
い
な
が
ら
矢
野
派
の
作
品
に
触
れ
、
生
駒
鮮

細
川
藩
御
用
絵
師
「
矢
野
派
」に
つ
い
て 
㊤

元 

熊
本
県
立
美
術
館 

副
館
長
　
大
倉 
隆
二

杉谷雪樵筆　花鳥図
（県立美術館蔵）



5  くまがわ春秋　Vol.34　2019.1.15 4くまがわ春秋　Vol.34　2019.1.15

　

初
代
矢
野
三
郎
兵
衛
吉
重
（
一
五
九
八
？
～
一
六
五
三
）
も

も
と
長
州
人
。
画
伝
や
伝
記
類
、
細
川
家
文
書
な
ど
に
よ
れ
ば
、

十
二
（
三
）
歳
の
と
き
小
倉
で
細
川
三
斎
、
の
ち
に
細
川
忠
利

に
仕
え
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
正
月
小
倉
城
本
丸
座
敷
絵

を
制
作
、
熊
本
で
は
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
十
一
月
熊
本
城

本
丸
天
守
の
修
理
お
よ
び
花
畑
屋
敷
の
作
事
、
同
十
三
年
九
月

～
十
四
年
正
月
江
戸
上
屋
敷
の
画
事
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
、
寛

永
十
三
年
、
唐
人
絵
書
日
二
官
の
奉
公
を
願
い
出
、
同
十
四
年

の
肥
後
入
国
の
際
に
三
斎
が
八
代
に
移
っ
て
か
ら
も
三
斎
に
仕
え

た
ら
し
く
、
寛
永
年
間
に
八
代
で
亡
く
な
っ
た
と
伝
え
る
（『
肥

後
藩
雪
舟
流
画
家
傳
』）。
細
川
家
の
正
史
『
綿
考
輯
録
』
に
は
、

慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
八
月
、
細
川
幽
斎
の
三
回
忌
に
あ
た

り
幽
斎
夫
人
光
寿
院
か
ら
『
細
川
幽
斎
像
』
制
作
が
命
じ
ら
れ

た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
（
永
青
文
庫
他
に
現
存
）。
ま
た
、
細
川

家
文
書
中
に
は
江
戸
屋
敷
障
壁
画
制
作
の
こ
と
が
み
ら
れ
る
が
、

残
念
な
こ
と
に
『
細
川
幽
斎
像
』
以
外
は
現
存
し
な
い
。

肖
像
（
永
青
文
庫
蔵
）
の
筆
者
と
伝
え
ら
れ
る
。
矢
野
家
初
代

三
郎
兵
衛
吉
重
は
等
甫
に
学
ん
だ
と
い
い
、
矢
野
家
が
雪
舟
流
の

雲う
ん
こ
く谷
派は

を
肥
後
熊
本
に
伝
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
雲
谷
派
と
い
う

の
は
、
山
口
に
あ
っ
た
雪
舟
の
旧
居
「
雲
谷
庵
」
を
毛
利
家
か
ら

賜
り
、
雪
舟
の
画
風
復
興
を
命
ぜ
ら
れ
た
雲
谷
等
顔
を
祖
と
す

る
流
派
で
、
矢
野
派
も
こ
の
流
れ
を
く
ん
で
い
る
。
ま
た
、
長
谷

川
等
伯
（
一
五
三
九
～
一
六
一
〇
）
も
「
雪
舟
五
代
」
を
標
榜
す

る
ほ
ど
雪
舟
に
私
淑
し
、
狩
野
派
と
対
抗
し
た
。
桃
山
時
代
に

は
こ
の
よ
う
に
雪
舟
崇
拝
の
気
運
も
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
に
な

る
と
狩
野
派
が
主
流
と
な
り
、
雪
舟
流
は
山
口
と
熊
本
に
絞
ら
れ

て
き
た
（
山
口
の
雲
谷
派
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
）。

　

さ
て
、
矢
野
派
絵
師
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
田
代
等
甫
、
矢

野
家
初
代
吉
重
、
三
代
茂
安
、
四
代
雪
叟
、
五
代
良
勝
、
雪
叟

の
弟
子
衛
藤
良
行
、
良
行
の
養
子
勝
夷
、
梶
山
良
恭
、
杉
谷
雪

樵
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
主
要
絵
師
と
そ
の
作
品
を
と
お

し
て
、
矢
野
派
の
特
長
を
概
観
し
て
み
た
い
。

　

田
代
等
甫
（
生
没
年
不
詳
）
は
も
と
長
州
人
。
雲
谷
等
顔
の

門
人
で
細
川
家
が
小
倉
に
い
た
頃
細
川
三
斎
に
仕
え
、
細
川
家

多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
細
川
藩
御
用
絵
師
の
中
心
は
矢
野
派
で

あ
っ
た
。
狩
野
派
も
矢
野
派
も
大や

ま

和と

え絵
に
対
し
て
、
中
国
の
山
水

図
な
ど
中
国
絵
画
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
の
で
漢か

ん

画が

と
呼
ば

れ
る
。
大
和
絵
は
日
本
の
伝
統
的
な
画
風
で
、
王
朝
絵
巻
に
み

ら
れ
る
よ
う
な
日
本
の
人
物
や
風
俗
、
歴
史
お
よ
び
自
然
を
描
い

た
。
こ
れ
に
対
し
漢
画
は
中
国
風
の
画
風
で
主
に
中
国
の
自
然
や

歴
史
的
人
物
な
ど
を
描
い
た
。
狩
野
派
・
矢
野
派
と
も
に
中
国

風
の
水
墨
を
基
調
と
し
て
力
強
い
「
筆
法
」
を
重
視
す
る
と
い
う

点
で
は
共
通
す
る
が
、
江
戸
時
代
の
狩
野
派
は
大
和
絵
と
融
合

し
た
画
風
も
見
せ
る
。
一
方
、
矢
野
派
は
室
町
時
代
に
活
躍
し
た

画
聖
・
雪
舟
風
の
筆
法
を
よ
り
重
視
し「
雪
舟
流
」を
標
榜
す
る
。

つ
ま
り
、
矢
野
派
は
全
国
的
な
狩
野
派
全
盛
の
中
で
雪
舟
流
の
画

風
を
守
り
続
け
た
数
少
な
い
流
派
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

画
系
と
主
要
絵
師

　

矢
野
派
絵
師
の
画
系
に
つ
い
て
は
略
系
図
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、

こ
の
ほ
か
に
門
人
は
多
数
存
在
す
る
。

　

系
図
筆
頭
に
み
え
る
田
代
等
甫
は
、
山
口
で
雲う

ん
こ
く
と
う
が
ん

谷
等
顔

（
一
五
四
七
～
一
六
一
八
）
に
学
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
、
細
川
幽
斎
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利
像
』
の
直
線
的
な
衣
の
表
現
あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
。

　

三
代
矢
野
茂
安
（
一
六
七
三
～
一
七
五
二
）
は
通
称
茂
左
衛
門
、
号
は

泛は
ん
こ
く谷
。
二
代
吉
安
（
吉
尚
？
生
没
年
未
詳
。
小
品
の
水
墨
画
一
点
の
み
存
在
）

の
子
。
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
公
儀
絵
図
改
に
際
し
、
肥
後
及
び
豊
後

国
内
の
細
川
領
内
の
絵
図
制
作
。
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
藩
絵
奉
行
と
な

る
な
ど
の
活
躍
も
知
ら
れ
る
が
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
三
月
狩
野
派
へ
の

流
儀
替
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
翌
年
二
月
流
儀
替
な
ら
ず
矢
野
派
は
一
代
限
り

と
申
し
渡
さ
れ
た
。
こ
の
流
儀
替
一
件
は
新
し
く
御
用
絵
師
と
な
っ
た
肥
後
狩

野
家
の
『
先
祖
付
』
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、真
意
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

第
六
代
藩
主
宣
紀
（
一
六
七
六
～
一
七
三
二
）
が
幕
府
の
お
抱
え
絵
師
が
狩

野
派
で
あ
る
こ
と
を
忖
度
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
筆
者
は
、
矢
野
家
二
代
吉

安
の
代
に
侍
身
分
か
ら
職
人
身
分
へ
固
定
さ
れ
た
こ
と
対
し
、
子
の
い
な
か
っ

た
茂
安
が
自
ら
画
職
を
放
棄
し
た
の
で
は
な
い
か
と
お
も
っ
て
い
る
。
矢
野
家

は
吉
右
衛
門
茂
次
を
養
子
に
迎
え
、
茂
次
は
侍
に
復
帰
し
た
。
画
職
は
山
田

喜
三
右
衛
門
（
の
ち
の
雪
叟
）
に
引
き
継
が
れ
た
。
こ
う
し
た
事
も
あ
っ
て
か

茂
安
の
作
品
は
晩
年
の
小
品
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
曹
洞
宗
寒
巌
派

寺
院
に
い
く
つ
か
の
頂
相
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
八

月
十
日
八
十
歳
に
て
歿
。

矢野茂安筆　瀟湘八景図（部分）　（県立美術館蔵）

に
は
知
行
百
五
十
石
（
知
行
地
菊
池
）
を

拝
領
、
同
年
細
川
家
菩
提
寺
泰
勝
寺
の
絵
、

島
原
の
乱
の
戦
況
絵
図
制
作
、
同
十
七
年

（
一
六
四
〇
）
十
月
江
戸
下
屋
敷
式
台
間

の
絵
、
同
二
十
年
（
一
六
四
四
）『
細
川
忠

利
像
』、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）『
肥
後

国
大
絵
図
』
制
作
に
あ
た
っ
た
。
承
応
二
年

（
一
六
五
三
）
歿
。

　

以
上
の
よ
う
に
伝
記
や
記
録
の
う
え
で
は

華
々
し
い
活
躍
が
知
ら
れ
る
が
、
現
存
作
品

は
少
な
く
確
実
な
も
の
と
な
る
と
『
細
川
忠

利
像
』（
永
青
文
庫
像
）
だ
け
で
あ
る
。
伝

承
作
品
と
し
て
は
『
月
に
梅
図
屏
風
』（
も

と
熊
本
城
の
障
壁
画
と
伝
え
る
。
県
立
美

術
館
蔵
）、『
竹
に
虎
・
松
に
虎
図
屏
風
』（
も

と
細
川
家
蔵
の
伝
承
あ
り
。
県
立
美
術
館

蔵
）
な
ど
が
有
力
視
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作

品
に
は
雲
谷
派
を
特
徴
付
け
る
様
式
は
顕

著
で
は
な
く
、
強
い
て
あ
げ
れ
ば
『
細
川
忠

矢野三郎兵衛吉重筆　破墨山水図（県立美術館蔵）

伝矢野三郎兵衛吉重筆　竹に虎・松に虎図屏風（県立美術館蔵）
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門
の
衛
藤
良
行
ら
と
と
も
に
細
川
領
内
の
瀧
や
名
勝
を
実
写
し
た

『
領
内
名
勝
図
巻
』（
原
題
は
「
御
領
内
山
川
之
景
」。
永
青
文

庫
蔵
）で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
現
地
に
赴
い
て
実
景
を
描
い
た
も
の
で
、

「
写
実
的
」
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
岩
肌
や
樹
木
の
描
線
は
謹
直

な
雪
舟
様
式
に
則
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
大
和
絵
の
画
題
に
よ
る

も
の
や
僧
侶
の
肖
像
画
な

ど
多
様
な
作
品
を
遺
し
て

い
る
が
、
ど
こ
か
に
雪
舟

流
の
画
風
が
見
え
隠
れ
す

る
。
落
款
に
も
「
雪
舟
九

世
伝
正
統
橘
良
勝
」
と

書
い
た
も
の
も
あ
る
（
波

濤
図
屏
風
他
）
ほ
ど
で
雪

舟
流
で
あ
る
こ
と
を
誇
り

に
し
て
い
た
。
文
政
四
年

（
一
八
二
一
）
八
月
廿
三

日
歿
。
六
十
二
歳
。

【
お
お
く
ら
・
り
ゅ
う

じ
／
玉
名
市
】

藩
雪
舟
流
画
家
傳
』）。
ま
た
、『
肥
後
先
哲
遺
蹟
』等
に
よ
れ
ば「
矢

野
家
中
興
」と
さ
れ
、

多
く
の
門
弟
を
擁
す

る
な
ど
、
矢
野
家
は

良
勝
の
と
き
に
全
盛

期
を
迎
え
た
。
画
風

は
雪
叟
に
よ
っ
て
再

興
さ
れ
た
雪
舟
風
の

筆
法
を
主
体
と
し
な

が
ら
も
多
彩
さ
を
見

せ
る
。『
琴
棋
書
画

図
』（
県
立
美
術
館

蔵
）
で
は
、
雪
舟
よ

り
山
口
の
雲
谷
派
を

思
わ
せ
る
一
方
、『
波

濤
図
屏
風
』（
同
）

で
は
長
谷
川
等
伯
の

同
名
作
品
を
連
想
さ

せ
る
。
代
表
作
は
同

矢野良勝筆　琴棋書画図　（県立美術館蔵）

矢野良勝筆　波濤図屏風　（県立美術館蔵）

前
）
が
い
く
つ
も
残

さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
て
雪
叟
は
矢
野
派

の
実
質
的
な
再
興
者

と
な
っ
た
。
か
た
わ

ら
煎
茶
を
好
み
そ
の

奥
義
を
極
め
た
と
い

う
。
画
風
は
「
謹
厳

に
し
て
高
遠
」
と
評

さ
れ
（
同
前
）、『
山

水
図
屏
風
』（
県
立
美
術
館
蔵
）
や
『
旭
に
猛
禽
図
』（
同
）
な
ど
、

ま
さ
に
そ
の
評
言
が
ぴ
っ
た
り
の
感
が
あ
り
、
雪
舟
の
画
風
を
彷

彿
さ
せ
る
。

　

五
代
矢
野
良
勝
（
一
七
六
〇
～
一
八
二
一
）
は
通
称
右
膳
。
号

は
龍
谷
、
千
嶂
堂
、
枕
流
亭
、
漱
玉
菴
、
雪
觀
斎
、
桂
光
楼
、

水
竹
居
な
ど
。
藩
画
府
根
役
。
書
画
や
古
器
玩
物
及
び
刀
剣
の

鑑
賞
を
好
み
、
か
た
わ
ら
和
歌
を
た
し
な
み
、
ま
た
八
条
宮
法
親

王
や
北
島
雪
山
の
書
を
学
び
そ
の
奥
境
に
至
っ
た
と
い
う
（『
肥
後

　

四
代
矢
野
雪
叟
（
一
七
一
四
～
一
七
七
七
）
は
、
通
称
喜
三
右

衛
門
、
安
良
と
称
し
、
号
は
龍
谷
、
鶴

仙
斎
、
窓
月
、
喫
茶
亭
な
ど
が
あ
る
。
矢

野
家
三
代
茂
安
に
学
び
、
の
ち
そ
の
養
子

と
な
り
画
職
と
し
て
の
矢
野
家
四
代
を
継

ぎ
、
藩
画
府
根
役
と
な
っ
た
。
明
和
二
年

（
一
七
六
五
）
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
雪
叟
と

改
名
し
た
。
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
江

戸
龍
口
邸
新
落
に
よ
り
召
さ
れ
て
絵
を
描

い
た
。
安
永
六
年（
一
七
七
七
）八
月
朔
日
、

六
十
四
歳
に
て
歿
。

　

茂
安
の
代
に
矢
野
家
の
画
法
は
衰
退
し

た
が
、
雪
叟
は
中
国
の
牧
谿
や
雪
舟
な
ど

和
漢
の
古
画
の
模
写
等
を
通
じ
て
雪
舟
流

の
画
法
を
再
興
し
た
（『
肥
後
藩
雪
舟
流

画
家
傳
』）。
牧
谿
の
真
作
か
ど
う
か
は
不

明
だ
が
『
虎
図
』
を
模
写
し
た
例
（
八

代
市
立
博
物
館
蔵
）
や
、
細
川
家
の
伝
雪

舟
筆
『
富
士
清
見
寺
図
』
の
模
写
（
同

矢野雪叟筆　山水図屏風　（県立美術館蔵）

矢野雪叟筆　旭に猛禽図　（県立美術館蔵）矢野良勝筆　領内名勝図巻（阿蘇郡北里城村ノ瀧）　永青文庫蔵



11  くまがわ春秋　Vol.34　2019.1.15 10くまがわ春秋　Vol.34　2019.1.15

4

雄お

亀け

滝だ

け

ば

し橋
美
里
町
石
野
字
桶
岳

　

緑
川
水
系
の
石
橋
で
あ
る
。
肥
後
石

工
の
代
表
者
・
岩
永
三
五
郎
の
代
表
作

で
あ
る
こ
と
、
通
潤
橋
の
架
橋
に
さ
い
し

手
本
に
さ
れ
た
こ
と
を
重
視
し
、
球
磨

川
流
域
の
石
橋
で
は
な
い
が
、
こ
れ
を
紹

介
す
る
。

　

同
橋
は
長
さ
15
・
５

ｍ
、
幅
３
・
６
ｍ
、
橋

高
７
・
４
ｍ
、
径
間

11
・
８
ｍ
の
水
路
橋

で
あ
る
。
文
化
14
年

（
１
８
１
７
年
）
８
月

着
工
、
翌
文
政
元
年
９

月
に
完
成
。

　

郡
代
・
不
破
啓
次
郎
、
山
支
配
役
・

篠
原
善
兵
衛
位
、
惣
庄
屋
・
三
隅
丈
八

は
石
野
村
な
ど
10
ヶ
村
の
灌
漑
の
た
め
、

緑
川
支
流
の
柏
川
か
ら
水
を
ひ
く
こ
と
を

計
画
し
、
井
出
の
開
削
に
着
手
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
途
中
に
深
い
谷
が
あ

る
た
め
、
水
路
を
の
ば
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
野
津
の
石
工
・
三
五
郎

に
水
路
橋
の
建
設
を
依
頼
し
、
三
五
郎

は
そ
の
依
頼
を
引
き
受
け
石
橋
を
作
り

石橋を訪ねる 特別編

「雄亀滝橋」急峻な谷間にあるため正面から橋の写真をとれない

井出（水路）

上
げ
た
。
こ
の
と
き
三
五
郎
は
24
歳
。
こ

の
時
点
で
は
、
三
五
郎
は
苗
字
帯
刀
を

許
さ
れ
て
い
な
い
。

　

山
肌
か
ら
当
然
に
水
が
流
れ
出
し
、

水
路
を
通
っ
て
、
雄
亀
滝
橋
を
通
り
抜

け
、
再
び
水
路
を
な
っ
て
い
く
。
漏
水
さ

せ
ず
水
を
通
す
石
橋
を
ど
の
よ
う
に
つ

く
っ
た
の
か
、
深
い
谷
に
ど
の
よ
う
に
し

て
石
橋
を
か
け
た
の
か
。
石
は
ど
こ
か
ら

も
っ
て
き
た
の
か
。
疑
問
は
つ
き
な
い
。

維
新
51
年
前
に
、
こ
の
石
橋
が
つ
く
れ
た

こ
と
に
驚
き
を
禁
じ
え
な
い
。

　

橋
の
あ
る
場
所
は
「
桶お

け
だ
け岳

」
と
い
い
、

そ
こ
の
滝
を「
桶
滝
」と
い
う
。「
雄
亀
滝
」

は
両
者
の
当
て
字
で
あ
る
。         （
春
秋
）

昨年５月にも訪問したが、そのときには補修工事中であった

岩永三五郎の墓（鏡町）。
八代郡氷川町野津生ま
れ。寛政５年（1793 年）
〜嘉永４年（1851 年）。
文 政 13 年（1830 年 ）
苗字帯刀を許される。三五
郎の業績の概要について
は別の機会に説明する。

県
あがた

橋
ばし

（美里町石野
字県）。雄亀滝橋を
通じて流れた水は同
橋下流 200ｍほど下
流の県地区に流れ出
していた。県橋は同
地区にある。同地区
では稲作がおこなわ
れて訪問したとき（昨
年 10 月７日）、刈り
取れた稲が掛け干し
されていた。橋長5.5ｍ。橋幅1.8ｍ、径間3.6ｍ。弘化２年（1845年）、
作者不明（ただし、種山石工であることは確実である）。
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は
じ
め
に

　
「
ウ
ル
シ
」
と
い
う
植
物
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
か
つ
て
江
戸
時

代
か
ら
明
治
期
に
は
人
吉
球
磨
の
重
要
な
産
物
と
し
て
郡
市
内
で

た
く
さ
ん
栽
培
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
人
吉
の
地

名
に
も
「
漆

う
る
し

田だ

」
と
し

て
残
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
期
に
は
漆
の
産

業
を
拡
げ
る
た
め
漆
伝

習
所
が
作
ら
れ
、「
人

吉
塗
」
と
し
て
そ
の
一

部
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
植
物
の
勉
強
を
続
け
る
う
ち
植
栽
し
た
ハ
ゼ
ノ
キ
は
多

く
見
か
け
る
の
に
、
植
栽
し
た
ウ
ル
シ
の
木
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と

に
疑
問
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
郡
市
内
の
古
老
に
聞
い
て
回

り
ま
し
た
が
「
ウ
ル
シ
は
無
か
ば
い
」
の
声
が
返
っ
て
く
る
ば
か

り
で
し
た
。
ウ
ル
シ
の
木
と
ハ
ゼ
ノ
キ
が
似
て
い
る
事
は
知
っ
て
い

ま
し
た
が
ど
う
違
う
の
か
、
そ
し
て
人
吉
に
た
く
さ
ん
栽
培
し
て

い
た
は
ず
の
ウ
ル
シ
の
木
な
ぜ
は
残
っ
て
い
な
い
の
か
と
の
疑
問
を

解
く
た
め
、
ウ
ル
シ
の
木
を
探
し
始
め
て
30
年
以
上
が
経
ち
ま
し

た
。
結
局
、
現
在
ま
で
栽
培
漆
の
木
は
人
吉
球
磨
で
発
見
す
る
こ

と
は
出
来
て
い
ま
せ
ん
。

漆
の
栽
培
を
し
ま
せ
ん
か
？

─
─
人
吉
球
磨
産
の
漆ウ

ル
シ

で
青
井
さ
ん
の
塗
り
替
え
を

環
境
省
希
少
野
生
動
植
物
種
保
存
推
進
員
　
宮
川
　
続

ウ
ル
シ
探
し

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
漆
探
し
を
始
め
ま
し
た
が
、
ネ
ッ
ト
で
検

索
し
た
と
こ
ろ
「
国
立
林
業
研
究
所
」
が
漆
の
栽
培
を
推
奨
す

る
記
事
を
発
見
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
が
茨
城
県
に
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
が
、
く
わ
し
い
場
所
は
分
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
０
１
６
年
暮
れ
、
茨
城
在
住
の
子
供
の
所
へ
遊
び
に
行
っ
た
際
、

通
り
か
か
っ
た
所
に
「
国
立
林
業
研
究
所
」
の
看
板
を
見
つ
け
、

さ
っ
そ
く
飛
び
込
み
で
漆
の
栽
培
に
つ
い
て
尋
ね
ま
し
た
。
そ
し

て
、
岩
手
県
の
浄
安
森
林
組
合
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
２
月
に
電
話
を
掛
け
経
緯
を
話
し
、
苗
を
分
け
て

欲
し
い
と
御
願
い
し
た
と
こ
ろ
、「
現
在
は
、
先
の
文
化
庁
の
方

針
で
全
国
か
ら
苗
の
引
合
い
が
殺
到
し
て
お
り
す
ぐ
対
応
す
る
こ

と
は
ム
リ
だ
が
、
申
し
込
み
は
受
け
ま
す
」
と
の
返
事
で
し
た
。

し
か
し
、
一
年
半
ほ
ど
待
っ
て
も
連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
め
げ
て
ば
か
り
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
行
政
や
地
域

の
人
が
動
き
出
せ
ば
な
ん
と
か
な
る
の
で
は
と
考
え
、
人
吉
市
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
松
岡
市
長
と
い
っ
し
ょ
の
チ
ー
ム
と
な
っ
た

こ
と
を
幸
い
に
、
漆
栽
培
の
計
画
を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
人
吉

国
宝
青
井
さ
ん

　

10
年
前
、
青
井
阿
蘇
神
社
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
中
青

井
町
で
育
っ
た
私
が
身
近
に
感
じ
て
い
る
「
青
井
さ
ん
」
の
建
物
は
、

漆
で
塗
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
人
吉
球
磨
産
の
漆
が
使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当

と
考
え
ま
す
。
こ
の
青
井
さ
ん
の
漆
は
い
ず
れ
塗
り
替
え
の
時
が
来

る
の
は
当
然
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
塗
り
替
え
る
べ
き
人

吉
球
磨
の
漆
の
生
産
は
昭
和
20
年
代
頃
で
途
絶
え
て
い
ま
す
。

文
化
庁
の
方
針

　

文
化
庁
は
三
年
前
、
文
化
財
の
修
復
に
使
う
漆
は
原
則
国
産

の
漆
を
使
う
事
と
い
う
通
達
を
出
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
現

在
国
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
漆
の
93
％
は
中
国
か
ら
輸
入
し
た
漆

で
あ
り
、
国
産
の
漆
は
わ
ず
か
７
％
程
度
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
こ
れ
で
は
青
井
さ
ん
の
修
復
に
国
産
の
漆
を
使
う
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
で
は
、
人
吉
球

磨
で
生
産
す
る
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
漆
探
し
の
旅
が
始

ま
っ
た
の
で
す
。
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ウ
ル
シ
掻
き
（
ウ
ル
シ
の
樹
液
採
集
）
に
つ
い
て

・
植
栽
か
ら
10
年
か
ら
20
年
ほ
ど
で
樹
液
の
採
取
が
出
来
る
よ

う
に
な
る
。
木
を
育
て
る
こ
と
が
一
番
大
切
。
除
草
・
枝
払

い
を
し
て
木
を
作
る
こ
と
が
た
い
へ
ん
。

・
樹
液
の
採
取
時
期
は
６
月
頃
か
ら
遅
い
と
10
月
末
頃
ま
で
。

・
朝
か
ら
10
時
く
ら
い
ま
で
で
、
そ
れ
以
後
は
樹
液
の
出
が
悪

く
な
る
た
め
作
業
し
な
い
。
１
本
の
木
に
20
ヶ
所
ほ
ど
傷
を

付
け
樹
液
を
掻
く
。
そ
の
後
４
日
ほ
ど
木
を
休
ま
せ
、
木
の

回
復
を
待
っ
て
、
そ
の
上
に
傷
を
付
け
掻
く
た
め
４
日
に
1

回
ウ
ル
シ
を
掻
く
事
と
な
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
１
シ
ー
ズ

ン
に
80
本
か
ら
１
５
０
本
く
ら
い
、
多
い
人
は
１
シ
ー
ズ
ン

木
で
あ
る
こ
と
が
す
ぐ
分
か
り
ま
し
た
。
ウ
ル
シ
と
の
初
対
面
で

す
。
か
ぶ
れ
る
か
ら
な
の
か
、
栽
培
に
必
要
な
く
な
っ
た
木
は
切

り
倒
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。

　

程
な
く
藤
田
さ
ん
と
合
流
し
、
ウ
ル
シ
掻
き
の
現
場
へ
案
内
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
大
子
漆
保
存
会
の

副
会
長
益
子
玉
江
さ
ん
は
小
柄
な
女
性
で
、
熱
い
中
、
目
だ
け

を
出
し
た
服
装
で
、
作

業
用
の
前
掛
け
は
漆
で

黒
く
汚
れ
て
お
り
た
い
へ

ん
な
作
業
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

い
ざ
お
会
い
し
て
み
る

と
、
聞
き
た
か
っ
た
こ
と
、

知
り
た
か
っ
た
こ
と
が
あ

ふ
れ
て
き
ま
す
。
で
も
、

藤
田
さ
ん
の
説
明
と
益
子

さ
ん
の
お
話
で
多
く
の
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
以

下
に
要
約
す
る
と
、

ヘラを右手に持ち替え樹液を集める益子さん

ウルシを掻く様子。樹液の出が悪い
ときツノのような部分で更に傷を付け
る

漆
の
栽
培

　

前
日
の
７
月
31
日

に
牛
久
ま
で
行
き
、

翌
８
月
１
日
、
大
子

へ
向
け
出
発
。
茨
城

県
内
の
移
動
と
は
い

え
、
高
速
と
国
道
を

使
い
２
時
間
の
道
の

り
を
走
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
久
慈
川

に
沿
っ
て
遡
り
、
ウ

ル
シ
の
畠
が
散
見
さ

れ
目
的
地
が
近
く

な
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
約
束
の
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
の
上
小
川
駅

は
山
間
の
小
さ
な
駅
で
す
。
藤
田
さ
ん
が
着
く
前
に
時
間
が
あ
っ

た
の
で
附
近
を
見
て
回
る
と
桑
に
よ
く
似
た
植
物
が
栽
培
し
て
あ

り
ま
す
。
見
る
と
楮コ

ウ
ゾ

の
木
で
し
た
。
近
く
に
「
巻
枯
ら
し
」
を
か

け
た
ハ
ゼ
に
よ
く
似
た
木
が
あ
り
ま
し
た
。
葉
が
広
く
ウ
ル
シ
の

市
主
催
の
議
会
報
告
会
で
も
同
様
の
提
案
を
し
ま
し
た
。し
か
し
、

そ
の
後
の
反
応
は
鈍
く
、
何
の
動
き
も
な
い
よ
う
で
す
。

大
子
へ

　

何
の
進
展
も
な
く
ウ
ル
シ
探
し
は
行
き
詰
ま
っ
た
か
の
よ
う
で

し
た
。
進
展
し
始
め
た
き
っ
か
け
は
テ
レ
ビ
報
道
で
茨
城
県
の「
大

子
漆
保
存
会
」
の
報
道
を
見
た
こ
と
で
し
た
。

　

さ
っ
そ
く
大だ

い

子ご

町ま
ち

へ
電
話
を
掛
け
大
子
町
特
産
品
流
通
公
社
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
い
き
さ
つ
や
私
の
思

い
を
伝
え
、
栽
培
の
様
子
を
見
せ
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
お
願
い

し
ま
し
た
。
浄
安
森
林
組
合
で
、
電
話
だ
け
で
話
し
て
も
私
の
思

い
が
十
分
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
事
も
あ
り
、
出
掛
け

て
い
く
決
意
を
し
て
い
ま
し
た
。
応
対
し
て
い
た
だ
い
た
大
子
町

特
産
品
流
通
公
社
の
藤
田
事
務
局
長
は
「
報
道
や
雑
誌
の
取
材

は
多
く
あ
る
が
個
人
か
ら
の
申
し
入
れ
は
初
め
て
だ
」
と
困
惑
し

た
様
子
で
し
た
が
、
日
程
を
調
整
し
て
い
た
だ
き
８
月
１
日
に
会

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
に
ウ
ル
シ
の
木
を
見
、
栽
培
状
況

を
見
て
お
く
こ
と
は
、
今
後
栽
培
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
何

よ
り
も
プ
ラ
ス
に
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

茨城県大子町のウルシ林の様子
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昼
食
後
、
公
社
の
事
務
所
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
現
在
の
活

動
な
ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
ぐ
近
く
に
あ
る
ウ
ル

シ
の
資
料
館
は
休
館
日
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
公

社
に
大
き
な
樹
皮
の
束
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
コ
ウ
ゾ
」
で
、

現
在
は
栽
培
が
希
少
で
高
級
和
紙

「
美
濃
和
紙
」
の
原
料
だ
そ
う
で

す
。
ウ
ル
シ
も
コ
ウ
ゾ
も
「
人
吉
球

磨
で
も
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
は
ず
」
で

す
が
、す
で
に
ウ
ル
シ
は
な
く
な
り
、

コ
ウ
ゾ
も
カ
ジ
も
う
ち
捨
て
ら
れ

た
ま
ま
で
す
。
何
と
か
産
業
に
結

び
つ
け
ら
れ
た
ら
い
い
の
に
と
感
じ

な
が
ら
大
子
を
後
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後

　

大
子
に
行
く
前
、
知
人
を
通
じ

て
ウ
ル
シ
の
苗
が
手
配
で
き
そ
う

だ
と
聞
き
、
即
座
に
御
願
い
し
ま

し
た
。
と
同
時
に
植
物
学
者
の「
プ

が
弱
い
た
め
、「
養
生
掻
き
」
で
は
な
く
、「
殺
し
掻
き
」
と
呼
ば

れ
る
伐
採
更
新
方
法
が
採
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
伐

採
更
新
こ
そ
が
人
吉
球
磨
で
い
く
ら
探
し
て
も
ウ
ル
シ
の
木
が
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
原
因
の
よ
う
で
す
。

集められた樹液

昨年採取した後伐採された漆の木

根
か
ら
更
新
し
増
や
す
た
め
、実
生
栽
培
は
や
っ
て
い
な
い
。

・
植
栽
後
、
草
刈
り
と
枝
打
ち
を
す
る
。
大
子
で
は
丘
陵
の
平

坦
な
畠
で
栽
培
し
、
樹
間
を
広
く
取
り
機
械
除
草
が
し
や
す

い
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
樹
液
を
採
取
す
る
高
さ
ま
で
枝
を
付
け
な
い
。

・
通
常
施
肥
は
し
な
い
が
、
大
子
で
は
施
肥
で
肥
育
し
て
い
る
。

・
幾
つ
か
病
気
が
あ
る
が
発
生
し
た
ら
引
き
抜
き
、
焼
却
し
、

他
へ
の
感
染
を
防
ぐ
。

・
小
さ
い
頃
は
鹿
の
害
も
注
意
す
る
。

　

一
通
り
話
を
聞
き
、
写
真
な
ど
撮
影
し
た
後
、
益
子
さ
ん
か

ら
お
茶
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
よ
く
冷
え
た
ス
イ
カ
で
汗
を
か
い

た
後
で
も
あ
り
、
と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
。
帰
り
が
け
、
藤
田

さ
ん
が
「
大
子
で
一
番
大
き
な
ウ
ル
シ
の
木
に
案
内
し
ま
す
」
と
、

畠
の
脇
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
樹
齢
50
年
ほ
ど
で
直
径

が
30
㎝
～
40
㎝
程
、
ウ
ル
シ
掻
き
の
跡
が
あ
り
ま
す
。「
昨
年
掻

き
ま
し
た
」
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ウ
ル
シ
掻
き
の
跡
は

樹
液
で
黒
く
な
っ
て
い
て
、
皮
膜
が
被
っ
た
後
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ウ
ル
シ
の
木
は
傷
つ
け
た
後
、
樹
皮
が
被
さ
り
傷
を
回
復
す
る
力

に
３
０
０
本
を
採
取
す
る
。

・
１
本
の
木
か
ら
牛
乳
瓶
１
本
ほ
ど
採
取
で
き
る
。

・
皮
を
は
ぐ
鎌
（
掻
き
ガ
マ
）、
ヘ
ラ
な
ど
の
道
具
は
青
森
の
鍛

冶
屋
一
軒
だ
け
で
作
っ
て
い
る
。

・
樹
液
の
採
取
は
そ
の
年
限
り
で
、
採
取
後
伐
採
し
て
し
ま
う

（
こ
れ
を
「
殺
し
掻
き
」
と
い
う
）。

・
そ
の
後
、
伐
採
し
た
木
の
根
を
次
の
世
代
の
苗
と
し
て
発
芽

更
新
す
る
。

・
殺
し
掻
き
の
外
に
「
養
生
掻
き
」
と
呼
ば
れ
る
伐
採
し
な
い

方
法
も
あ
る
が
大
子
で
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

・
ウ
ル
シ
を
掻
い
て
入
れ
る
入
れ
物
は
「
チ
ャ
ン
ポ
」
と
呼
ば

れ
、
ホ
オ
ノ
キ
の
樹
皮
で
作
る
。
ウ
ル
シ
を
掻
い
て
縁
に
ヘ

ラ
を
打
ち
付
け
て
も
割
れ
な
い
。
ま
た
縁
を
ヘ
ラ
で
た
た
い

て
、
さ
さ
く
れ
さ
せ
る
事
で
樹
液
を
ヘ
ラ
か
ら
落
と
し
や
す

く
す
る
。
竹
だ
と
割
れ
て
し
ま
う
。

漆
栽
培

・
実
生
か
ら
だ
と
20
年
ほ
ど
か
か
る
。
根
か
ら
の
更
新
だ
と
10

年
ほ
ど
で
樹
液
採
取
が
可
能
。
ま
た
、
大
子
で
は
優
良
株
を
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大
子
か
ら
の
苗
は
２
月
末
か
３
月
初
め
に
は
届
く
予
定
で
す
。

今
３
人
の
方
に
植
栽
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
は
「
土
地

も
な
く
金
も
な
く
」
で
す
が
、
苗
を
育
て
て
く
れ
る
方
が
あ
れ
ば

増
や
し
、
人
吉
球
磨
に
漆
栽
培
・
産
業
を
取
り
戻
せ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

長
い
間
探
し
て
い
た
ウ
ル
シ
に
出
合
う
こ
と
が
出
来
、私
の
「
青

井
さ
ん
の
ウ
ル
シ
塗
り
替
え
を
人
吉
球
磨
の
ウ
ル
シ
で
す
る
」
も

く
ろ
み
は
よ
う
や
く
始
ま
り
ま
し
た
。
私
が
取
り
組
ん
で
い
る
昆

虫
や
植
物
な
ど
の
保
全
は
一
度
途
絶
え
て
し
ま
う
と
二
度
と
帰
っ

て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
漆
の
栽
培
や
利
用
す
る

技
術
は
人
吉
球
磨
で
は
一
度
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
幸
い

他
の
地
域
に
僅
か
に
残
っ
て
い
た
こ
と
で
、
復
活
さ
せ
る
糸
口
は

作
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
す
。

　

日
本
で
は
２
千
年
以
上
前
の
縄
文
時
代
か
ら
漆
を
利
用
し
て
い

ま
し
た
し
、
中
国
で
は
５
千
年
前
か
ら
の
も
の
も
あ
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
人
類
が
文
化
を
形
作
り
始
め
た
頃
か
ら
利
用
し
て
き

た
技
術
を
、
私
達
の
世
代
で
な
く
し
て
し
ま
う
の
は
何
と
も
残
念

な
こ
と
で
す
。

【
み
や
が
わ
・
つ
づ
き
／
人
吉
市
】

ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
」
荻
須
博
士
か
ら
「
苗
は
ム
リ
か
も
し
れ
な
い

け
ど
種
な
ら
な
ん
と
か
な
る
」
と
連
絡
を
も
ら
い
ま
し
た
。
11
月

末
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
苗
が
「
15
㎝
位
し
か
な
い
け
ど
い
い
で

す
か
」
と
打
診
さ
れ
、
山
に
植
え
る
に
は
小
さ
す
ぎ
る
の
で
残
念

な
が
ら
断
り
ま
し
た
。
や
む
な
く
大
子
の
藤
田
さ
ん
に
連
絡
し
た

ら
、「
そ
ん
な
に
小
さ
い
の
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
う
ち
の
は
大

き
く
て
い
い
も
の
だ
け

ど
、
注
文
が
多
く
な

ん
と
か
し
た
い
が
時

間
を
く
れ
」
と
い
わ

れ
、
今
年
は
諦
め
る

か
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
数
日
後「
１
５
０

本
手
配
で
き
ま
し
た
」

と
電
話
が
あ
り
、
諦

め
か
け
て
い
た
の
で
た

い
へ
ん
う
れ
し
く
、
大

子
の
皆
さ
ん
の
好
意

に
感
謝
感
激
で
し
た
。

ウルシの種

柳人があじわう漱石俳句

︱ 

本
当
の
名
前
は
？ 

︱

子
の
都
合
一
切
き
か
ず
命
名
す

ア
ル
フ
ァ
ベッ
ト
順
に
高
齢
者
名
簿

【
い
わ
さ
き
楊よ
う

子こ

／
川
柳
と
俳
句
の
愛
好
家
、
熊
本
市
】

いわさき楊子

─ ㉞ ─

木
瓜
咲
く
や
漱
石
拙
を
守
る
べ
く

（
漱
石
30
歳
）

月
に
行
く
漱
石
妻
を
忘
れ
た
り

（
30
歳
）

一
東
の
韻
に
時
雨
る
ゝ
愚
庵
か
な

（
漱
石
30
歳
）

紅
梅
や
舞
の
地
を
弾
く
金
之
助

（
48
歳
）

　

漱
石
と
い
う
名
は
あ
ま
り
に
も
有
名
な
の
で
、
俳
句
も

小
説
も
五
高
の
教
師
の
と
き
の
名
も
夏
目
漱
石
で
く
く
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
が
、
実
は
違
う
。

　

漱
石
と
い
う
名
の
初
出
は
22
歳
の
と
き
だ
。
子
規
の

「
七な

な
く
さ艸
集し

ゅ
う」
の
評
を
書
い
た
と
き
に
は
じ
め
て
漱
石
と
署

名
し
た
。
漱
石
の
意
味
は
、
流
れ
に
漱

く
ち
す
すぐ

を
石
に
漱
ぐ
と

間
違
え
た
の
を
へ
そ
曲
が
り
に
訂
正
し
な
か
っ
た
と
い
う
中

国
の
故
事
に
由
来
す
る
。「
漱
石
」
と
い
う
言
葉
を
俳
句
に

使
っ
た
の
は
こ
の
２
句
の
み
。

　

夏
目
金
之
助
が
本
名
だ
っ
た
が
、
手
紙
や
封
書
で
は
ど

う
署
名
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
漱
石
書
簡
集 

三
好
行
雄

編
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
と
、
書
簡
の
最
後
に
記
さ
れ
た

名
は
次
の
よ
う
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
。
金
之
助
、

漱
石
、
郎
君
、
平
凸
凹
、
凸
凹
、
金
、
愚
陀
仏
、
金
や
ん
、

金
生
、
夏
金
生
、
父
。
現
在
、
ネ
ッ
ト
上
で
活
動
す
る
と

き
の
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
の
よ
う
な
、
自
嘲
め
い
た
署
名
が
み

ら
れ
る
。
と
く
に
、
親
し
い
子
規
と
の
や
り
と
り
で
は
、
い

ま
の
若
者
と
変
ら
な
い
お
ち
ゃ
め
な
漱
石
先
生
だ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
『
漱
石
全
集
』
第
十
七
巻
（
岩
波
書
店
）
の

奥
付
は
写
真
の
と
お
り
〈
夏
目
金
之
助
〉
の
表
記
と
な
っ

て
い
る
。
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「
よ
ば
い
」

　
「
よ
ば
い
」
は
、
ど
こ
で
も
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
。
球
磨
川
流
域
も
例
外
で
な
い
。
同

じ
地
域
内
で
の
「
よ
ば
い
」
ば
か
り
で
は
な

か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
も
あ
っ
た
。「
お

さ
な
な
じ
み
」
が
「
顔
な
じ
み
」
に
な
り
「
恋

人
」
に
な
っ
て
「
よ
ば
い
」
と
い
う
形
を
と
っ

て
男
と
女
が
結
ば
れ
る
と
き
も
あ
っ
た
し
、

夏
祭
り
な
ど
を
通
じ
て
「
顔
な
じ
み
」
に
な

り「
よ
ば
い
」に
発
展
す
る
と
き
も
あ
っ
た
。

　

現
在
と
違
い
愛
し
合
え
る
場
所
は
限
ら

れ
て
い
た
。
そ
の
と
き
、
男
と
女
は
独
立
・

自
立
し
た
存
在
で
あ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
必

ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
男

も
女
も
ム
ラ
の
一
員
と
し
て
ム
ラ
の
掟
に
拘

束
さ
れ
て
い
た
し
、
保
護

も
さ
れ
て
い
た
。
若
者
た

ち
は
、
ム
ラ
の
掟
に
加
え

て
、
若
者
組
独
自
の
掟
に

し
ば
ら
れ
て
い
た
（『
西

郷
ど
ん
』
の
「
郷
中
制
度

と
し
て
の
ニ
セ
（
二
才
）

組
織
」
を
想
起
せ
よ
）。

そ
の
こ
と
を
前
提
に
し
た

う
え
で
の
男
女
の
性
愛
の

ひ
と
つ
の
形
が
「
よ
ば
い
」

で
あ
っ
た
。

　

地
域
を
超
え
て
「
よ
ば
い
」
が
お
こ
な
わ

れ
る
と
き
も
あ
っ
た
。
ム
ラ
を
超
え
た
大
き

な「
祭
り
」な
ど
が
、そ
の
出
会
い
の
そ
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
。
い
ま
ほ
ど
に
、
男
と
女
が

出
会
え
る
場
の
な
い
時
代
で
あ
る
。
出
会
う

と
す
れ
ば
、「
祭
り
」ぐ
ら
い
し
か
な
か
っ
た
。

　

地
区
を
超
え
た
「
よ
ば
い
」
は
、
女
の

よ
ば
い 

⑴
　
　
　
　
上
村
雄
一

婚
姻
論 

②

　祭りは日常生活から遮断された特別の日である。誰
しも着飾り、気分を高ぶらせる。日頃の疲れをとるた
めに、はしゃぎ楽しむ。以前は遊びの機会が少なく、
祭りは労働の厳しさのもとで閉じ込められていた「自由
の渇望」を解放するときであった。そういう場で、若
い男女が出会い、恋に落ちるのは自然な成り行きであ
る。昔はそれは「ヨバイ」の契機になった。現在で
は「ヨバイ」の風習は失われているけれども、男女を
むすびつける場として祭りが機能していることは今も同
じである。

う
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
か
ら
戻
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。そ
の
あ
と
に
は
辛
い
仕
事
が
待
っ

て
い
る
。
山
仕
事
、
農
作
業
な
ど
、
そ
の

す
べ
て
が
長
時
間
の
重
労
働
で
あ
っ
た
。
そ

れ
で
も
男
た
ち
は
「
よ
ば
い
」
を
く
り
か
え

し
た
。
こ
う
し
た
遠
方
へ
の
「
よ
ば
い
」
は
、

男
の
地
域
と
女
の
地
域
の
間
に
な
ん
ら
か
の

つ
な
が
り
あ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
よ
ば
い
」
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
型（
パ
タ
ー
ン
）

が
あ
っ
た
。
夜

中
に
ひ
そ
か
に
女

の
も
と
を
訪
れ
、

そ
の
女
に
性
的

行
為
を
求
め
る

と
い
っ
た
単
純
な

こ
と
で
は
な
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
例

を
紹
介
す
る
こ

と
は
「
よ
ば
い
」
の
実
態
を
確
認
す
る
う
え

で
不
可
欠
の
作
業
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の

た
め
に
は
実
在
の
地
域
名
を
あ
げ
ざ
る
を
え

な
い
が
、
現
時
点
で
、
そ
れ
を
お
こ
な
う
こ

と
に
は
、
ど
う
し
て
も
無
理
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
ひ
と
ま
ず
、
小
山
勝
清
『
在

る
村
の
近
世
史
』
と
エ
ン
ブ
リ
ー
夫
妻
『
須

恵
村
』・『
須
恵
村
の
女
た
ち
』
の
例
を
紹

介
す
る
に
と
ど
め
る
。
両
者
は
周
知
の
文
献

で
、
そ
の
内
容
を
引
用
し
て
も
当
該
地
域

に
迷
惑
を
か
け
な
い
で
あ
ろ
う
。「
よ
ば
い
」

の
風
習
を
記
録
す
る
の
は
重
要
な
課
題
だ

が
、
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。
両

文
献
の
例
を
基
礎
に
し
つ
つ
、
そ
れ
を
補
完

す
る
程
度
で
、
流
域
の
「
よ
ば
い
」
の
具
体

例
を
小
論
で
は
紹
介
す
る
に
と
ど
め
る
。
そ

れ
で
も
現
実
の
「
よ
ば
い
」
を
少
し
は
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
で
あ
ろ
う
。

属
す
る
地
域
の
男
た
ち
に
と
っ
て
は
、
よ
そ

者
の
「
侵
略
行
為
」
と
し
て
受
け
止
め
ら

れ
て
、
そ
れ
に
対
す
る
「
自
衛
行
為
」
と
し

て
攻
撃
の
対
象
に
し
、
喧
嘩
に
お
よ
ん
だ
。

　

山
を
越
え
、
谷
を
渡
っ
て
、
遠
く
の
ム
ラ

ま
で
向
か
う
「
よ
ば
い
」
も
あ
っ
た
。
い
ま

の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、
目
的
の
場
所
に
行

く
だ
け
で
時
間
を
使
い
果
た
し
て
し
ま
い
そ

う
な
と
こ
ろ
ま
で
男
た
ち
は
行
っ
た
。
向
か

　八代市坂本町のある集落の山である。７０年
前まで、この山には道があった。その山道を、毎
日、人々は歩いた。ひえ、あわ、大豆などの交
換が山道を利用しておこなわれた。山の頂上に
は一本杉があって、そこは若い男と女の逢瀬の
場所であった。逢瀬は、「よばい」につながって
いき、婚姻にいたるときが少なくなかった。そのた
め、山を境に、それぞれの地域には親戚関係の
家が多数生まれ、それらの家々では、いまも、身
内として意識されている。そこにおいては、男と女
の「合意」がすべての前提になっている。もちろ
ん、親が決めて相手と結婚するときも多かったが、
それは現在でもおこなわれている婚姻形態で、「よ
ばい」とは区別されるべき問題である。
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来
を
安
定
さ
せ
て
く
れ
そ
う
な
男
を
恣

意
的
に
選
べ
ば
よ
か
っ
た
）
な
ど
の
例
を

紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
司
馬
史
観
」

で
な
く
、
通
説
に
近
い
内
容
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
司
馬
は
、薩
摩
の
「
郷
中
」
で
は
、

「
よ
ば
い
」
の
教
育
は
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ

た
と
説
明
し
て
い
る
点
に
は
注
意
を
要
す

る
。
司
馬
遼
太
郎
『
明
治
国
家
の
こ
と
』

（
ち
く
ま
文
庫
）
68
頁
以
下
参
照
。
問

題
は
、
司
馬
遼
太
郎
の
説
明
が
球
磨
川

流
域
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
か
に
あ
る

が
、
少
な
く
と
も
坂
本
村
に
は
当
て
は
ま

る
（『
坂
本
村
史
』
１
１
４
２
頁
以
下
）。

　

男
の
若
衆
組
だ
け
で
な
く
、
女
の
そ
れ

も
存
在
し
、「
よ
ば
い
」
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
そ

れ
に
触
れ
な
い
。

《
辞
書
的
説
明
》

　

国
語
辞
典
・
語
源
辞
典
の
説
明
は
右

頁
の
と
お
り
で
あ
る
。
違
和
感
を
覚
え
る

人
も
い
れ
ば
、
率
直
に
納
得
す
る
人
も
い

る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
な
に
よ
り
重
要
な

の
は
事
実
で
あ
る
。「
よ
ば
い
」
は
い
ま

風
習
と
し
て
残
っ
て
い
る
わ
け

で
な
く
、
そ
の
実
態
を
知
っ
て

い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

名
前
は
残
っ
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
を
知
ら
な
い
、そ
れ
が
「
よ

ば
い
」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
覗

き
見
趣
味
も
で
て
く
る
だ
ろ
う

が
、
そ
れ
は
悪
い
こ
と
で
は
な

い
。
知
ら
な
い
も
の
を
知
り
た

い
と
思
う
の
は
人
間
の
基
本
的

欲
求
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
具
体
的
に
地
区
名
を

あ
げ
て
そ
の
実
態
を
紹
介
す
る

こ
と
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
「
呼
ば
う
」
が
「
よ
ば
い
」

に
音
韻
変
化
し
た
こ
と
、
結
婚
制
度
の

変
化
に
と
も
な
い
「
ヨ
バ
イ
」
の
意
味

に
変
化
が
生
じ
た
こ
と
の
２
点
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
語
辞
典
は
ほ
ぼ
同
一

勝清の生家。『或る村の近代史』は事実を素材にしながらも、
封建社会の近代化の過程で発生した摩擦現象の本質を明確に
するた意図的に脚色している部分がある。現実の勝清の生家に
「光枝」がいて、「光枝」に対する「よばい」があったとはか
ぎらない。ただし、完全な創作であるかといえば、そうではない。

注《
若
衆
組
と
「
よ
ば
い
」》

　
「
よ
ば
い
」
を
考
え
る
と
き
、
若
衆
組

（
薩
摩
の
「
郷
中
」）
の
存
在
を
無
視
で

き
な
い
。
た
と
え
ば
司

馬
遼
太
郎
は
、
若
者
は

適
齢
に
な
る
と
若
衆
組

に
入
り
、
若
衆
頭
（
薩

摩
で
は
郷
中
頭
）
の
支

配
に
属
し
、
若
衆
組
の

な
か
で
、
お
と
な
に
な

る
た
め
の
教
育
の
す
べ
て

を
受
け
る
と
し
、
漁
村

な
ら
海
難
救
助
の
訓
練

受
け
た
り
、
山
村
な
ら

山
火
事
の
消
し
方
を
な

ら
っ
た
り
、
と
き
に
は
夜

這
い
の
方
法
を
な
ら
っ
た

り
、あ
る
い
は
「
よ
ば
い
」

に
「
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た
」。
さ
ら
に
、

若
衆
が
娘
の
も
と
へ
「
よ
ば
い
」
に
こ
な

か
っ
た
と
き
の
娘
の
親
の
気
持
ち
（「
そ
の

こ
と
を
苦
に
し
て
い
た
」）、
娘
が
妊
娠
し

た
と
き
の
対
応
（
複
数
の
男
と
交
際
し
、

子
の
父
が
誰
か
不
明
の
場
合
、
娘
は
父

親
が
だ
れ
で
あ
る
か
を
「
指
名
す
る
権

利
」
が
あ
っ
て
、
自
分
が
好
き
な
男
や
将

〈よばいについての国語辞典・語源辞典の説明〉

①『言海』
『言海』（1891 年）（明治 24 年）
　「男女互二呼ビ誘ヒ情ヲ通ズ」とする。そのうえで古事記、万葉集、
霊異記を引用し、「婚」と「私通」の二つの漢字を当て「夜這い」
の字を使用していない。前者は「結婚」の「婚」で、いわゆる「妻
問婚」を指している。後者は結婚を前提にしない性愛を指す。

②大辞林（第２版）（1995 年）（平成７年）
　「呼ばう」の連用形から男が求愛をし、女の許に通うこと。元来、
男が女の所に通う結婚形式が一般であったが、のち嫁入婚が支配的
になると次第に不道徳なものと考えられるようになったとし、「婚」と「夜
這い」の字を当てている。「婚」は「「妻問婚」、後者は『言海』の
いう「私通」を指す。婚姻形態の変化にともなう、前者から後者へ
移行を倫理的側面（私通は不道徳である）を含めて指摘している点に
特徴がある。

③広辞苑７版（2018 年）（平成 30 年）
　「呼ばう」の連用形から、求婚すること、言い寄ることとし、この場
合には、「婚」を当て、次に、夜、恋人のもとにへ忍び込んでいくこと、
女性の寝床へ忍び入ることと説明し、これには「夜這い」の字を当て
ている。

④新明解語源辞典（2011 年）（平成 23 年）
　夜、男が妻以外の女のもとへ情交を目的に忍んでいくことと説明し、
何度も呼ぶことを原義だとして「よばい」に「夜這い」の字を当てて
いる。婚姻形態が、男が求婚し、女の許に通う「通い婚」から、女
が嫁ぐ「嫁入り婚」に変化するのに伴って、次第に、「よばい」は不
道徳なものになっていったとする。「夜這い」は、夜に這う（はう）よ
うに忍んでいくという気持ちである、と同辞典は解説している。「行為」
でなく「気持ち」としていることに留意したい
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を
明
確
に
す
る
目
的
で
勝
清
は
事
実
を

意
図
的
に
脚
色
す
る
方
法
を
利
用
し
て
い

る
。
勝
清
の
生
家
に
「
太
一
」
や
「
光
枝
」

が
い
て
、「
光
枝
」
に
対
す
る
「
よ
ば
い
」

が
あ
っ
た
と
本
文
で
書
い
た
が
、
そ
れ
は

完
全
な
事
実
で
は
な
い
。「
勝
清
」
も
同

書
で
は
勝
清
で
な
く
、「
正
春
」
と
い
う

名
前
の
、
同
書
の
主
人
公
に
と
ど
ま
る
。

し
か
し
同
書
は
完
全
な
創
作
で
あ
る
か

と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
く
、
光
枝
の
例

は
確
実
に
存
在
し
た
。
そ
れ
故
、
勝
清

は
そ
れ
を
記
録
し
た
の
で
あ
る
。「
正
春
」

と
し
た
の
で
は
、
勝
清
の
意
図
を
表
現
で

き
な
い
の
で
、
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
誤

解
を
与
え
か
ね
な
い
こ
と
）
を
承
知
で
、

小
稿
は
「
正
春
」
を
「
勝
清
」
と
し
た
。

【
う
え
む
ら
・
ゆ
う
い
ち
／
編
集
主
幹
】

《
勝
清
と
正
春
》

　
『
或
る
村
の
近
代
史
』
は
事
実
を
素
材

に
し
な
が
ら
も
、
封
建
社
会
の
近
代
化

の
過
程
で
発
生
し
た
摩
擦
現
象
の
本
質

感
覚
を
都
会
の
も
の
で
、
そ
れ
と
は
ち
が

う
田
舎
の
感
性
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い

る
。
否
、
相
違
の
存
在
を
強
調
す
る
と

と
も
に
、
両
者
に
価
値
の
序
列
が
な
い
こ

と
を
指
摘
す
る
こ
と
に
勝
清
の
真
意
が
あ

る
。
現
在
の
通
念
か
ら
す
れ

ば
、
都
会
が
性
愛
に
寛
容
で
、

田
舎
は
非
寛
容
的
で
あ
る
よ

う
に
み
え
る
が
、
勝
清
は
そ

の
よ
う
に
は
み
て
い
な
い
。
こ

れ
も
注
意
し
た
い
と
こ
ろ
で
、

結
論
的
に
い
え
ば
、「
純
潔
論
」・

「
貞
操
論
」
は
都
市
部
の
支

配
層
・
知
識
階
層
で
生
ま
れ

で
て
、
そ
れ
が
周
辺
に
広
が
っ

て
い
っ
た
と
彼
は
み
て
い
る
。

勝
清
は
、
そ
れ
を
光
枝
の
例

で
説
明
し
よ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。

現在の晴山地区。川辺川右岸にあって山に向かって細長い集落であ
る。現在は静かな住宅地（田畑もある）で、晴山の若者たちがどこ
を活動の拠点にしていたのかは確認していない。

　

勝
清
は
、
若
者
た
ち
の
行
為
を
「
け

が
ら
わ
し
い
風
習
」
と
断
じ
た
。
若
者

も
悪
い
が
光
枝
も
悪
く
、
そ
う
い
う
風

習
が
存
在
し
て
い
る
自
体
が
悪
い
と
す
る

感
覚
で
あ
る
。「
女
の
純
潔
」・「
女
の
貞
操
」

の
過
剰
な
強
調
と
い
っ
て
も
い
い
。
現
在

で
も
、
こ
う
し
た
「
純
潔
」
意
識
は
残
っ

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
残
っ
て
い

な
い
だ
ろ
う
。
結
婚
前
の
性
愛
を
反
道

徳
的
と
み
る
考
え
る
人
は
い
ま
や
化
石
的

存
在
で
あ
ろ
う
。
人
間
の
長
い
歴
史
を
な

が
め
る
と
き
、「
純
潔
」
の
強
調
は
短
期

間
の
時
代
の
産
物
で
、
性
愛
の
自
由
を
許

容
す
る
時
期
が
圧
倒
的
に
長
い
。
も
ち

ろ
ん
身
分
制
度
の
も
と
で
は
、
上
位
身

分
の
者
と
下
位
身
分
の
者
で
は
性
感
覚
に

ち
が
い
が
あ
っ
た
。
婚
姻
も
同
一
身
分
の

間
で
お
こ
な
わ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

勝
清
も
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
、
自
己
の

枝
。
勝
清
の
奉
公
人
・
太
一
の
17
歳
の
娘

で
あ
る
。
光
枝
は
奉
公
先
の
勝
清
の
許
で

父
・
太
一
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
る
。
あ

る
夜
、
勝
清
は
、
何
者
か
が
家
に
忍
び

込
も
う
と
す
る
物
音
に
気
づ
き
半
身
を

起
こ
し
た
。
泥
棒
だ
と
思
い
、
寝
床
を
で

て
、
音
の
す
る
方
に
近
づ
い
た
。
二
、三

人
の
男
た
ち
が
光
枝
の
床
近
く
に
う
ず
く

ま
っ
て
い
っ
た
。「
泥
棒
！
」
と
勝
清
は
怒

鳴
っ
た
。
す
る
と
、そ
の
者
た
ち
は
驚
き
、

慌
て
て
、
急
い
で
逃
げ
た
。
翌
日
、
勝

清
は
光
枝
に
、
娘
は
亭
主
を
も
つ
ま
で
は

男
に
身
を
委
ね
て
は
な
ら
な
い
、
一
旦
男

に
身
を
ま
か
せ
る
と
処
女
の
操
が
失
わ
れ

る
、
心
も
汚
さ
れ
る
の
で
立
派
な
人
の
奥

さ
ん
に
な
れ
な
い
、と
話
し
た
。
光
枝
は
、

心
ま
で
汚
れ
る
と
い
わ
れ
て
驚
き
、
気
を

落
と
し
た
。
他
方
、
村
の
若
者
た
ち
は

主
人
（
勝
清
）
に
対
し
反
発
し
た
。

の
説
明
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
確
認
さ

れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。そ
れ
に
し
て
も

「
通
い
婚
」
時
代
と
「
嫁
入
り
婚
」
時

代
へ
の
変
化
は
あ
ま
り
に
も
遠
い
昔
に
属

し
、
ど
う
し
て
も
抽
象
的
理
解
に
な
ら

ざ
る
を
え
な
い
面
が
残
る
。
加
え
て
音
韻

的
連
続
性
も
な
い
と
す
る
見
解
も
な
い
わ

け
で
は
な
い
。「
よ
ば
い
」
の
当
て
字
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
婚
」
に
つ
い
て
は
、
鶴
上

寛
治
「
漢
和
字
典
は
面
白
い
⑪
」
本
誌

28
号
37
頁
参
照
。

　

付
言
す
る
と
、
男
が
棒
で
石
な
ど
を

た
た
き「
よ
ば
い
」す
る
風
習
も
あ
っ
た
。

こ
れ
を
「
よ
ば
い
棒
」
と
い
う
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
触
れ
る
。

光
枝
の
場
合

　

小
山
勝
清
『
あ
る
村
の
近
世
史
』
で

紹
介
さ
れ
て
い
る
例
。
女
の
名
前
は
光
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「
こ
の
地
蔵
さ
ん
に
は
我
が
子
の
代
わ

り
に
蛍
顔
童
女
と
い
う
名
を
付
け
た
、

架
空
の
自
分
の
子
供
の
お
墓
た
い
」
と
続

け
た
。

　
「
へ
え
～
す
ご
い
話
で
す
ね
え
」
と
田

山
さ
ん
。「
資
料
に
書
い
て
あ
っ
と
た
い
」

と
ネ
タ
ば
ら
し
。

　

資
料
に
は
「
千
匹
の
猪
を
獲
っ
た
太
郎

八
（
猟
師
名
）
が
そ

の
殺
生
戒
の
罪
を
悔

い
生
命
を
散
ら
し
た

猪
ど
も
の
た
め
に
蛍

顔
童
女
な
る
架
空
の

自
分
の
小
娘
の
墓
を

建
て
供
養
し
た
こ
と

は
容
易
に
想
像
さ
れ

る
の
で
あ
る
」
と
詳

し
く
書
か
れ
て
い
て
、

人
吉
球
磨
に
７
ヶ
所

に
小
さ
な
祠
が
あ
っ
た
。

　

ひ
ょ
い
と
覗
い
て
み
る
と
、
何
と
地
蔵

さ
ん
が
お
座
り
な
さ
っ
て
い
る
の
だ
。

　
「
イ
ノ
シ
シ
、
山
ん
神
、
そ
し
て
何
で

お
地
蔵
さ
ん
な
ん
で
す
か
ね
？
」
と
田
山

さ
ん
の
素
直
な
質
問
が
あ
っ
た
。

　

前
田
先
生
の
資
料
を
丸
覚
え
し
て
い
た

の
で
、
一
息
つ
い
て
話
し
始
め
る
。

　
「
イ
ノ
シ
シ
を
千
匹
も
仕
留
め
た
ら
、
ま

る
で
我
が
子
を
絞
め
殺
し
た
と
同
じ
深
い

深
い
罪
の
あ
っ
と
た
い
」
と
自
慢
げ
な
私
。

あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
た
。

　

錦
町
４
、
あ
さ
ぎ
り
２
、
人
吉
１
の

合
計
７
ヶ
所
で
あ
る
。

　

前
田
先
生
は
昭
和
52
～
53
年
頃
に
九

州
中
を
、「
イ
ノ
シ
シ
ん
塚
は
な
か
ろ
か

な
」
と
52
ヶ
所
を
発
見
し
て
訪
ね
、
貴

重
な
こ
の
資
料
を
作
ら
れ
た
。

祠の中の地蔵さん

前田一洋著「猪　鹿類獣魂供養塔」より

２
社
、
霧
島
に
１
社
と
イ
ノ
シ
シ
を
祀
る

神
社
が
あ
っ
た
。
人
吉
球
磨
に
も
イ
ノ
シ

シ
と
関
わ
る
も
の
が
な
い
か
「
イ
ノ
シ
シ

市
た
ぬ
き
町
」
に
お
住
ま
い
の
前
田
一
洋

先
生
に
会
い
に
田
野
町
へ
出
向
い
た
。

　
「
あ
る
あ
る
面
白
か
と
が
あ
っ
ば
い
」

と
、
先
生
が
書
斎
の
奥
か
ら
昭
和
52
～

53
年
頃
の
資
料
を
ひ
っ
ぱ
り
出
し
て
見
せ

て
頂
い
た
。

　

特
に
目
を
引
い
た
の
が
錦
町
の
一
武
は

志し

戸と

内う
っ
だ
ん谷
に
あ
る
「
太
郎
山
ん
神
」
と

い
う
祠ほ

こ
ら
の
記
録
で
あ
る
。

　

さ
っ
そ
く
翌
日
、
錦
町
の
田
山
勝
志
さ

ん
と
共
に
一
武
の
奥
に
車
で
向
か
っ
た
。

　
「
こ
こ
を
左
に
降
り
る
と
渋
谷
敦
先
生

宅
で
す
が
こ
の
ま
ま
真
っ
直
ぐ
で
す
」
と

田
山
さ
ん
が
助
手
席
で
道
案
内
を
し
て

下
さ
っ
た
。

　

山
の
奥
へ
向
か
う
細
い
道
を
進
む
と
左

社
を
調
べ
て
み
る
と
、
九
州
で
は
イ
ノ

シ
シ
が
和わ

け気
清き

よ

麻ま

ろ呂
を
助
け
た
と
さ

れ
る
古
事
か
ら
北
九
州
市
小
倉
区
に

　

平
成
最
後
の
年
は
「
亥
」
の
年
。

十じ
ゅ
う
に二
支し

で
も
最
後
の
亥
（
イ
、イ
ノ
シ
シ
）

の
年
で
あ
る
。
イ
ノ
シ
シ
に
ま
つ
わ
る
神

く
ま
が
わ
の
神
さ
ん
仏
さ
ん 

㉙

今
も
残
る
イ
ノ
シ
シ
千
匹
塚
宮原信晃

球磨郡錦町一武にある「太郎山ん神」の祠
に田山勝志さんと行く
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絵と文／坂本福治

その ㉝

　

小
学
三
年
の
時
に
平
壌
で
終
戦
を
迎
え
た
。
二
十
代

の
終
わ
り
ご
ろ
、
平
壌
時
代
の
話
が
で
き
る
相
手
が
欲
し

く
な
り
、
新
聞
に
名
前
を
出
し
た
。
全
国
か
ら
の
反
応
は

三
十
人
位
と
予
想
し
て
い
た
ら
、
何
と
半
年
で
一
二
〇
〇
人

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
当
時
私
は
、
東
京
の
湯
島
聖
堂
で
ア

ル
バ
イ
ト
の
身
分
だ
っ
た
。
た
ち
ま
ち
同
窓
会
を
作
る
こ
と

に
な
っ
た
。
会
員
の
一
二
〇
〇
人
は
、
親
戚
や
身
内
の
よ
う

に
、
惜
し
み
な
く
協
力
さ
れ
た
。
神
奈
川
大
学
教
授
の
平

原
直
さ
ん
は
、
度
々
私
の
所
に
来
ら
れ
、
会
報
の
作
り
方

や
校
正
の
仕
方
な
ど
を
こ
ま
ご
ま
と
指
導
し
て
下
さ
っ
た
。

　

何
号
か
の
会
報
一
二
〇
〇
部
が
玄
関
に
届
い
た
直
後
、

先
輩
の
細
田
氏
が
他
の
用
事
で
来
ら
れ
、
さ
っ
そ
く
自
分
の

原
稿
の
頁
を
開
い
て
目
を
通
し
、意
外
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
。

「
こ
れ
は
訂
正
し
て
も
ら
わ
な
い
と
困
る
」。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

の
現
在
を
紹
介
し
た
文
の
中
で
「
○
○
君
は
美
人
の
奥
方

を
も
ら
っ
て
う
ら
や
ま
し
い
」
の
文
中
、「
美
」
の
字
が
抜

け
て
い
た
の
だ
。
即
刻
、印
刷
所
か
ら
美
の
活
字
を
も
ら
い
、

一
二
〇
〇
分
に
押
し
た
。
こ
の
時
、
細
田
氏
が
来
な
か
っ
た

ら
、
発
送
し
て
大
問
題
に
な
っ
て
い
た
は
ず
だ
。

　
　
　

  【
さ
か
も
と
・
ふ
く
じ
／
画
家
、
人
吉
市
】

　
不
思
議
な
タ
イ
ミ
ン
グ

参
考
資
料
：
「
猪
︱
鹿
類
獣
魂
供
養
塔
」

前
田
一
洋
先
生

【
み
や
は
ら
・
の
ぶ
あ
き
／
Ｆ
Ｂ
お
地

蔵
さ
ん
調
査
隊
代
表
・
人
吉
お
お
く
ま

座
の
会
事
務
局
】

　

尚
、
人
吉
球
磨
に
は
も
っ
と
も
っ
と
イ

ノ
シ
シ
塚
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　

あ
な
た
の
家
の
と
な
り
に
も
あ
る
あ

る
。

　

こ
の
資
料
は
人
吉
、
錦
町
、
あ
さ
ぎ

り
町
の
教
育
委
員
会
に
手
渡
し
て
い
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
見
せ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
ま
せ
。

調査した52ヶ所の位置（同書より）

昭和 53 年当時の熊日新聞記事より
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わ
ー
ん
」
と
返
事
。

　

結
婚
式
の
華
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ

ス
が
始
ま
っ
た
。
薄
暗
く
な
っ

た
と
き
に
主
人
が
私
の
方
を
覗

き
込
ん
で
「
今
、
喰
え
、
早

く
喰
え
」
と
小
声
で

言
っ
た
。

　

私
は
最
初
か
ら

目
掛
け
て
い
た
、
と

て
も
美
味
し
そ
う
な

桃
の
生
菓
子
を
パ
ッ

と
口
に
入
れ
た
。

　
「
う
！　

何
だ
、

こ
れ
！　

塩
だ
！
」。

　

私
が
口
の
中
に
放

り
込
ん
だ
の
は
、
桃

の
形
を
し
た
お
塩

だ
っ
た
の
だ
。
周
り

の
誰
が
見
て
い
る
か
解
ら
な
い

の
で
こ
こ
で
吐
き
出
す
訳
に
も

い
か
ず
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
一

気
に
飲
み
込
ん
だ
。

　

慌
て
て
ウ
ー
ロ
ン
茶
を
何
杯

も
飲
ん
だ
飲
ん
だ
。

　

こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

友
達
と
選
挙
の
投
票
に
行

く
時
に
友
人
の
車
に
乗
せ
て
も

ら
っ
た
。
投
票
も
無
事
終
わ

り
、
今
来
た
車
の
場
所
や
車

の
特
徴
も
覚
え
て
な
く
て
、
慌

て
て
「
お
待
た
せ
～
ご
め
ん

ね
ェ
ー
」
と
車
の
助
手
席
に
乗

り
込
ん
だ
。
す
る
と
、

　

運
転
席
に
若
い
知
ら
な
い

男
の
人
が
い
て
「
ど
な
た
で
す

か
！
？
」

　

と
私
の
顔
を
覗
き
込
ん
で

　

主
人
か
ら
「
今
日
は
大
切

な
日
や
っ
で
踊
ん
な
ぞ
、
歌
う

な
ぞ
」
と
言
わ
れ
た
。「
踊
ら

ん
、
歌
わ
ん
」
と
返
事
す
る
と

「
今
日
は
人
の
前
で
パ
カ
パ
カ

喰
う
な
ぞ
」
と
も
言
わ
れ
、「
喰

言
っ
た
。

　
「
あ
っ
！
す
み
ま
せ
ん
、
間

違
い
ま
し
た
」
と
慌
て
て
直
ぐ

に
車
か
ら
降
り
た
。
す
る
と
友

人
の
橋
本
浩
美
ち
ゃ
ん
が
隣
の

車
の
中
で
一
部
始
終
を
見
な
が

ら
キ
ャ
ッ
キ
ャ
ッ
笑
っ
て
い
た
。

　

失
敗
も
こ
う
し
て
書
く
材
料

に
な
っ
て
い
る
か
ら
楽
し
い
も

の
だ
。
今
年
も
ど
ん
な
失
敗

が
あ
る
の
か
、
家
族
も
ド
キ
ド

キ
、
私
も
ワ
ク
ワ
ク
で
ス
タ
ー

ト
だ
。

　

年
賀
状
を
出
さ
な
い
年
で
す

が
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

【
う
え
す
ぎ
・
よ
し
の
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

観
光
バ
ス
ガ
ー
ル
、
あ
さ
ぎ
り
町
上
】

スタジオでの記念撮影（2018年9月25日、テレビ熊本にて）

ろ
う
と
思
っ
て
今
年
は
笑
い
で

ス
タ
ー
ト
す
る
事
に
し
た
。

　

あ
れ
は
何
年
前
だ
っ
た
だ
ろ

う
。
私
が
ま
だ
社
協
に
勤
め

て
い
た
頃
、「
電
話
で
す
よ
ー
」

と
呼
ば
れ
大
広
間
か
ら
事
務

所
ま
で
走
っ
た
。
途
中
で
足
が

歩
け
な
く
な
る
程
に
痛
く
な
っ

て
外
科
病
院
へ
行
っ
た
。

　

お
医
者
さ
ん
が
「
何
で
早
く

来
ん
じ
ゃ
っ
た
ね
」
と

怒
っ
た
よ
う
に
「
早
く

シ
ッ
プ
し
て
」
と
看
護

師
さ
ん
に
言
わ
れ
た
。

す
る
と
そ
の
看
護
師
さ

ん
が
「
先
生
、
こ
の
方

は
い
つ
も
そ
う
な
ん
で

す
よ
」
と
答
え
て
言
っ

た
。

　

主
人
の
父
が
昨
年
他
界
し

た
の
で
、
今
年
は
年
賀
状
を
書

け
な
い
寂
し
い
お
正
月
だ
。

　

毎
年
の
暮
れ
に
は
主
人
の
父

も
餅
丸
め
を
手
伝
っ
て
く
れ
て

い
た
の
に
。
人
の
良
さ
と
い
う

の
は
い
な
く
な
っ
て
解
る
も
の

だ
と
つ
く
づ
く
思
う
。
亡
く

な
っ
た
父
も
私
達
が
じ
め
じ
め

す
る
よ
り
明
る
い
方
が
喜
ぶ
だ

上杉芳野の「あがっ段」㉛

今年も笑いでスタート

　
「
も
う
片
方
の
足
を
出
し
て
」

と
先
生
が
言
う
の
で
痛
く
な
い

方
の
足
を
出
し
た
ら
、
そ
の
足

を
見
比
べ
な
が
ら
「
こ
れ
は
腫

れ
で
は
な
い
様
で
す
ね
。
シ
ッ

プ
は
帰
っ
て
か
ら
し
な
さ
い
」

と
言
わ
れ
た
。
私
の
足
の
太
さ

を
腫
れ
だ
と
勘
違
い
さ
れ
た
様

だ
っ
た
。

　

今
ま
で
に
こ
ん
な
大
き
な
足

を
見
た
事
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。あ
の
先
生
も
今
度
の
件
で
、

肉
離
れ
し
た
人
の
足
を
診
る
時

は
両
方
の
足
を
見
比
べ
る
に
違

い
な
い
と
思
っ
た
。

　

こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
私

達
が
仲
人
を
し
た
の
が
13
組

で
、
仲
人
夫
人
と
い
う
の
は
本

当
に
辛
い
立
場
で
あ
っ
た
。

昨年テレビ出演した時の記念品
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曲
線
を
囲
む
壁
に
包
ま
れ
て
、
日
光
浴

を
し
な
が
ら
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。

　

こ
れ
は
近
代
建
築
家
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ

エ
（
一
八
八
七
～
一
九
六
五
）
が
設
計
し

た
建
築
史
上
の
金
字
塔
で
あ
る
。
彼
は
、

建
築
の
テ
ー
マ
は
宮
殿
や
装
飾
で
は
な
く
、

「
住
む
」
と
い
う
こ
と
だ
と
訴
え
、「
建
築
」

に
革
命
を
も
た
ら
し
た
、
ま
さ
に
建
築

界
の
巨
人
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
サ
ヴ
ォ
ア
邸
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
作

品
が
八
代
に
あ
る
。
現
在
の
世
界
の
建
築

界
を
リ
ー
ド
す
る
建
築
家
、
伊
東
豊
雄

氏
（
現
在
、
く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
）
が
設
計
を
手
が
け
た
八

代
広
域
消
防
本
部
庁
舎
（
一
九
九
五
年

建
設
、
写
真
①
）
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
の

消
防
本
部
と
八
代
消
防
署
の
複
合
施
設

建
築
み
て
あ
る
記 

㉙

八
代
広
域
消
防
本
部
庁
舎
を
あ
る
く

　 

森
山
　
学

　

フ
ラ
ン
ス
、
パ
リ
の
郊
外
ポ
ワ
ッ
シ
ー

と
い
う
町
に
、「
サ
ヴ
ォ
ア
邸
」（
一
九
三
一

年
建
設
）
と
い
う
名
の
著
名
な
住
宅
が

あ
る
。
広
い
芝
生
の
広
が
り
の
真
ん
中
に
、

柱
列
に
持
ち
上
げ
ら
れ
た
白
い
箱
が
浮

か
ぶ
、
美
し
い
た
た
ず
ま
い
の
住
宅
で
あ

る
。

　

柱
列
が
つ
く
る
建
物
の
下
の
空
間
、
つ

ま
り
ピ
ロ
テ
ィ
に
は
自
動
車
が
滑
り
こ
ん

で
来
る
。
箱
に
横
一
列
に
開
け
ら
れ
た
水

平
連
続
窓
は
、
部
屋
の
隅
々
に
ま
で
日

光
を
も
た
ら
す
こ
と
で
結
核
を
治
療
す

る
採
光
装
置
で
あ
る
。
緩
や
か
な
ス
ロ
ー

プ
で
屋
上
へ
と
そ
ぞ
ろ
歩
け
ば
、
優
雅
な

写真① 写真左手に臨港線。水平連続窓と高い柱列のピロティ

　

字
義
と
し
て
漢
和
字
典

に
は
、《
①
ず
る
い
②
す
ば

や
い
③
う
た
が
う
④
そ
ね

む
⑤
乱
れ
る
⑥
そ
こ
な
う

⑦
顔
は
美
し
い
が
誠
実
さ

の
な
い
こ
と
》
と
、
人
間
の
持
っ
て
い
る
性
質
・

行
動
が
ず
ら
り
な
ら
ん
で
い
る
。
古
代
の
中
国

人
、自
覚
し
て
い
た
の
だ
な
。
だ
か
ら
【
犭
部
】

に
し
て
し
ま
っ
て
︱
︱
わ
か
っ
て
い
て
、
あ
ま
り

に
も
恥
ず
か
し
い
か
ら
そ
う
し
た
と
し
か
思
え

な
い
。
字
典
に
〈
犬
の
よ
う
な
交
わ
り
〉
と
ま

で
書
く
。
何
た
る
言
い
草
、
あ
の
忠
実
無
比
な

犬
に
対
し
て
あ
ま
り
に
も
失
礼
な
。
ち
な
み
に

「
佼
」
と
い
う
字
を
み
て
み
る
と
《
①
み
め
よ

い
②
ま
じ
わ
る
③
悪
が
し
こ
い
》と
あ
っ
た
。「
佼

子
」
と
い
う
名
を
親
か
ら
も
ら
っ
て
お
ら
れ
る

方
が
お
ら
れ
た
。「
何
と
お
読
み
す
る
の
で
す

か
？
」
と
ま
で
は
聞
け
て
も
「
ど
う
い
う
意
味

で
す
か
」
と
は
聞
け
な
か
っ
た
。
知
ら
な
け
れ

ば
平
気
で
お
尋
ね
で
き
た
の
だ
が
。

　

無
駄
・
下
駄
・
足
駄
・
雪
駄
・
駄
作
・
駄
目

︱
︱
こ
の
字
が
付
く
熟
語
に
は
ど
う
も
情
け
な
い

も
の
が
多
い
。「
駄
」は〈
馬
＋
太
〉で
、「
太
」は「
担
」

に
通
じ
、〈
馬
に
に
な
わ
せ
る
〉が
本
来
の
意（
駄
賃
・

荷
駄
）。
人
間
を
載
せ
て
運
ぶ
︱
︱
そ
こ
か
ら
下

駄
・
足
駄
・
雪
駄
。
乗
用
馬
に
対
し
て
荷
物
運
び
の
駄
馬
は
下
等
だ
、

と
無
駄
・
駄
目
が
生
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
囲
碁
や
演
劇
・
ス
ポ
ー

ツ
の
ダ
メ
・
ダ
メ
出
し
・
ダ
メ
押
し
︱
︱
こ
れ
ら
は
前
向
き
の
こ
と
ば

だ
と
考
え
た
い
。
英
語
の
ダ
メ
ー
ジ（dam

age

）と
は
、偶
然
の
一
致
。

　

石
を
投
げ
つ
け
、
そ
れ
が
当
た
れ
ば
、
当
た
っ

た
と
こ
ろ
の
皮
（
皮
膚
）
は
破
れ
る
。
反
対
に
、

手
で
石
を
殴
れ
ば
、
殴
っ
た
手
の
皮
が
破
れ
る
。

そ
の
関
係
を
見
事
に
示
し
て
い
る
漢
字
で
ご
立

派
！　

そ
ん
な
こ
と
は
漢
和
字
典
に
は
書
か
れ
て

は
い
な
い
。〈
く
だ
け
る
波
の
よ
う
に
石
が
く
だ
け
る
〉
と
書
い
て
あ

る
。
楽
曲
で
次
第
に
調
子
が
細
か
く
変
化
が
多
く
な
っ
て
い
く
も
の
を

「
破
」
と
い
う
（
序
破
急
）。
石
破
さ
ん
、
は
何
も
か
も
石
で
破
る

人
な
の
だ
ろ
う
か
？　

次
第
に
調
子
が
激
し
く
変
化
し
て
い
く
人
な

の
だ
ろ
う
か
？

　
【
つ
る
か
み
・
か
ん
じ
／
人
吉
市
】

漢和字典は面白い 17

狡

駄破

鶴上寛治

漢字遊び　時には気分転換！
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写真⑤ ピロティから訓練フィールドを見る

写真⑥ 主訓練塔

　

そ
し
て
こ
の
高
さ
の
お
か
げ
で
、
ピ
ロ

テ
ィ
か
ら
は
、
建
物
で
囲
ま
れ
た
中
庭
ま

で
を
容
易
に
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
（
写

真
③
④
⑤
）。
実
は
、
こ
の
オ
ー
プ
ン
な

風
景
こ
そ
伊
東
豊
雄
氏
が
、
こ
の
建
物
で

目
指
し
た
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

を
ま
っ
し
ぐ
ら
に
走
る
自
動
車
の
ス
ピ
ー

ド
が
か
た
ち
に
な
っ
た
も
の
だ
。
窓
か
ら

は
、
行
き
交
う
自
動
車
を
超
パ
ノ
ラ
マ
で

眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
柱
列
は
あ
ま
り
に
も
高

く
、
本
家
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
随
分
と

崩
し
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
こ

れ
に
は
理
由
が
あ
っ
て
、
大
き
な
消
防
車

両
を
ピ
ロ
テ
ィ
に
駐
車
す
る
た
め
に
導
き

出
さ
れ
た
高
さ
な
の
で
あ
る（
写
真
②
）。

近
代
建
築
の
金
字
塔
と
消
防
署
と
の
幸

福
な
結
婚
と
で
も
言
え
よ
う
か
。

　

そ
こ
に
建
つ
の
は
、
高
い
柱
列
に
支
え

ら
れ
た
広
い
箱
。
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
の
外
壁

に
は
水
平
連
続
窓
が
横
一
列
に
並
ぶ
。
ま

さ
に
規
模
が
拡
大
さ
れ
、
再
解
釈
さ
れ

た
サ
ヴ
ォ
ア
邸
で
あ
る
。

　

水
平
な
帯
の
よ
う
な
窓
は
、
臨
港
線

　

立
地
は
八
代
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
八

代
外
港
を
結
ぶ
「
臨
港
線
」
と
い
う
幹

線
道
路
沿
い
に
あ
り
、
緊
急
時
の
出
動

に
も
有
利
で
あ
る
。
八
代
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
は
車
で
約
一
〇
分
の
位
置
に
あ

る
。

写真② ピロティに駐車された消防車両

写真③ 横道から見たピロティ

写真④ ピロティ

で
あ
り
、
伊
東
氏
が
八
代
市
立
博
物
館

未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
続
き
手
が
け

た
、
八
代
で
第
二
の
建
築
作
品
で
あ
る
。

建
設
さ
れ
た
そ
の
年
に
、「
第
一
回
く
ま

も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
推
進
賞
」
を
受
賞

し
て
い
る
。
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外
階
段
は
建
物
を
く
り
抜
い
た
楕
円
形

の
穴
の
な
か
に
伸
び
て
い
く
（
写
真
⑧
）。

穴
の
壁
の
う
ち
一
面
だ
け
が
赤
く
塗
ら

れ
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
赤
色
は
光
を
反
射
し
て
、
階

段
の
周
り
の
空
気
を
赤
く
染
め
る
。

　

階
段
を
上
り
き
る
と
、
そ
の
右

手
が
八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
の

オ
フ
ィ
ス
で
、
左
手
が
八
代
消
防
署

で
あ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
沿
い
の
楕
円

形
状
に
沿
っ
て
、
二
つ
の
エ
リ
ア
を

結
ぶ
廊
下
が
あ
る
（
写
真
⑨
）。
こ

の
楕
円
形
の
壁
の
窓
は
水
平
連
続

窓
で
は
な
く
、
床
か
ら
天
井
ま
で

い
っ
ぱ
い
の
窓
と
な
っ
て
い
る
。
廊

下
に
沿
っ
て
歩
く
と
、
遮
る
も
の
な

く
、
思
い
っ
き
り
訓
練
フ
ィ
ー
ル
ド

の
全
体
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
側

写真⑨ 内部廊下

に
は
、
楕
円
形
の
水
色
の
穴
が
垂
直
方

向
に
開
け
ら
れ
て
い
る
（
写
真
③
右
半

分
）。
八
代
消
防
署
側
に
は
長
方
形
の
緑

色
の
穴
が
垂
直
方
向
に
開
け
ら
れ
て
い
る

（
写
真
①
左
半
分
）。
各
々
の
オ
フ
ィ
ス

に
光
を
取
り
入
れ
る
た
め
で
あ
る
が
、
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
階
段
と
同
様
、
四

角
い
モ
ノ
ト
ー
ン
の
建
物
に
ア
ク
セ
ン
ト

を
な
す
。

　

ち
な
み
に
庁
舎
は
見
学
者
を
受
け
入

れ
て
お
り
、
本
校
、
熊
本
高
専
の
建
築

社
会
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
の
授
業
で
も
、
時

折
見
学
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。
み
な
さ

ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
訓
練
風
景
の
見
学
が
て

ら
、
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
も
り
や
ま
・
ま
な
ぶ
／
高
専
教
員
、
一

級
建
築
士
、
八
代
市
】

真
⑦
）。

　

そ
れ
で
は
外
階
段
を
上
っ
て
二
階
の
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
へ
行
っ
て
み
よ
う
。

ル
に
な
っ
て
い
る
。

　

伊
東
氏
は
、
八
代
市
立
博
物
館
未
来

の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
設
計
す
る
に
あ
た

り
、
展
示
室
の
室
内
環
境
を
維
持
す
る

た
め
に
閉
鎖
的
に
な
り
が
ち
な
博
物
館
と

い
う
公
共
施
設
を
、
い
か
に
オ
ー
プ
ン
に

　

中
庭
は
単
な
る
庭
で
は
な
く
、
訓
練

フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
。
芝
生
の
フ
ィ
ー
ル

ド
に
は
主
訓
練
塔
（
写
真
⑥
）、
副
訓
練

塔
、
補
助
塔
が
並
び
建
ち
、
そ
の
足
元

に
は
見
学
用
の
階
段
席
が
あ
る
。
こ
の
階

段
席
を
上
れ
ば
、
そ
の
上
が
訓
練
用
プ
ー

す
る
か
を
考
え
た
。
そ
の
結
果
が
、
丘
の

上
に
建
つ
ガ
ラ
ス
の
箱
と
い
う
デ
ザ
イ
ン

で
あ
っ
た
。
今
回
は
そ
の
考
え
を
さ
ら
に

押
し
進
め
よ
う
と
し
た
。
こ
こ
で
開
か
れ

る
の
は
消
防
士
の
訓
練
で
あ
る
。ピ
ロ
テ
ィ

越
し
に
訓
練
の
風
景
を
眺
め
る
こ
と
が
で

き
る
し
、
ま
た
訓
練
フ
ィ
ー
ル
ド
自
体
は

「
公
園
」
と
し
て
開
放
さ
れ
、
市
民
は
い

つ
で
も
閉
鎖
的
で
あ
っ
た
は
ず
の
公
共
施

設
に
入
り
こ
み
、
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
こ
で
は
き
っ
と
、
親
近
感
と
信
頼

感
、
そ
し
て
憧
れ
が
生
ま
れ
る
。

　

訓
練
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
と
足
を
進
め
、

フ
ィ
ー
ル
ド
の
内
側
か
ら
建
物
を
眺
め
れ

ば
、
四
角
い
は
ず
の
建
物
の
か
た
ち
が
大

き
な
カ
ー
ブ
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
つ
ま
り
四
角
か
ら
楕
円
を
切
り
抜
い

た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
は

こ
の
カ
ー
ブ
に
抱
き
込
ま
れ
て
い
る
（
写

写真⑦ 訓練フィールドを囲むカーブする壁

写真⑧ エントランスホールへ続く階段
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の
人
な
の
だ
。し
か
も
、巨
乳
な
ん
で
あ
る
。

　

お
店
に
着
い
て
、
い
そ
い
そ
と
い
っ
ち
ゃ

ん
が
ど
ん
ど
ん
の
ね
え
ち
ゃ
ん
に
ザ
ボ
ン
を

２
個
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
さ
す
が
に
ギ
ャ
ル
に

モ
テ
る
技
を
も
っ
て
い
る
。

　

お
店
は
大
入
り
満
員
で
、
一
通
り
お
客

さ
ん
達
の
料
理
を
出
し
終
わ
っ
て
か
ら
、
ど

ん
ど
ん
の
ね
え
ち
ゃ
ん
は
自
分
の
巨
乳
の
上

に
ザ
ボ
ン
を
乗
せ
て
「
は
い
ポ
ー
ズ
」
と
登

場
な
の
だ
。

　

そ
れ
か
ら
で
あ
る
。
ザ
ボ
ン
を
１
個
、

自
分
の
お
な
か
に
入
れ
て
「
ほ
ら
～
～
！
」

と
妊
娠
中
の
臨
月
ス
タ
イ
ル
で
又
し
て
も
登

場
し
た
の
だ
っ
た
。

　
「
俺
の
子
ば
い
！
」
と
つ
い
、
い
っ
ち
ゃ
ん

に
先
ん
じ
て
叫
ん
だ
私
。「
う
ん
に
ゃ
、
お

れ
ん
子
や
が
～
！
」
と
宮
崎
飛
翔
会
の
吉

田
さ
ん
の
大
き
な
声
が
続
い
た
。

　

芋
焼
酎
の
周
り
に
色
ん
な
料
理
が
並
ん

港の女にうつつをぬかし、魚が釣
れずに干物が土産となった

で
華
や
か
に
な
っ
て
き
た
。

　
「
最
後
は
う
ど
ん
下
さ
い
」
と
宴
会
の
〆

の
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
て
、
今
夜
の
釣
り
の

前
夜
祭
は
終
わ
っ
た
。

　

タ
ク
シ
ー
に
み
ん
な
で
乗
り
込
ん
で
港
へ

着
く
。
エ
ン
ジ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
の
車
に
掛
け

て
、
さ
あ
、
寝
ら
ん
ば
ん
。

　

３
時
間
ほ
ど
仮
眠
し
て
、
さ
あ
、
釣
り

の
準
備
だ
。
竿
・
道
具
を
釣
り
の
瀬
渡
し

船
へ
運
ん
で
船
室
で
寝
る
。
た
く
さ
ん
の
釣

り
人
の
中
で
耳
栓
、
マ
ス
ク
を
し
て
ゴ
ロ
リ

と
な
る
。
船
の
大
き
な
振
動
が
背
中
を
押

し
上
げ
る
。

　
「
大
時
化
」
だ
、「
や
ば
い
ぞ
」。

　

グ
ー
ン
と
登
っ
て
、
ド
ン
！
と
落
ち
る
。

気
持
ち
悪
く
な
っ
て
き
た
。
ど
ん
ど
ん
の
ね

え
ち
ゃ
ん
、
助
け
て
～
～
。

【
み
や
は
ら
・
せ
っ
か
ん
／
熊

本
飛
翔
会
会
長
、
人
吉
市
】

お
ら
ん
ど
か
し
ら
ん
」
が
口
癖
で
、
数
軒

の
居
酒
屋
に
顔
を
出
し
て
、「
彼
女
の
選
出
」

を
す
る
の
で
あ
る
。

　

見
つ
け
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
い
ち
き
串

木
野
市
に
あ
る
「
和
彩
館
ど
ん
ど
ん
」
と

い
う
居
酒
屋
で
あ
る
。
女
店
長
が
調
理
場

で
美
味
し
い
料
理
を
魔
術
師
の
よ
う
に
手

早
く
作
る
。
30
名
は
入
る
店
内
の
料
理
は

彼
女
の
独
り
舞
台
。

　

料
理
を
運
ぶ
店
員
は
若
い
男
だ
っ
た
り

19
歳
の
ギ
ャ
ル
だ
っ
た
り
す
る
が
、
私
た
ち

の
本
命
は
「
ど
ん
ど
ん
の
ね
え
ち
ゃ
ん
」
そ

普通に釣れば、これだけ釣
れるのに、港の女には弱い
ボク

「俺の子だ ！」とライバル達
と競い合って手を上げる。
俺の子ばい ！

県
は
枕
崎
港
に
「
味
の
ピ
カ
一
」
と
い
う
店

が
深
夜
に
開
い
て
い
て
、
瀬
渡
し
船
に
乗
る

前
に
は
こ
の
店
で
芋
焼
酎
と
名
物
ラ
ー
メ
ン

を
す
す
る
の
だ
。

　

そ
こ
の
店
主
は
私
よ
り
20
歳
は
歳
上
で
、

彼
女
と
呼
ぶ
よ
り
「
母
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ん

で
釣
り
の
楽
し
み
も
だ
が
、
母
ち
ゃ
ん
の
店

で
ワ
イ
ワ
イ
や
っ
て
い
る
時
の
風
景
が
脳
裏

か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

一
昨
年
、
久
し
ぶ
り
に
枕
崎
へ
足
を
伸
ば

し
て
お
店
に
顔
を
出
す
と
、
い
つ
の
間
に
か

あ
れ
か
ら
20
歳
は
歳
上
の
お
姿
に
な
っ
て
お

ら
れ
た
。
し
か
し
、「
赤
竿
さ
ん
、
髪
の
毛

が
無
く
な
っ
て
き
た
ね
え
」
と
言
う
母
ち
ゃ

ん
に
反
撃
は
出
来
な
か
っ
た
。

　
「
い
つ
も
の
ラ
ー
メ
ン
と
焼
酎
」
と
い
う

セ
リ
フ
は
歌
碑
を
建
て
て
残
し
と
き
た
い
程

に
昔
と
変
わ
ら
な
い
会
話
で
あ
っ
た
。

　

私
達
の
釣
り
ク
ラ
ブ
飛
翔
会
の
メ
ン
バ
ー

は
、
真
冬
は
寒
ク
ロ
釣
り
に
甑
島
へ
行
く
。

船
に
乗
る
前
は
「
ど
こ
か
に
良
か
お
な
ご
の

　

大
き
な
声
で
は
言
え
な
い
こ
と
だ
が
、
釣

り
に
行
く
場
所
に
私
に
は
彼
女
が
い
る
。

　

例
え
ば
も
う
10
年
以
上
前
に
は
鹿
児
島

新
・
日
曜
釣
り
師
心
得 

⑪

港
、港
に
女
あ
り
　
　
　
　 

宮
原 

赤
竿

新年早々、港の女を目当てに集まったライバル達。
釣りより大事なこと!?
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そ
う
い
う
こ
と
で
、
お
じ
ち
ゃ
ん
は
、
旧
友
の
い
る
旧
八
代
市

内
に
行
き
、
そ
こ
で
夕
食
を
食
べ
、
そ
の
あ
と
帰
宅
す
る
生
活
を

つ
づ
け
て
い
る
。
大
門
か
ら
本
田
商
店
ま
で
歩
き
、
そ
こ
で
お
弁

当
を
買
い
、
坂
本
駅
で
そ
れ
を
食
べ
、
旧
八
代
市
内
に
行
き
夕
食

を
い
た
だ
く
、
そ
の
く
り
か
え
し
。
以
前
は
、
旧
友
た
ち
と
焼
酎

を
楽
し
ん
で
い
た
が
、
身
体
を
壊
し
た
あ
と
、
焼
酎
は
や
め
た
。

焼
酎
を
飲
む
旧
友
を
み
て
羨
ま
し
い
と
思
え
る
と
き
も
あ
っ
た
が
、

い
ま
は
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
。

　

お
じ
ち
ゃ
ん
は
左
官

で
あ
っ
た
。
器
用
で
技

量
が
あ
る
と
評
判
で
あ
っ

た
。
弟
子
を
と
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
親
方
衆
か

ら
仕
事
の
依
頼
が
あ
る

と
き
に
仕
事
場
に
行
き

独
り
で
仕
事
を
し
た
。

気
楽
と
い
え
ば
気
楽
な

生
活
で
あ
っ
た
。
い
ま
は

国
民
年
金
と
相
続
し
た

おじちゃんは、いつも、坂本駅構内のこの机でお弁当
を食べている

財
産
を
取
り
崩
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
。
自
宅
は
築
１
０
０
年

を
超
え
る
古
屋
だ
が
、
あ
と
を
継
ぐ
者
が
い
な
い
の
で
改
修
す
る

つ
も
り
は
な
い
。「
カ
ネ
を
残
し
て
も
意
味
が
な
か
」
と
く
り
か

え
し
言
う
。
し
か
し
、
と
き
に
は
「
甥
と
姪
に
少
し
は
財
産
ば
残

さ
ん
ば
な
ら
ん
」
と
も
ら
さ
れ
る
。
荒
瀬
ダ
ム
の
撤
去
工
事
終
了

近
く
に
な
っ
て
お
じ
ち
ゃ
ん
の
自
宅
付
近
の
護
岸
工
事
が
急
速
に

す
す
ん
だ
。
お
じ
ち
ゃ
ん
は
、「
ダ
ム
が
で
き
た
け
ん
、
水
に
つ
か

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ダ
ム
が
な
く
な
っ
た
ら
工
事
は
要
ら
ん
」
と

言
う
。

　

そ
う
い
え
ば
、
お
じ
ち
ゃ
ん
は
鮎
釣
り
が
本
当
に
上
手
だ
っ

た
。
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
鮎
を
毎
年
釣
っ
て
い
た
。
お
じ
ち
ゃ

ん
は
も
う
鮎
を
釣
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
ぶ
ん
、
釣
ら
な
い

だ
ろ
う
。

　

年
末
年
始
に
な
る
と
寂
し
く
な
る
人
が
い
る
。
お
じ
ち
ゃ
ん
は

ど
う
だ
っ
た
ろ
う
。

【
う
え
む
ら
・
ゆ
う
い
ち
／
編
集
主
幹
】

　

※
大
門
地
域
に
つ
い
て
は
、
本
誌
29
号
８
頁
以
下
を
参
照

汽
車
は
来
ん
で
す
ば
い
」
と
僕
は
苦
笑
い
し
な
が
ら
伝
え
た
。
お

じ
ち
ゃ
ん
は
「
知
っ
と
る
」
と
ニ
ヤ
リ
と
な
さ
っ
た
。「
そ
ん
な
ら
、

自
宅
で
お
昼
を
食
え
ば
よ
か
つ
じ
ゃ
な
か
で
す
か
」
と
言
っ
た
。

お
じ
ち
ゃ
ん
は
、「
独
り
で
い
る
と
、
死
に
た
く
な
る
ほ
ど
、
さ
び

し
く
な
る
。
だ
け
ん
、
外
に
で
て
、
弁
当
を
食
べ
て
い
る
」
と
説

明
し
た
。

　

お
じ
ち
ゃ
ん
は
一
度
も
結
婚
し
た
こ
と
が
な
い
。
そ
の
機
会
が

ま
っ
た
く
な
か
っ
た
か
は
知
ら
な
い
。
し
か
し
結
果
と
し
て
、
独

り
身
で
あ
る
。
兄
弟
姉
妹
は
多
か
っ
た
が
、
戦
争
で
、
３
人
の
兄

さ
ん
た
ち
を
失
っ
た
。
姉
さ
ん
た
ち
は
嫁
い
だ
あ
と
、
し
だ
い
し

だ
い
に
疎
遠
に
な
っ
て
い
っ
た
。
独
り
身
の
生
活
に
な
っ
て
か
ら
30

年
以
上
は
経
つ
。

　

10
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
。
い
つ
か
ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
し
な
く
な
っ
た
の
か
は
知
ら
な

い
。
近
所
に
ヒ
ト
が
居
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
け
れ
ど
、
近
所
づ

き
あ
い
は
苦
手
な
よ
う
で
、
少
な
く
と
も
孤
独
を
意
識
し
な
い
で

す
む
ほ
ど
に
は
親
密
で
は
な
い
よ
う
だ
。
朝
起
き
た
ら
、
直
ぐ
に

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
が
直
ぐ
に
飽
き
る
ら
し
い
。
テ
レ
ビ

は
一
方
的
に
流
れ
、
お
じ
ち
ゃ
ん
と
会
話
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

坂
本
駅
で
、
お
弁
当
を
食
べ
て
い
る
、
お
じ
ち
ゃ
ん
に
会
っ
た
。

列
車
の
待
ち
時
間
を
利
用
し
て
食
事
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と

思
っ
た
。
肥
薩
線
の
普
通
列
車
の
運
行
回
数
は
ひ
ど
く
少
な
く
、

お
じ
ち
ゃ
ん
は
待
ち
時
間
を
利
用
し
て
い
る
は
ず
が
な
い
。
人
吉

行
き
の
普
通
列
車
は
午
前
７
時
13
分
の
あ
と
は
13
時
03
分
発
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
で
、
八
代
行
き
も
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

利
用
し
に
く
い
こ
と
こ
の
う
え
な
い
が
、
僕
に
は
何
も
で
き
な
い
。

不
便
な
の
で
乗
客
は
少
な
く
、
乗
客
が
少
な
い
の
で
運
行
便
数
が

い
っ
そ
う
少
な
く
な
る
と
い
う
悪
循
環
が
成
立
し
、
そ
の
循
環
の

渦
の
中
で
、
僕
は
も
が
く
ば
か
り
だ
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
、
坂
本
駅
で
お
弁
当
か
。
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
、
お
じ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
は
知
っ
て
い
る
の
で
、
不
躾
だ
け
ど

も
、
疑
問
を
そ
の
ま
ま
に
伝
え
た
。
お
じ
ち
ゃ
ん
は
、「
汽
車
を

待
っ
て
い
る
」
と
想
定
外
の
返
事
を
し
た
。「
だ
い
ぶ
待
た
ん
ば
、

大
門
の
お
じ
ち
ゃ
ん

　 

上
村
雄
一
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は
じ
め
に

　

冒
頭
か
ら
恐
縮
で
あ
る
が
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
経
済
事
情
を
知
ら
な

い
た
め
、
こ
の
作
品
で
い
う
「
ク
ー
ポ
ン
」
の
内
容
を
理
解
・
実
感

で
き
て
い
な
い
。
文
脈
か
ら
推
測
す
る
と
、
紙
幣
ほ
ど
の
信
用
力
は

な
い
が
支
払
い
手
段
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
小
切
手
類
の
よ
う
で

あ
る
が
、
自
信
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ち
な
み
に
北
御
門
も
「
ク
ー

ポ
ン
」
の
翻
訳
に
迷
っ
た
よ
う
で
、
当
初
は
「
利
札
」
の
訳
を
あ
て

て
い
た
が
、
結
局
、
翻
訳
せ
ず
「
ク
ー
ポ
ン
」
に
し
て
い
る
。

　

物
語
は
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
（
中
学
校
）
の
学
生
が
そ
れ
を
偽
造
し
、

そ
れ
（
贋
造
ク
ー
ポ
ン
）
を
支
払
い
手
段
と
し
て
悪
用
し
た
こ
と
か

ら
は
じ
ま
る
。
ク
ー
ポ
ン
の
偽
造
は
犯
罪
で
、
偽
造
し
た
ク
ー
ポ
ン

を
使
用
す
る
こ
と
も
犯
罪
だ
が
、
２
人
の
少
年
に
は
「
犯
罪
」
の
意

識
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
結
果
は
大
き

か
っ
た
。
些
細
な
少
年
の
犯
罪
か
ら
は
じ
ま
る
一
種
の
因
果
の
連
鎖

を
描
き
な
が
ら
、
ト
ル
ス
ト
イ
は
当
時
の
民
衆
の
状
況
・
心
理
を
本

書
で
描
い
た
。
粗
筋
の
略
述
は
物
語
の
読
解
を
妨
げ
る
が
、ス
ト
リ
ー

ト
テ
ラ
ー
と
し
て
の
ト
ル
ス
ト
イ
の
側
面
に
注
目
し
、
こ
こ
で
は
あ
え

て
、
粗
筋
に
そ
っ
て
こ
の
作
品
を
み
て
い
き
た
い
。

額
縁
屋
と
薪
売
り
の
百
姓

　

二
人
の
学
生
は
、
写
真
の
額
縁
を
購
入
す
る
と
き
贋
造
ク
ー
ポ
ン

で
支
払
い
、
額
縁
の
金
額
と
贋
造
ク
ー
ポ
ン
の
額
面
額
の
差
額
を
つ

り
銭
と
し
て
受
け
取
っ
た
。
そ
れ
は
詐
欺
行
為
で
犯
罪
で
あ
る
が
、

二
人
の
目
的
は
最
初
か
ら
そ
こ
に
あ
っ
た
。
写
真
用
材
店
の
奥
さ
ん

は
、
二
人
が
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
学
生
で
あ
っ
た
事
情
も
あ
っ
て
、
ク
ー

ポ
ン
が
贋
造
物
で
あ
る
と
見
抜
け
な
か
っ
た
が
、
帰
宅
し
た
主
人
は

そ
れ
を
直
ぐ
に
見
破
り
奥
さ
ん
を
厳
し
く
叱
責
し
た
だ
け
で
な
く
、

薪
売
り
の
百
姓
を
騙
し
、
贋
造
ク
ー
ポ
ン
で
薪
を
購
入
し
た
。
百
姓

は
居
酒
屋
に
行
き
、
ク
ー
ポ
ン
を
代
金
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
し
た

が
、
居
酒
屋
の
ボ
ー
イ
と
番
頭
は
ク
ー
ポ
ン
が
贋
造
で
あ
る
と
見
破

り
、
百
姓
を
警
察
に
引
き
渡
し
た
。

　

警
察
は
百
姓
を
尋
問
し
、
百
姓
は
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
話
し
た

が
、
写
真
用
材
店
の
主
人
は
、
薪
の
購
入
を
否
定
し
た
だ
け
で
な
く
、

贋が

ん

ぞ

う造
ク
ー
ポ
ン 

㊤

北
御
門
二
郎
訳
で
ト
ル
ス
ト
イ
を
読
む 

⑥

喜
多
岡
　
洋

百
姓
に
は
会
っ
た
こ
と
も
な
い
と
供
述
し
た
。
用
心
の
た
め
、
庭
番

を
買
収
し
、
主
人
の
話
に
嘘
は
な
い
と
警
察
で
供
述
さ
せ
た
。
百
姓

は
写
真
用
材
店
の
主
人
を
相
手
に
裁
判
を
起
こ
し
た
が
、
主
人
と
庭

番
は
前
言
を
翻
さ
ず
、
百
姓
は
裁
判
で
負
け
て
し
ま
う
。
証
言
は
司

祭
の
前
で
十
字
架
と
聖
書
に
誓
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
十
字
架
と
聖

書
の
威
力
は
強
く
、
証
人
は
嘘
の
供
述
を
し
な
い
と
信
じ
ら
れ
て
い

た
時
代
で
あ
る
。
二
人
の
人
間
が
神
に
誓
っ
て
供
述
し
て
い
る
以
上
、

百
姓
が
裁
判
で
勝
つ
見
込
み
は
最
初
か
ら
な
か
っ
た
。
写
真
用
材
店

の
主
人
は
、
良
心
の
呵
責
に
さ
い
な
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ

と
も
神
罰
が
下
る
こ
と
を
恐
れ
た
の
か
、
百
姓
に
対
し
て
裁
判
費
用

を
取
り
立
て
る
権
利
と
百
姓
を
誣
告
罪
で
訴
え
る
権
利
を
放
棄
し

た
。

　

裁
判
官
は
「
も
し
誣
告
罪
が
成
立
す
れ
ば
、
お
前
は
３
ヶ
月
の
禁

錮
に
処
せ
ら
れ

る
筈
で
あ
っ
た
」

と
述
べ
て
、
商

人
に
感
謝
す
る

べ
き
だ
と
百
姓

を
訓
戒
し
た
。

「贋造クーポン」
『トルストイ短編集』（人吉
中央出版社、２０１６所収）
1899 年作、1904 年北御門
二郎訳

被
害
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
百
姓
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
る
し
か
な
か
っ
た
。
百
姓
に
と
っ
て
は
、
ま
さ

に
踏
ん
だ
り
蹴
っ
た
り
の
結
果
で
、
百
姓
は
酒
に
溺
れ
て
し
ま
う
。

こ
の
裁
判
は
庭
番
に
も
影
響
を
与
え
た
。
十
字
架
と
聖
書
を
踏
み
に

じ
っ
て
も
神
罰
は
く
だ
ら
な
い
こ
と
、
ま
じ
め
に
仕
事
を
し
な
く
て
も

儲
か
る
こ
と
を
彼
は
知
っ
た
。
庭
番
は
、
田
舎
の
古
ぼ
け
た
掟
よ
り
、

享
楽
を
許
す
都
会
の
生
活
が
よ
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

学
生
の
父
親
と
神
父

　

写
真
用
材
店
の
奥
さ
ん
は
、
主
人
と
は
ち
が
い
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム

の
２
人
の
学
生
は
懲
ら
し
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
、
二
人
の
姿
を

み
つ
け
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
の
一
人
を
み
つ
け
、
学
生

の
身
元
を
調
べ
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
神
学
教
師
に
す
べ
て
を
告
げ
た
。

生
徒
の
父
親
と
神
学
教
師
は
、
こ
の
事
件
の
前
に
、
信
仰
の
問
題
で

議
論
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
父
親
は
神
学
教
師
を
完
全
に
論
破
し
て

い
た
の
で
、
神
学
教
師
は
事
件
を
利
用
し
て
父
親
に
「
復
讐
」
し
よ

う
と
し
た
。
問
題
の
父
親
は
税
務
監
督
局
長
で
、
決
し
て
買
収
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
清
廉
潔
白
な
人
物
、
そ
の
こ
と
を
誇
り
に
し
て
も
い

た
。
父
親
は
、
自
由
主
義
者
で
も
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
的
現
象
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を
激
し
く
攻
撃
し
た
。
神
学
教
師
が
学
生
を
犯
人
だ
と
確
信
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
父
親
は
、
母
親
の
買
収
に
よ
っ
て
写
真
店
の
奥
さ

ん
は
神
学
教
師
に
話
し
た
こ
と
と
正
反
対
の
内
容
を
伝
え
た
の
で
、

二
人
の
対
立
は
避
け
ら
れ
ず
、
喧
嘩
別
れ
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
父

親
は
「
僧
権
拡
大
論
」
の
影
響
の
証
拠
と
し
て
事
件
を
吹
聴
し
て
ま

わ
っ
た
。
他
方
、
神
父
も
、
虚
無
主
義
や
無
神
論
が
根
付
き
は
じ
め

た
と
考
え
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
を
去
り
修
道
院
で
修
行
し
、
あ
る
都
市

の
神
学
校
の
校
長
に
な
る
に
い
た
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
二
人

の
少
年
は
ど
の
よ
う
な
若
者
に
成
長
し
て
い
っ
た
の
か
。
ト
ル
ス
ト
イ

は
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
が
、
い
ま
ひ
と
つ
踏
み
込
ん
で
分

析
し
て
い
な
い
。
彼
の
関
心
は
、
百
姓
と
庭
番
に
ひ
と
え
に
向
け
ら

れ
て
い
る
。
百
姓
は
も
ち
ろ
ん
、
庭
番
も
貧
し
い
田
舎
の
出
身
者
で

あ
っ
た
。
ト
ル
ス
ト
イ
と
し
て
は
、そ
う
し
た
者
た
ち
の
物
語
と
し
て
、

こ
の
作
品
を
つ
く
り
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ト
ル
ス
ト
イ
は
そ
う
い

う
作
家
で
あ
っ
た
。

馬
泥
棒

　

薪
売
り
の
百
姓
を
ど
う
み
る
べ
き
か
。
無
知
な
人
物
と
み
て
い
い

か
。
事
件
は
一
種
の「
試
練
」で
、再
び
、真
面
目
に
働
け
と
い
え
る
か
。

を
迷
信
的
遺
物
と
憎
む
人
物
で
も
あ
っ
た
。
神
学
教
師
と
は
、
そ
も

そ
も
、
反
り
が
合
う
は
ず
が
な
く
、
父
親
を
傲
慢
不
遜
な
無
神
論
者

で
あ
る
と
け
な
し
て
い
た
。

　

神
学
教
師
は
、
父
親
に
対
す
る
反
感
を
抱
い
て
い
た
が
、
そ
れ
を

隠
し
、
そ
の
授
業
で
贋
造
ク
ー
ポ
ン
の
一
件
を
も
ち
だ
し
た
。
犯
人

の
生
徒
の
顔
を
見
つ
め
、
生
徒
が
犯
人
で
あ
る
こ
と
を
生
徒
た
ち
に

暗
に
知
ら
せ
た
。
こ
れ
は
「
教
育
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
い
じ
め
」

だ
が
、「
一
罰
百
戒
」
の
美
名
の
も
と
で
も
現
在
日
本
で
実
行
さ
れ
て

も
不
思
議
で
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
問
題
の
生
徒
は
我
慢
で
き
な
く

な
り
、
泣
き
な
が
ら
教
室
を
出
た
。
母
親
は
そ
れ
を
知
り
、
生
徒

に
す
べ
て
の
事
情
を
白
状
さ
せ
、
直
ぐ
に
写
真
用
材
店
に
駆
け
つ
け
、

奥
さ
ん
に
お
金
を
払
い
、
息
子
の
名
を
伏
せ
て
欲
し
い
と
頼
み
、
息

子
に
は
、
す
べ
て
を
否
認
す
る
こ
と
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
父
親

に
は
打
ち
明
け
な
い
こ
と
を
命
じ
た
。
こ
れ
も
、
現
在
日
本
で
起
こ

り
う
る
母
親
の
行
動
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
母
親
が
父
親
を
信
用
・
信

頼
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
を
最
後
ま
で
読
め

ば
、
そ
の
こ
と
は
理
解
で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
母
親
の
「
努
力
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
父
親
は

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
の
出
来
事
を
知
り
、
学
校
に
乗
り
込
み
神
学
教
師

男
は
ど
の
よ
う
に
反
応
し
た
か
。

　
「
な
ん
て
こ
と
を
し
て
く
れ
た
。
俺
が
奴
ら
に
意
地
悪
を
し
た
と
で

も
い
う
の
か
。…
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
甘
や
か
し
た
り
し
な
い
か
ら
な
」

　

と
怒
鳴
り
散
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。
百
姓
た
ち
が
馬
を
盗
ん
だ
と

彼
は
信
じ
た
。
友
人
た
ち
（
地
域
の
有
力
者
）
も
「
い
つ
も
百
姓
た

ち
の
肩
ば
か
り
持
っ
て
い
た
が
、
私
の
言
っ
た
と
お
り
で
し
ょ
う
。
あ

い
つ
ら
は
獣
よ
り
た
ち
が
悪
い
ん
で
す
。
鞭
と
棒
な
し
じ
ゃ
連
中
を
扱

い
こ
な
せ
ま
せ
ん
」
と
い
っ
た
。

　

棒
・
鞭
で
百
姓
・
労
働
者
を
使
役
す
る
こ
と
（
奴
隷
制
・
農
奴

制
）
と
百
姓
・
労
働
者
の
仕
事
上
の
不
手
際
に
罰
金
を
加
え
る
こ
と

は
、
質
的
に
ち
が
う
。
し
か
し
、
罰
金
制
度
が
好
ま
し
い
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
。
男
の
自
由
主
義
は
使
用
者
と
被
用
者
の
平
等
を
前
提

に
し
て
し
な
い
強
者
の
自
由
で
あ
っ
た
。
薪
売
り
の
百
姓
に
は
、
男
は

自
分
た
ち
を
搾
取
す
る
「
紳
士
淑
女
」
の
一
員
に
映
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
不
幸
な
薪
売
り
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
の
自
由
主
義
者
の
馬
を

盗
ん
だ
。
物
（
特
に
百
姓
の
馬
）
を
盗
む
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
薪

売
り
の
百
姓
も
そ
れ
は
知
っ
て
い
た
。
だ
が
、そ
の
百
姓
か
ら
み
れ
ば
、

罰
金
を
と
り
た
て
る
自
由
主
義
者
は
、
百
姓
た
ち
か
ら
、
金
を
盗
む

人
に
み
え
た
ろ
う
。　
　
　
　
　
【
き
た
お
か
・
ひ
ろ
し
／
八
代
市
】

現
実
に
は
多
く
の
百
姓
は
そ
う
や
っ
て
生
き
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

ト
ル
ス
ト
イ
は
、
百
姓
を
「
飲
ん
だ
く
れ
」
に
堕
落
さ
せ
た
。
酒
に

溺
れ
酔
い
つ
ぶ
れ
な
が
ら
、
自
分
を
苦
し
め
た
連
中
の
こ
と
、
自
分

た
ち
百
姓
を
搾
取
し
て
生
き
て
い
る
「
紳
士
淑
女
た
ち
」
の
こ
と
を

考
え
つ
づ
け
る
人
物
と
し
て
描
い
た
。百
姓
は
、馬
泥
棒
に
つ
い
て
、「
百

姓
に
と
っ
て
は
馬
は
兄
弟
み
た
い
な
い
も
の
だ
。
そ
れ
を
取
り
上
げ
る

の
は
ひ
ど
い
。
ど
う
せ
盗
む
な
ら
金
持
ち
ど
も
の
も
の
を
盗
む
と
い

い
。
あ
の
犬
畜
生
ど
も
に
は
そ
れ
ぐ
ら
い
し
て
や
っ
て
ち
ょ
う
ど
い
い
」

と
発
言
さ
せ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
以
前
、
下
男
と
し
て
住
み
込
ん
だ
こ
と
の
あ
る
男
の
こ
と

を
思
い
出
せ
る
工
夫
を
し
て
い
る
。
そ
の
男
は
、
ボ
ル
ト
を
壊
し
た

罰
と
し
て
給
料
か
ら
１
ル
ー
ブ
ル
半
を
天
引
き
す
る
よ
う
な
人
物
で
、

そ
う
し
た
人
物
は
当
時
多
く
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
男
は
、

労
働
者
た
ち
の
失
策
や
過
誤
を
許
さ
ず
、
と
き
に
は
労
働
者
を
み
ず

か
ら
小
突
き
、
労
働
を
強
要
し
た
。
世
間
的
に
は
、「
自
由
主
義
者
」

と
し
て
有
名
で
、
農
奴
制
に
反
対
し
、
一
般
民
衆
の
生
活
向
上
を
主

張
し
た
。
住
居
や
食
べ
物
は
一
番
い
い
も
の
を
あ
て
が
い
、
給
料
も
き

ち
ん
と
支
払
い
、
祭
日
に
は
ウ
ォ
ー
ト
カ
を
飲
ま
せ
る
人
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
男
の
農
場
に
泥
棒
が
侵
入
し
、
三
頭
の
馬
を
盗
ん
だ
。
そ
の
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本
書
は
、
発
行
部
数
が
約
１
０
０
部
で
、
そ
の
す
べ
て
に
番
号
が

ふ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
小
山
の
基
本
思
想
を
要
約
す

る
論
考
と
し
て
注
目
さ
れ
つ
つ
も
、日
の
目
を
み
る
こ
と
な
く
長
い
間
、

幻
の
書
で
あ
っ
た
。
勝
清
の
読
者
・
研
究
者
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
状

況
は
不
適
切
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
勝
清
の
作
品
を
死
蔵
さ
せ
る
こ

と
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
今
回
、
こ
れ
を
復
刻
す
る
こ
と
に

し
た
。

　

本
書
は
、
死
の
床
に
あ
っ
た
勝
清
が
そ
の
長
男
・
勝
喜
に
口
述
筆

記
さ
せ
て
作
成
し
、
昭
和
40
年
10
月
３
日
、
出
版
さ
れ
た
。
Ｂ
４
版

の
用
紙
５
枚
を
袋
綴
じ
に
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
１
頁
に
つ
き
１
行

53
字
×
22
行
の
謄
写
版
印
刷
で
あ
る
。

　

本
書
は
短
文
で
あ
る
が
、
そ
の
す
べ
て
を
１
回
で
全
文
掲
載
す
る

に
は
無
理
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
２
回
に
分
け
て
掲
載
す
る
。
解
説

は
前
山
光
則
氏
。
解
説
は
３
月
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
編
集
部
）

小
山
勝
清
「
民
俗
主
義
文
学
論
」（
緒
論
）

の
復
刻
に
つ
い
て

晩年の小山勝清
（『相良村誌　資料編）より

勝清の生家（23 頁参照）

「
民
俗
主
義
文
学
論
」
緒
論 

㊤

︱ 

歴
史
と
民
族 

︱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
勝
清

　
　
　
　
　
　
　

一

　

民
俗
学
と
は
、
民
間
伝
承
の
信
仰
、
風
俗
、
習
慣
、
伝
説
、
民
話
、
民
謡
、
祭
礼
行
事
等
を
採
集
し
、
研
究
の
資
料
と
し
て
、
庶
民

社
会
の
過
去
に
お
け
る
生
活
と
そ
の
変
遷
を
究
明
す
る
学
問
で
あ
る
。

　

人
間
社
会
の
過
去
の
変
遷
を
究
明
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
歴
史
学
同
様
で
あ
る
が
、
歴
史
学
の
研
究
資
料
は
文
学
を
も
っ
て
書

き
残
さ
れ
た
過
去
の
記
録
で
あ
り
、
歴
史
学
者
は
そ
れ
ら
の
文
献
資
料
を
発
見
収
集
し
て
、
真
偽
を
考
証
し
、
内
容
を
検
討
し
、
人
類
社

会
の
興
亡
変
遷
の
歴
史
を
構
成
す
る
。

　

考
古
学
も
ま
た
同
様
な
目
的
を
も
っ
て
、
発
掘
さ
れ
た
古
代
の
遺
物
、
遺
跡
を
研
究
し
こ
れ
を
資
料
と
し
て
古
い
時
代
の
生
活
様
式
と

そ
の
変
遷
推
移
を
究
明
す
る
。
ま
た
人
類
学
は
、
発
掘
さ
れ
た
人
骨
な
ど
を
資
料
と
し
て
古
代
人
の
体
質
、
形
体
を
研
究
し
、
人
類
の
起

源
と
進
化
の
過
程
を
究
明
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
人
類
の
過
去
を
究
明
す
る
学
問
も
、
研
究
の
対
象
た
る
資
料
如
何
に
よ
っ
て
名
称
が
ち
が
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
成

果
も
ま
た
別
々
で
あ
る
。
現
在
、
わ
れ
ら
は
人
類
学
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
化
石
の
研
究
に
よ
り
、
人
類
の
祖
先
が
す
で
に
十
数
万
年
地
上

に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
考
古
学
は
石
器
の
研
究
に
よ
り
数
万
年
前
か
ら
現
代
人
の
直
接
の
祖
先
で
あ
る
人
類
が
世
界
各
地
に
生
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存
し
て
い
た
こ
と
を
わ
れ
ら
に
教
え
た
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、明
治
初
年
貝
塚
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、考
古
学
が
年
を
お
っ
て
盛
ん
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、遺
跡
古
墳
の
発
掘
に
よ
り
、

日
本
に
も
新
旧
石
器
時
代
が
あ
り
、
同
時
に
縄
文
式
土
器（
マ
マ
）使
用
し
た
先
住
民
族
と
弥
生
式
土
器
を
使
っ
た
現
日
本
人
の
祖
先
が
あ
っ
た
こ

と
が
証
明
さ
れ
た
。

　

新
石
器
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
入
っ
て
よ
う
や
く
古
事
記
、
日
本
書
紀
、
支
那
の
魏
書
な
ど
の
文
献
記
録
が
現
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
歴
史

時
代
に
入
っ
た
。
記
録
は
い
う
ま
で
も
な
く
文
字
の
発
見
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
古
事
記
、
日
本
書
記
も
日
本
に
文
字
が
渡
来
し
て
か
ら
の

産
物
で
あ
る
が
、
共
に
民
族
の
過
去
の
歩
み
を
記
録
し
た
史
書
で
あ
る
こ
と
は
、
歴
史
が
民
族
社
会
の
構
成
、
発
展
、
国
家
の
形
成
に
と
っ

て
、
い
か
に
重
要
で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
、
民
族
国
家
発
展
と
共
に
、
文
学
文
化
も
大
い
に
の
び
、
時
代
を
重
ね
る
と
共
に
歴
史
の
資
料
と
な
る
記
録
も
豊
富
と
な
り
、

現
代
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
後
、古
代
に
つ
い
て
は
、戦
後
歴
史
学
者
が
記
紀
の
神
代
篇
を
削
除
し
、考
古
学
を
取
り
入
れ
て
、石
器
時
代
、

古
墳
時
代
を
つ
ぎ
た
し
た
が
、
兎
に
角
、
現
代
人
は
、
長
い
日
本
民
族
の
み
な
ら
ず
人
類
の
歴
史
を
明
ら
か
に
脳
裡
に
描
き
、
歴
史
の
流

れ
の
中
に
お
け
る
現
代
人
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

か
よ
う
に
、
歴
史
は
、
別
個
の
学
問
で
あ
る
考
古
学
、
人
類
学
を
も
包
含
し
た
形
を
も
っ
て
、
わ
れ
ら
は
過
去
を
語
る
の
で
あ
る
が
、

現
代
は
別
と
し
て
、
日
本
に
お
い
て
い
え
ば
、
明
治
以
前
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
社
会
全
般
完
全
に
物
語
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
日
本
の

み
な
ら
ず
、
欧
米
に
お
い
て
も
、
歴
史
が
権
力
階
級
の
た
め
の
も
の
、
あ
る
い
は
権
力
階
級
を
中
心
に
し
た
も
の
で
、
一
般
庶
民
の
も
の
で

な
い
こ
と
が
す
で
に
通
説
に
な
っ
て
い
る
。
前
に
述
べ
た
と
お
り
、
歴
史
構
成
の
資
料
た
る
記
録
文
献
が
、
文
字
の
発
明
（
日
本
に
お
い
て

は
渡
来
）
の
所
産
で
あ
り
、
そ
の
文
字
が
庶
民
に
普
及
せ
ず
、
治
産
階
級
の
専
用
物
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
記
録
が
治
者
を
中
心
と
し
た

記
録
に
な
る
の
は
当
然
で
、
時
代
を
の
ぼ
れ
ば
の
ぼ
る
ほ
ど
、
こ
の
傾
向
は
強
く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
治
産
階
級
の
記
録
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
記
録
が
重
点
を
政
治
上
、
経
済
上
、
軍
事
上
の
大
事
件
に
お
く
の
も
自
然
で
あ
り
、

私
的
の
も
の
よ
り
公
的
の
記
録
に
な
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
記
録
を
材
料
と
し
た
歴
史
が
民
族
興
亡
、
社
会
機
構
の
変
遷

を
含
む
権
力
の
推
移
を
主
題
と
し
、
思
想
、
文
化
、
宗
教
、
風
習
等
を
も
っ
て
肉
づ
け
さ
れ
て
い
る
の
も
当
然
の
結
果
で
あ
る
。

　

か
よ
う
に
、
歴
史
は
い
つ
の
時
代
で
も
住
民
の
大
多
数
を
占
め
て
い
る
被
治
者
階
級
︱
︱
庶
民
自
体
の
生
活
の
実
態
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

ど
ふ
れ
て
い
な
い
。
庶
民
は
常
に
納
税
の
対
象
で
あ
っ
て
も
権
力
の
争
奪
の
外
に
あ
り
、
歴
史
の
影
の
存
在
で
あ
っ
た
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
庶
民
に
関
す
る
記
録
も
多
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
武
士
階
級
が
書
い
た
見
聞
録
、
卑（
マ
マ
）史
小
説
の
た
ぐ

い
で
あ
っ
て
、
し
か
も
外
見
で
あ
り
、
庶
民
そ
れ
自
体
の
記
録
で
は
な
い
。
庶
民
が
何
を
考
え
何
を
感
じ
、
何
を
信
じ
い
か
に
生
活
し
た
か
？

　

目
を
皿
に
し
て
歴
史
書
を
さ
が
し
て
も
、
こ
れ
に
答
え
る
記
録
は
皆
無
に
等
し
い
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
前
述
の
と
お
り
、
歴
史
の
本
質
、
成
り
立
ち
に
よ
る
も
の
で
、
い
た
し
か
た
な
い
の
で
あ
る
が
、
さ
て
し
か
ら
ば
、
歴
史
の
こ

の
空
間
を
埋
め
る
も
の
が
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
！　

わ
れ
ら
は
、
歴
史
書
に
よ
ら
ず
し
て
、
庶
民
の
間
に
つ
た
わ
っ
て
い
る
伝
説
、
説
話
、

民
俗
、
祭
礼
な
ど
に
よ
っ
て
、
歴
史
書
に
な
い
農
民
の
姿
を
身
近
か
に
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
民（
マ
マ
）族

学
と
は
実
に
こ
の
伝
承
の
民
俗
を
学

的
に
究
明
す
る
学
問
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

二

　

民
俗
学
は
、
民
間
伝
承
、
風
俗
習
慣
を
研
究
す
る
学
問
と
し
て
英
国
に
起
っ
た
が
、
日
本
で
は
明
治
後
年
柳
田
国
男
氏
が
研
究
の
緒
を

開
き
、
独
自
の
研
究
を
重
ね
て
、
学
問
と
し
て
体
系
づ
け
に
成
功
し
た
。

　

し
か
し
、
柳
田
氏
の
民
俗
学
が
日
本
学
界
か
ら
独
立
の
学
問
と
し
て
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
は
、
長
い
時
日
が
か
か
っ
た
。
歴
史
は
そ
の
発

生
も
古
く
人
間
の
過
去
を
知
る
学
問
と
し
て
の
首
席
に
あ
り
、
ア
カ
デ
ミ
ー
派
で
は
国
権
と
む
す
び
つ
き
絶
大
な
権
威
を
も
っ
て
い
た
。
そ

の
歴
史
は
前
述
の
と
お
り
記
録
文
献
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
記
録
文
献
を
尊
重
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
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し
か
る
に
、
民（
マ
マ
）族
学
は
、
文
献
に
よ
ら
ず
、
考
古
学
の
よ
う
に
器
物
遺
跡
に
も
よ
ら
ず
、
言
葉
や
行
為
に
よ
っ
て
、
古
く
か
ら
伝
承
さ

れ
て
い
る
も
の
を
蒐
集
研
究
す
る
の
だ
か
ら
、
歴
史
学
者
は
そ
の
資
料
の
確
実
性
を
理
由
に
長
い
間
学
問
と
し
て
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
あ
た
か
も
裁
判
所
に
お
い
て
物
的
証
拠
を
尊
重
し
、
物
的
証
拠
の
な
い
発
言
を
信
用
し
な
い
の
と
よ
く
似
て
い
る
。

　

次
に
歴
史
に
お
い
て
は
、
決
定
さ
れ
た
時
と
所
が
非
常
に
重
大
で
あ
る
。
し
か
る
に
民
間
の
伝
承
に
は
そ
れ
が
な
い
。
た
と
え
ば
民
俗
学

の
一
資
料
で
あ
る
民
話
（
お
と
ぎ
話
）
の
多
く
は
、「
む
か
し
あ
る
と
こ
ろ
に
」
と
い
う
言
葉
で
は
じ
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
む
か
し
が
い
つ

の
頃
か
、あ
る
と
こ
ろ
が
い
ず
れ
の
地
で
あ
る
か
判
明
し
な
い
の
で
あ
る
。
民
俗
学
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、採
集
し
た
時
日
と
処
で
、こ
の
点
、

考
古
学
に
共
通
し
て
い
る
。

　

か
よ
う
な
理
由
で
、柳
田
氏
の
研
究
は
、そ
の
著
書
は
文
学
作
品
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
つ
つ
も
学
問
と
し
て
な
か
な
か
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
民
間
に
は
多
く
の
協
力
者
が
現
わ
れ
、
民
俗
資
料
の
蒐
集
は
全
国
各
地
に
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

か
く
て
、
戦
後
は
、
民
俗
学
と
い
う
言
葉
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
と
り
入（
マ
マ
）れる

よ
う
に
な
り
、
考
古
学
の
遺
跡
発
掘
と
共
に
、
民
俗
学

的
調
査
が
若
い
学
徒
に
よ
り
集
団
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
柳
田
氏
を
中
心
と
す
る
民
俗
学
者
に
よ
り
学
と
し
て
の
体
系
づ

け
も
完
成
し
た
よ
う
で
あ
る
。ま
た
史
学
界
も
戦
前
と
は
変
貌
を
と
げ
た
の
で
、民
俗
学
も
学
と
し
て
学
界
か
ら
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
民
俗
学
の
学
と
し
て
の
本
質
を
わ
き
ま
え
て
い
る
の
は
少
数
の
専
問
（
マ
マ
）
学
者
だ
け
で
、
イ
ン
テ
リ
ー
と
よ
ば
れ
る
人
た
ち
の
多

く
は
、
明
白
に
把
握
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

三

　

民
俗
学
も
歴
史
学
と
周
じ
く
科
学
の
一
つ
で
あ
る
。
民
俗
学
は
ま
ず
研
究
の
対
象
た
る
資
料
の
蒐
集
か
ら
は
じ
ま
る
。
そ
の
種
類
は
、

民
間
の
信
仰
、
祭
礼
の
慣
習
、
民
謡
、
民
話
、
舞
踊
、
年
間
の
行
事
、
方
言
等
、
凡
そ
古
く
か
ら
民
間
に
口
か
ら
口
と
伝
承
さ
れ
て
い
る

一
切
の
も
の
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
舞
踊
、
信
仰
、
祭
礼
等
に
は
、
そ
れ
に
付
属
す
る
器
物
服
飾
等
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
蒐
集
の
対
象
と
な

る
こ
と
が
あ
る
。
但
し
、
そ
れ
そ
の
も
の
の
面
白
さ
で
な
く
、
あ
く
ま
で
伝
承
さ
れ
た
も
の
と
し
て
価
値
を
重
視
す
る
。
な
お
、
採
集
の
場

合
は
、
前
述
の
と
お
り
、
時
と
場
所
を
明
記
し
、
第
三
者
の
加
工
ふ
ん
し
ょ
く
を
避
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

日
本
は
民
間
伝
承
の
宝
庫
と
い
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
農
村
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
い
ろ
ん
な
資
料
が
滅
亡
寸
前
の
形
な
が
ら
現
存
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、こ
れ
ら
の
採
集
は
比
較
的
安
易
で
あ
り
、興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、直
接
自
分
の
心
に
つ
な
が
る
事
柄
で
あ
る
か
ら
、

民
俗
学
者
で
な
く
と
も
、
た
だ
一
地
方
の
採
集
で
あ
っ
て
も
そ
れ
自
身
意
識
が
あ
り
、
充
分
楽
し
め
、
心
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

わ
け
て
も
民
謡
、
郷
土
舞
踊
は
、
民
俗
学
の
民
間
へ
の
侵
透
と
あ
わ
せ
、
観
光
資
料
と
し
て
各
地
の
民
謡
、
民
話
、
舞
踊
が
発
掘
さ
れ

再
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、こ
れ
は
民
俗
学
的
見
地
か
ら
の
発
掘
再
評
価
で
な
く
、
地
方
観
光
と
マ
ス
・コ
ミ
の
合
作
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
、
民
謡
、
民
話
、

舞
踊
、そ
の
地
だ
け
に
あ
る
特
有
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
宣
伝
さ
れ
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、そ
れ
ら
の
も
の
が
い
つ
の
時
代
、

誰
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
か
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
。

　

む
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
民
俗
学
法
則
に
相
反
す
る
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
民
俗
学
は
、
歴
史
学
者
か
ら
対
象
と
な
る
民
俗
資
料
が
そ
の
発

生
の
時
と
所
を
証
明
で
き
ぬ
こ
と
の
故
に
、
独
立
し
た
学
と
し
て
の
資
格
を
認
め
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
逆
に
こ
れ
は
民
俗
学
の
学
た
る

重
要
な
本
質
で
あ
る
。

　

即
ち
、
民
俗
学
が
資
料
を
検
討
し
て
求
め
る
も
の
は
、
年
代
で
も
な
く
、
歴
史
的
事
件
で
も
な
く
、
個
人
に
関
す
る
こ
と
で
も
な
く
、

庶
民
の
も
の
の
考
え
方
、
事
柄
で
も
形
で
も
な
く
感
情
と
思
想
な
の
で
あ
る
。
庶
民
は
太
古
か
ら
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
の
で
記
録
を
残
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
が
、
そ
の
代
り
、
生
活
の
思
想
感
情
を
表
現
す
る
と
こ
ろ
の
信
仰
様
式
、
祭
礼
、
民
話
、
民
謡
な
ど
、
い
わ
ゆ

る
今
日
民
俗
と
称
す
る
も
の
を
伝
承
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
民
俗
を
追
求
し
て
古
き
を
訪
ね
た
ら
、
庶
民
の
そ
う
し
た
風
習
を

生
み
だ
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
の
考
え
方
と
そ
の
変
遷
が
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。                                              

※
（
マ
マ
）
＝
原
文
の
ま
ま  
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ら
、
ボ
ロ
ロ
ロ
ッ
、
ボ
ロ
ロ
ロ
ッ
と
、
黒
塗
り
の
乗
用
車
が
、
砂
ぼ

こ
り
を
巻
き
上
げ
な
が
ら
、
近
づ
い
て
き
た
。
子
供
た
ち
が
野
球

を
中
断
し
て
隅
っ
こ
に
避
け
る
と
、
車
は
２
〜
３
ｍ
の
石
垣
の
上
に

あ
る
お
ん
ぼ
ろ
我
が
家
の
前
に
止
ま
っ
た
。
砂
ぼ
こ
り
が
静
ま
っ
て

か
ら
、
前
の
ド
ア
ー
が
開
き
、
若
い
男
の
人
が
降
り
て
き
て
後
ろ

の
ド
ア
ー
を
開
け
る
と
、
よ
い
こ
ら
し
ょ
、
と
ば
か
り
小
太
り
の
小

柄
な
男
の
人
が
降
り
て
き
て
、
す
た
す
た
と
緩ゆ

る

や
か
な
坂
道
を
上

り
、
我
が
家
に
入
っ
て
い
く
で
は
な
い
か
。
子
供
た
ち
は
「
こ
い
は

何
ん
や
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
じ
ゃ
な
か
か
に
ゃ
」
と
泥
ま
み
れ
の
手
で
、
車
を

擦
っ
た
り
、
逆
さ
ま
に
な
っ
て
車
の
下
を
覗
き
込
ん
だ
り
し
て
い
た

ら
、「
こ
ら
っ
、
子
供
た
ち
、
汚
い
手
で
触
る
な
、
汚
れ
る
が
ね
っ
」

と
運
転
手
さ
ん
が
降
り
て
き
て
、
子
供
た
ち
を
追
い
払
う
の
だ
っ

た
。
あ
、
そ
う
だ
、
家
に
は
お
母
さ
ん
が
一
人
じ
ゃ
っ
た
ば
い
、
僕

は
駆
け
足
で
家
に
戻
っ
た
。
ガ
ラ
ッ
と
勢
い
よ
く
玄
関
を
開
け
る
と
、

例
の
小
太
り
の
叔
父
さ
ん
が
、
玄
関
の
上
が
り
框(

が
ま
ち)

の
上

に
ち
ょ
こ
ん
と
座
っ
て
い
て
、
障
子
を
開
け
て
あ
り
、
仕
立
物
に
シ
ュ

シ
ュ
と
手
を
動
か
し
て
い
る
母
が
あ
り
、
二
人
で
喋
っ
て
い
た
が
、

縫
い
物
に
一
区
切
り
つ
い
た
の
か
、
や
が
て
、
母
は
叔
父
さ
ん
と
正

面
に
向
き
合
い
、
に
こ
や
か
に
お
喋
り
を
始
め
た
の
だ
っ
た
。

砂
時
計

─
思
い
出
る
ま
ま
に 

③小
野
武
己

２
、
叔
父
（
母
の
次
兄
）
の
こ
と

②
福
の
神

　

佐
世
保
市
に
引
っ
越
し
て
か
ら
の
事
。
当
時
、
子
供
た
ち
は
舗

装
の
し
て
な
い
道
路
上
で
、
三
角
ベ
ー
ス
の
野
球
や
缶
蹴
り
や
陣

取
り
合
戦
や
警
察
ご
っ
こ
や
、
は
て
は
メ
ン
コ
、
ビ
ー
玉
な
ど
に
興

じ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
野
球
と
い
っ
て
も
軟
式
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
に

竹
バ
ッ
ト
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
姿
に
ワ
ラ
草
履
で
素
手
で
あ
っ
た
。
外
野

は
道
路
下
の
稲
刈
り
後
の
田
ん
ぼ
に
守
る
の
で
あ
っ
た
。
自
動
車
な

ど
殆
ど
走
っ
て
な
く
て
、
非
常
に
ま
れ
に
オ
ー
ト
三
輪
の
荷
物
車

が
通
り
、
あ
と
は
自
転
車
と
リ
ヤ
カ
ー
の
時
代
で
あ
っ
た
。

　

小
学
４
〜
５
年
だ
っ
た
と
思
う
が
、
あ
る
日
、
例
に
よ
っ
て
、

子
供
た
ち
が
集
ま
っ
て
道
路
上
野
球
に
興
じ
て
い
る
と
、
遠
方
か

　
「
あ
、
叔
父
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
」
叔
父
さ
ん
の
貫
録
に
気け

お圧
さ

れ
た
の
か
、
僕
は
一
歩
下
が
っ
て
挨
拶
し
た
。
母
は
と
見
る
と
、
そ

の
顔
に
は
普
段
に
は
見
ら
れ
な
い
安
堵
の
表
情
が
溢
れ
、
嬉
し
さ

に
満
ち
た
生
き
生
き
し
た
お
喋
り
の
声
が
聞
き
取
れ
た
の
だ
っ
た
。

　
「
タ
ア
ち
ゃ
ん
、
叔
父
さ
ん
に
冷
た
い
麦
茶
を
あ
げ
て
ち
ょ
う
だ

い
」

　

僕
は
「
え
え
よ
」
と
、
走
っ
て
お
隣
り
さ
ん
の
家
の
井
戸
に
冷

や
し
て
あ
っ
た
薬
缶
を
持
っ
て
来
て
、
台
所
の
棚
の
コ
ッ
プ
を
取
り
、

そ
れ
に
な
み
な
み
と
注
い
で
、「
は
い
、
叔
父
さ
ん
、
麦
茶
ば
い
」

と
差
し
出
し
た
。

　

叔
父
さ
ん
は
ゴ
ク
ン
と
一
口
飲
み
「
お
お
、
美
味
し
か
な
ぁ
」
と

残
り
を
一
気
に
飲
み
干
す
と「
も
う
一
杯
呉
れ
ん
か
な
」と
言
っ
た
。

コ
ッ
プ
を
受
け
取
っ
た
僕
は
薬
缶
か
ら
再
び
コ
ッ
プ
に
溢
れ
ん
ば
か

り
に
注
ぐ
と
叔
父
ち
ゃ
ん
に
差
し
出
し
た
。

　
「
お
前
が
、
次
男
の
タ
ケ
ミ
か
な
、
う
む
、
な
か
な
か
賢
い
顔
を

し
て
る
な
、
う
む
、
う
む
」

　
「
叔
父
さ
ん
は
ね
、
お
母
さ
ん
の
二
番
目
の
お
兄
さ
ん
で
ね
、
東

大
を
出
て
、
今
、
九
州
電
力
の
社
長
を
し
て
い
な
さ
る
の
よ
」

　
「
と
こ
ろ
で
、
お
前
よ
、
将
来
大
学
に
行
っ
て
、
ど
ん
な
仕
事
を

や
り
た
い
の
か
、
夢
が
あ
る
だ
ろ
う
、
言
っ
て
み
な
さ
い
」

　
「
は
い
、
僕
も
東
京
の4

大
学
に
行
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
偉
く

な
り
た
い
で
す
」

　
「
う
わ
っ
は
っ
は
っ
は
っ
、
東
京
の4

大
学
か
、
そ
う
か
、
そ
し
て
、

叔
父
さ
ん
み
た
い
に
偉
く
な
る
か
、
う
わ
っ
は
っ
は
っ
は
っ
」
と
豪

快
に
笑
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

母
と
心
許
し
あ
っ
た
よ
う
に
、
ニ
コ
ニ
コ
歓
談
し
て
い
た
が
、
や

が
て
、
秘
書
に
促
さ
れ
て
、
車
へ
と
戻
っ
て
行
っ
た
。
黒
塗
り
の
Ｕ

Ｆ
Ｏ
み
た
い
な
車
は
、
再
び
土
ぼ
こ
り
を
巻
き
上
げ
な
が
ら
、
小

さ
く
な
っ
て
い
っ
た
。
車
が
先
の
角
を
曲
が
っ
て
見
え
な
く
な
っ
て
か

ら
、
僕
は
走
っ
て
、
母
の
処
に
戻
る
。

　
「
お
母
さ
ん
、
叔
父
さ
ん
な
、
行
っ
て
し
も
う
た
ば
い
」

　

汚
れ
た
ズ
ッ
ク
を
脱
ぎ
捨
て
家
に
上
が
り
、
母
に
報
告
す
る
。

　
「
そ
げ
ん
ね
、
叔
父
さ
ん
、
帰
っ
て
し
ま
っ
た
の
ね
」

　

再
び
お
針
仕
事
を
し
て
い
た
母
の
顔
を
覗
き
込
む
と
、
ち
ょ
っ
ぴ

り
ウ
ル
ウ
ル
し
て
い
た
み
た
い
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
，
久
し
振
り
に

兄
に
逢
っ
て
お
喋
り
出
来
た
か
ら
だ
ろ
う
か
、
充
足
感
に
満
た
さ

れ
て
い
た
よ
う
に
思
え
た
。
ふ
と
見
る
と
、
仕
立
物
を
す
る
長
い

裁
ち
台
の
隅
っ
こ
に
今
ま
で
見
た
こ
と
も
無
い
お
札
が
何
枚
か
置
い
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て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
お
母
さ
ん
、
こ
い
は
、
お
金
じ
ゃ
ろ
」

　
「
そ
う
よ
、
叔
父
さ
ん
が
置
い
て
い
っ
て
く
れ
た
、
お
金
な
の
よ
。

叔
父
さ
ん
は
ね
、
家う

ち

の
、
福
の
神
な
ん
よ
」

　
「
ふ
ー
ん
、
そ
が
ん
ね
、
よ
か
、
俺お

い
が
大
き
く
な
っ
た
ら
、
俺

い
が
お
母
さ
ん
の
福
の
神
に
な
っ
て
や
っ
で
」

　

何
気
な
い
会
話
で
あ
っ
た
が
、
涙
も
ろ
い
母
の
眼
は
、
前
以
上
に

ウ
ル
ウ
ル
し
て
い
た
み
た
い
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
僕
は
子
供
心
に
、

叔
父
さ
ん
の
よ
う
に
な
っ
て
、
お
母
さ
ん
孝
行
を
し
な
く
ち
ゃ
と

思
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

実
は
僕
が
大
学
生
の
頃
に
母
が
明
か
し
て
く
れ
た
後
日
談
だ
が
、

そ
の
九
電
社
長
の
叔
父
か
ら
、
男
四
人
、
女
一
人
の
五
人
も
子
供

が
居
た
の
に
、
あ
の
、
次
男
の
タ
ケ
ミ
を
養
子
に
呉
れ
ん
か
、
と
の

申
し
出
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
母
は
な
ん
ぼ
偉
い
お
兄
さ
ん
の
申
し

入
れ
で
も
、
私
が
腹
を
痛
め
て
産
ん
だ
子
供
で
す
、
嫌
で
す
、
と

断
わ
っ
た
そ
う
だ
。
そ
れ
を
聞
い
て
僕
は
母
親
孝
行
し
な
く
ち
ゃ
、

と
前
に
も
増
し
て
、
思
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。　
　
　
　

 

【
お
の
・
た
け
み
／
小
児
科
医
院
院
長
、
宮
崎
市
大
塚
町
】

齢
経
り
て
わ
が
身
変
わ
れ
ど
星
空
は
昭
和
も
今
も
同
じ
ま
た
た
き

新
幹
線
ひ
か
り
は
西
へ
延
び
て
ゆ
き
こ
だ
ま
は
北
へ
北
へ
と
延
び
て

守
永　

和
久

大
戦
の
終
り
し
昼
は
小
川
に
て
何
も
知
ら
ず
に
魚

さ
か
な

獲
り
し
て

近
頃
は
戦
時
の
悲
惨
忘
れ
し
か
昭
和
の
時
代
終
る
と
共
に

河
内　

徹
夫

竹
鉄
砲
作
る
子
ど
も
等
肥
後
の
守
左
手
の
傷
男
児
の
勲
章

包
丁
と
か
ご
持
ち
畦
の
芹
を
摘
む
蓮
華
の
花
に
蝶
も
舞
ひ
来
て

中
村
美
喜
子

父
還
り
母
奪
わ
れ
て
寂
し
さ
に
祖
母
の
懐
母
の
替
わ
り
に

激
動
の
昭
和
の
時
代
吾
生
ま
る
少
年
時
代
は
混
乱
の
世
に

西　
　

武
喜

神
宮
の
森
に
響
く
は
学
生
の
鉛
の
靴
音
脳
裏
に
残
る

天
皇
に
捧
げ
し
命
と
亡
き
母
の
淋
し
い
涙
わ
た
し
七
歳

釜
田　
　

操

終
戦
の
間
近
な
あ
る
日
高
原
を
ね
ら
い
し
如
く
Ｂ
29
が

低
空
で
銃
撃
し
て
く
る
飛
行
機
の
操
縦
士
の
顔
今
も
忘
れ
ず

三
原　

光
代

駅
頭
に
山
征
兵
士
の
顔
見
つ
つ
戦
地
の
便
り
母
待
ち
わ
び
て

敗
戦
を
泣
き
崩
れ
聴
く
祖
父
母
ら
は
国
の
行
く
末
想
い
及
ば
ず

橋
詰　

了
一

裏
木
戸
に
微
か
な
落
書
き
戦
闘
機
信
じ
し
吾
が
こ
こ
に
居
た
の
だ

行
儀
よ
く
父
母
に
兄
弟
並
び
居
る
戦
時
の
写
真
の
不
思
議
な
静
寂

堀
田　

英
雄

鶺せ

き

れ

い鴒
短
歌
会
　
　
　
新
年
詠
草
　「
昭
和
を
詠
む
」

※mode（モード）は、（物事を行う）方法・様式や（物の存在や行動の）あり方・
現われ方・形態・さらに（服装などの）流行・ファッションなどの意で使われてい
ます。語源はラテン語「mod─us（モドゥス）、寸法・分量・ます目・様式・方法」
で、次はその派生語です。

※model（モデル）は現在「手本・規範・標準　・模型・見本・型（デザイン）・
やり方・様式・芸術作品の主題となるモデル・ファッションモデル」など多くの意
味で使われます。

※module（モジュール）は、工業製品などの規格化された組み立て「unit（ユニット）、
基本単位」のことで、例えば宇宙船から切り離して操作できる小船「a lunar（ルー
ナー）module　（月着陸船）」のように使います。

※「mood（ムード）、気分」は「mind（マインド）、心」のmode（在り方）が原
義です。

※「modern（モダン）、現代の」も「たった今の方法」が原義で、元は量りで丁度
目盛のところまできた時に掛ける合図のことばでした。

外来語から学ぶ英単語 （34）…… 藤原　宏

モード    ・    モデル    ・    モジュール    ・    ムード    ・    モダン
mode　　model　　module　　mood　　modern

（401）
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「
清
兵
衛
殿
、
今
年
も
い
い
時
期
に
な
り
申
し
た
。
薬
草
を
採
り
に

参
り
ま
し
ょ
う
ぞ
」

　

蓑
野
村
山
口
の
薬
師
、
長
蔵
が
数
人
の
供
を
連
れ
屋
敷
を
訪
ね
た
。

　

冬
至
を
過
ぎ
る
と
昼
の
時
間
は
日
毎
に
長
く
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
を
機

に
、
植
物
は
そ
れ
ま
で
に
根
の
部
分
に
蓄
え
て
い
た
栄
養
を
少
し
ず
つ
放

ち
活
気
溢
れ
る
季
節
と
な
り
、
春
へ
向
か
っ
て
大
き
く
成
長
を
遂
げ
る
。

　

多
く
の
生
薬
は
そ
の
採
取
の
時
期
で
薬
の
効
力
が
変
わ
る
。
こ
れ
を

正
確
に
見
計
ら
っ
て
薬
草
を
採
取
す
れ
ば
、
そ
の
植
物
の
持
つ
最
大
限

の
効
能
を
得
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
特
に
根
の
部
分
を
薬
効
に
す

る
植
物
は
、
冬
至
を
過
ぎ
た
辺
り
か
ら
盛
ん
に
収
穫
し
て
乾
燥
さ
せ
、

い
ろ
ん
な
薬
を
処
方
し
て
い
た
。

　

こ
こ
球
磨
の
地
は
植
物
や
昆
虫
の
南
限
、
北
限
と
な
る
生
物
が
多
く

生
殖
し
て
い
る
不
思
議
な
土
地
で
も
あ
っ
た
。
数
多
く
の
薬
草
の
宝
庫

で
も
あ
る
。
カ
ン
ゾ
ウ
や
紫
苑
、
オ
ウ
レ
ン
、
大だ

い
お
う黄

な
ど
が
豊
富
に
採

れ
た
。
清
兵
衛
は
薬
師
長
蔵
ら
と
共
に
そ
の
薬
草
を
採
り
に
冬
山
へ
入

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
の
年
の
暮
れ
も
ま
た
同
じ
で
あ
っ
た
。
数
々

の
薬
草
を
用
い
、
胃
腸
薬
や
解
熱
や
止
血
、
頭
痛
、
滋
養
強
壮
な
ど
、

多
く
の
漢
方
薬
が
作
ら
れ
た
。勿
論
調
合
の
仕
方
も
こ
の
長
蔵
か
ら
習
っ

た
。
血
流
を
良
く
し
、
お
灸
や
染
料
、
ま
た
油
に
も
な
る
『
紅こ

う

花か

』
は

戸と

越ご
え

の
奥
山
に
自
生
し
て
お
り
、
そ
こ
は
『
紅べ

に
と
り取
丘お

か

』
の
名
が
残
り
、

ま
た
万
江
の
奥
で
は
『
芥け

し子
』
の
栽
培
も
行
っ
て
い
た
。

　

更
に
対
馬
の
宗
義
智
家
と
の
繋
が
り
で
、
明
や
朝
鮮
か
ら
貴
重
な
人

参
や
ジ
ャ
コ
ウ
、
霊
芝
、
海
馬
、
肉に

く
じ
ゅ
よ
う

從
蓉
な
ど
を
手
に
入
れ
、
そ
れ
で

漢
方
医
薬
を
作
ら
せ
て
い
た
。
特
に
強
壮
剤
は
朝
か
ら
丸
一
日
か
け
て

焙
煎
し
、
材
料
を
釜
に
入
れ
る
頃
合
い
も
火
力
も
実
に
繊
細
で
、
間
違

え
る
と
効
力
が
ま
っ
た
く
無
く
な
る
事
さ
え
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
出
来

た
の
が
媚
薬
『
天
金
丸
』
で
あ
っ
た
。

【
前
回
ま
で
の
あ
ら
す
じ
】
父
休
矣
の
後
を
継
い
だ
清
兵
衛
は
、
藩
内

の
本
格
的
な
基
盤
整
備
を
進
め
て
い
き
、
屋
敷
の
地
下
に
は
キ
リ
ス
ト

教
の
洗
礼
池
作
り
や
、『
青
井
大
明
神
』
の
遷
宮
に
も
取
り
か
か
っ
た
。

山
口 

啓
二

生誕 450 年
記 念
書き下ろし

小
説
・
相
良
清
兵
衛   

⑬

の
左
右
に
施
し
た
四
枚
の
蔀
戸
は
、
大
き
な
一
枚
板
が
蜂
の
巣
の
よ
う
に

多
く
の
亀
甲
模
様
に
彫
り
抜
か
れ
、
そ
の
全
て
に
美
し
い
花
の
絵
が
描
か

れ
た
。
幣
殿
の
内
側
欄
間
に
は
神
君
家
康
公
が
狩
野
派
の
絵
師
に
下
絵

を
描
か
せ
た
春
夏
秋
冬
の
彫
り
物
が
、
ま
た
外
側
欄
間
に
は
松
や
竹
な

ど
と
と
も
に
花
鳥
風
月
画
が
彫
り
込
ま
れ
た
。何
れ
も
五
穀
豊
穣
を
祈
っ

て
の
も
の
だ
。
こ
と
に
描
か
れ
た
松
や
竹
、
紅
葉
、
桜
な
ど
の
絵
柄
は

柱
を
飛
び
越
し
て
描
く
よ
う
清
兵
衛
は
指
示
し
た
。
こ
の
時
代
、
他
所

に
は
類
を
見
な
い
意
匠
を
取
り
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
本
殿
を
は
じ
め
拝

殿
や
幣
殿
の
周
り
は
家
康
公
の
配
慮
で
呼
ば
れ
た
紀
州
の
錺

か
ざ
り

職
人
に
よ

り
、
見
事
に
彫
金
さ
れ
た
『
錺
金
具
』
と
『
釘
隠
し
』
で
覆
わ
れ
た
。

　

楼
門
の
四
隅
に
は
『
喜
怒
哀
楽
』
を
表
わ
す
阿あ

吽う
ん

の
対
の
八
枚
の
面

が
あ
り
、
こ
れ
は
全
国
十
万
社
程
も
あ
る
神
社
で
も
他
に
は
全
く
例
を

見
な
い
こ
こ
独
特
の
も
の
で
、｢

喜｣

と｢

楽｣

の
面
は
楼
門
の
内
側

に
、｢

怒｣

と｢

哀｣

は
外
側
に
向
か
っ
て
飾
ら
せ
、
清
兵
衛
は
そ
れ
を

『
人ひ

と
よ
し吉
様よ

う

』
と
呼
ば
せ
た
。

　

ま
た
『
明
国
二
十
四
孝
』
の
親
孝
行
物
語
の
う
ち
の
六
つ
が
彫
り
込

ま
れ
た
。
全
て
の
社
殿
や
楼
門
は
す
で
に
赤
や
黒
の
漆
を
何
層
に
も
塗

り
あ
げ
ら
れ
、
錺
金
具
も
釘
隠
し
も
美
し
く
輝
く
ば
か
り
で
、
こ
れ
こ

そ
『
桃
山
ぶ
り
』
を
に
お
わ
せ
る
誠
に
見
事
な
造
作
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
清
兵
衛
は
錺
職
人
に
対
し
、
宣
教
師
コ
ン
ス
タ
ン
チ
オ
か
ら

　

翌
慶
長
十
六
（
一
六
一
一
）
年
夏
、
朝
鮮
で
共
に
戦
っ
た
加
藤
清
正

が
病
死
し
た
と
の
知
ら
せ
が
突
然
入
っ
た
。
前
年
に
は
尾
張
名
古
屋
城

の
普
請
に
翻
弄
、
そ
の
後
次
女
と
の
婚
約
が
決
ま
っ
て
い
た
家
康
公
の

十
男
で
紀
州
徳
川
家
の
祖
、
頼
宣
公
の
警
護
役
と
し
て
徳
川
家
に
従
属

し
て
い
た
が
、
任
を
終
え
帰
国
途
中
の
船
上
で
発
病
、
そ
の
後
隈
本
に

戻
っ
て
す
ぐ
に
亡
く
な
っ
た
。
奇
し
く
も
誕
生
日
と
同
じ
六
月
二
十
四

日
、
満
四
十
九
歳
に
な
っ
た
そ
の
日
で
あ
っ
た
。
清
正
公
の
葬
儀
に
は

長
毎
公
の
代
理
と
し
て
清
兵
衛
が
内
蔵
助
以
下
数
名
の
家
臣
と
供
に
参

列
、
そ
の
お
り
に
遺
品
と
し
て
『
槍
』
を
戴
い
た
。
清
正
が
遺
言
に
残

し
て
い
た
。
こ
の
槍
に
は
金
や
銀
、
象
嵌
な

ど
き
ら
び
や
か
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
た
。

清
正
が
朝
鮮
で
世
話
に
な
っ
た
と
い
う
証
し

で
あ
り
、
そ
の
装
飾
は
清
正
が
朝
鮮
で
虎
退

治
に
使
っ
た
物
よ
り
遥
か
に
優
れ
て
い
た
。

　

初
秋
、
い
よ
い
よ
青
井
大
明
神
の
落
成
が

近
付
い
た
。
守
り
神
で
あ
る
五
色
の
龍
が
あ

ち
こ
ち
に
配
さ
れ
、
本
殿
の
破
風
に
は
昇
り

龍
と
、
柱
に
は
南
の
藤
原
家
を
示
す
『
藤
の

花
』
も
彫
り
込
ま
れ
た
。
そ
の
本
殿
の
御
扉

　■主な登場人物
相良清兵衛（犬童頼兄）＝相良家 家老
丸目蔵人佐（鉄斎）＝相良氏家臣の兵法家
相良頼房（長毎）＝相良家 第 20 代当主
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聞
い
て
い
た
♥
の
印
を
建
物
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
施
す
よ
う
に
指
示
し

た
。『
猪
の
眼
模
様
』
は
も
ち
ろ
ん
古
来
よ
り
厄
除
け
や
火
除
け
の
意

味
が
あ
っ
た
が
、実
は
キ
リ
ス
ト
教
で
マ
リ
ア
様
を
表
わ
す
『
♥
』
印
の
、

ま
た
も
や
完
全
な
る
『
偽
装
工
作
』
で
あ
る
。
呼
び
寄
せ
た
錺
職
人
だ

け
で
作
る
の
に
は
無
理
が
あ
っ
た
の
で
、
地
元
の
鍛
冶
職
人
や
左
官
等

に
製
法
を
習
わ
せ
、
楼
門
や
幣
殿
、
本
殿
な
ど
、
社
殿
全
て
の
垂
木
の

先
の
上
下
左
右
に
♥
模
様
の
入
っ
た
金
具
を
付
け
さ
せ
た
。膨
大
な
数
の

『
猪
の
眼
模
様
』
が
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。『
垂
木
』
に
施
さ
れ
た
そ
れ

は
他
の
錺
金
具
や
釘
隠
し
と
は
明
ら
か
に
違
い
、
急
ご
し
ら
え
の
ま
さ

し
く
素
人
の
作
で
、
猪
の
眼
・
♥
印
の
総
数
は
、
な
ん
と
八
千
二
百
を

超
え
て
い
た
。

　

な
ぜ
他
に
類
を
見
な
い
こ
の
よ
う
な
膨
大
な
『
猪
の
眼
』
が
施
さ
れ

た
の
か
。
戦
の
無
い
平
穏
な
世
の
中
を
心
よ
り
祈
っ
て
の
事
で
あ
っ
た
。

島
津
の
命
を
受
け
甲
斐
軍
と
戦
い
、
更
に
は
豊
後
・
大
友
を
攻
め
、
そ

の
の
ち
秀
吉
の
命
に
よ
り
『
唐
入
り
』
を
果
た
し
、
幾
多
の
苦
労
を
重

ね
戦
功
を
挙
げ
漸
く
無
事
に
生
還
し
、
さ
ら
に
『
関
ヶ
原
の
戦
い
』
の

折
に
岐
阜
大
垣
城
で
は
、
西
軍
の
将
石
田
三
成
を
裏
切
っ
て
徳
川
方
に

寝
返
り
、
僅
か
で
は
あ
る
が
こ
の
二
万
二
千
百
六
十
五
石
の
領
地
を
護

り
抜
い
た
末
で
の
建
造
で
あ
っ
た
。

　
『
も
う
あ
の
よ
う
な
む
ご
い
戦
い
は
二
度
と
決
し
て
起
こ
し
て
は
な
ら

ぬ
、
ア
ー
メ
ン
』

　

重
陽
の
九
月
九
日
、
青
井
阿
蘇
大
明
神
落
成
の
祝
い
は
盛
大
に
と
り

行
わ
れ
た
。
丸
目
鉄
斎
率
い
る
タ
イ
捨
流
の
演
武
も
、
能
も
神
楽
も
流

鏑
馬
も
誠
に
見
事
で
あ
っ
た
。

　

｢

御
家
老
、
猪
の
眼
の
♥
模
様
を
な
ん
と
こ
う
い
う
形
で
し
つ
ら
え
ま

し
た
か
。
こ
れ
な
ら
誰
も
そ
れ
と
は
気
付
き
ま
す
ま
い
て
。
ま
た
な
ん

と
こ
の
数
の
多
さ
よ
。
さ
す
が
で
御
座
り
ま
す
る
な｣

　

丸
目
蔵
人
佐
入
道
鉄
斎
は
皮
肉
を
込
め
て
清
兵
衛
に
言
っ
た
。

　
「
丸
目
殿
が
引
き
合
わ
さ
れ
た
宣
教
師
コ
ン
ス
タ
ン
チ
オ
殿
か
ら
伺
っ

た
の
で
、
そ
れ
で
急
ぎ
鍛
冶
師
や
左
官
、
大
工
ら
に
造
ら
せ
た
の
で
ご

ざ
る
」

　

｢

あ
あ
、
あ
の
時
の
事
で
ご
ざ
り
ま
し
た
か
の
う
。
そ
れ
で
こ
の
数
に

な
っ
て
ご
ざ
る
か
。
成
程
承
知｣

　

八
千
以
上
も
の
猪
の
眼
の
模
様
が
社
殿
の
至
る
所
に
配
さ
れ
て
い
た

の
だ
っ
た
。

　

城
を
取
り
巻
く
よ
う
に
し
て
護
っ
て
い
た
社
寺
の
造
営
も
一
気
に
進
ん

だ
。
そ
れ
ら
に
は
小
豆
島
か
ら
来
た
例
の
『
石
灯
籠
』
も
置
か
れ
た
。

瀬
戸
内
の
小
島
か
ら
石
灯
籠
を
運
ん
だ
小
豆
島
の
衆
は
、
新
馬
場
の
北

側
の
『
唐
人
町
』
近
辺
に
住
む
事
と
な
り
、
そ
の
後
清
兵
衛
の
計
ら
い

囲
む
平
地
の
さ
ら
に
先
に
は
四
方
を
取
り
囲
む
よ
う
に
一
千
米
越
え
の

山
々
が
連
な
っ
て
い
る
。
実
は
九
十
万
年
ほ
ど
前
の
こ
の
地
は
、
琵
琶

湖
に
次
ぐ
大
き
さ
の
湖
で
あ
っ
た
と
い
う
。
人
吉
か
ら
西
へ
二
里
半
程
の

球
磨
村
渡
に
、
十
万
年
以
上
も
前
に
地
殻
変
動
で
隆
起
し
た
地
層
が
あ

り
、
そ
こ
は
九
十
万
年
か
ら
二
百
五
十
万
年
前
の
地
層
で
、
幾
度
の
地

殻
変
動
に
よ
っ
て
隆
起
し
た
も
の
だ
。
湖
で
あ
っ
た
痕
跡
は
盆
地
の
あ
ち

こ
ち
に
点
在
し
て
い
る
。
湖
は
の
ち
に
最
西
の
大
坂
間
辺
り
の
地
盤
が

崩
れ
、
湖
に
溜
ま
っ
て
い
た
大
量
の
水
が
流
れ
出
し
、
大
き
な
川
と
な
っ

て
八
代
海
に
注
ぎ
、
人
吉
盆
地
が
出
来
上
が
っ
た
の
だ
。

　

当
主
で
あ
る
長
毎
公
は
、
毎
年
の
大
晦
日
は
青
井
社
社
殿
に
お
参
り

を
済
ま
せ
、
幣
殿
に
籠
っ
て
一
夜
を
明
か
し
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
の
が

通
例
で
あ
っ
た
。
十
六
代
義
滋
公
の
頃
は
お
城
よ
り
球
磨
川
を
挟
ん
で

北
東
に
あ
る
『
無
量
寿
院
』
で
年
籠
り
を
さ
れ
て
い
た
が
、
祖
父
に
あ

た
る
十
七
代
晴
広
公
が
世
襲
し
た
年
か
ら
青
井
社
で
年
を
越
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
父
親
の
十
八
代
義
陽
公
の
頃
は
八
代
が
相
良
家
の
拠
点

と
な
っ
て
い
た
の
で
、
主
に
妙
見
社
で
年
籠
り
を
し
て
い
た
が
、
八
代
を

島
津
に
奪
わ
れ
て
か
ら
は
ま
た
青
井
社
で
年
籠
り
を
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

無
量
寿
院
は
久
し
く
閑
散
と
し
て
廃
墟
と
な
り
、
後
に
清
兵
衛
が
再

興
し
た
。                                       【
や
ま
ぐ
ち
・
け
い
じ
／
人
吉
市
】      

で
岡
麓
城
前
付
近
に
移
り
、
更
に
そ
の
の
ち
『
幸
野
溝
』
開
拓
に
も
従

事
し
、
未
開
の
地
を
開
墾
し
て
住
み
着
い
た
。
そ
こ
は
の
ち
に
『
小
豆

島
村
』
の
名
が
付
け
ら
れ
た
。

　

再
建
さ
れ
た
井
ノ
口
八
幡
宮
で
は
『
流
鏑
馬
』
が
と
り
行
わ
れ
、
完

成
し
た
青
井
大
明
神
を
先
頭
に
、
矢
黒
や
遙
拝
、
若
宮
社
な
ど
を
は
じ

め
、
領
内
の
各
神
社
で
神
楽
と
共
に
奉
納
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。

　

目
出
度
い
こ
と
が
続
い
た
。
そ
の
暮
れ
に
内
蔵
助
と
と
き
殿
に
長
男

が
誕
生
し
た
。
清
兵
衛
に
と
っ
て
待
望
の
初
孫
と
な
る
喜
平
次
で
あ
る
。

『
秘
薬
天
金
丸
』
の
効
果
で
あ
っ
た
。

　

完
成
し
た
城
下
の
町
家
に
は
商
人
も
移
り
住
み
、
日
に
よ
っ
て
市
が

立
ち
、
人
も
物
も
い
っ
ぱ
い
で
賑
や
か
な
日
々
が
訪
れ
た
。
中
心
部
の

九
日
町
の
辻
に
は
商
売
繁
盛
を
祈
願
し
て
恵
比
寿
神
社
が
祀
ら
れ
た
。

紀
州
の
錺
職
人
か
ら
多
く
の
技
術
を
得
た
職
人
ら
に
は
細
工
町
が
街
の

北
側
に
造
ら
れ
、刀
の
つ
ば
や
か
ん
ざ
し
、最
近
伝
わ
っ
た
ば
か
り
の
『
煙

草
』
を
吸
う
た
め
の
煙
管(

き
せ
る)

も
の
ち
に
こ
こ
で
作
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。

穏
や
か
な
日
々
が
過
ぎ
た
。

　

人
吉
城
の
あ
る
一
帯
は
小
高
い
丘
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
周
り
を
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そ
れ
に
し
て
も
観
光
を
市
政
の
大
き
な
柱
と

し
て
い
る
弘
前
の
実
態
に
即
し
た
も
の
で
あ

り
、
高
く
評
価
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
弘
前
に
相
良
町
と
い
う

個
人
名
を
残
し
た
た
っ
た
一
人
の
人
物
で
あ

り
、
私
た
ち
の
郷
土
球
磨
地
方
に
お
け
る

最
大
の
偉
人
で
も
あ
る
相さ

が

良ら

清せ
い

兵べ

え衛
に
つ
い

て
の
認
識
が
、
弘
前
市
の
公
的
な
機
関
に

お
い
て
極
め
て
貧
弱
な
こ
と
は
残
念
な
こ
と

で
す
。
し
た
が
っ
て
一
般
の
人
た
ち
は
、
相

良
町
の
由
来
な
ど
に
つ
い
て
は
勿
論
の
こ

と
、
相
良
清
兵
衛
と
い
う
名
前
さ
え
知
る

人
は
い
な
い
と
い
う
、
実
に
哀
れ
な
状
態
な

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
現
実
は
何
と
い
っ
て

も
、
弘
前
と
人
吉
と
が
遠
隔
の
地
で
あ
る

こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
よ

ほ
ど
の
事
が
な
い
限
り
、
お
互
い
に
訪
問
し

よ
う
と
思
う
は
ず
も
な
く
、
や
が
て
全
く

無
関
係
同
然
の
地
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

む
弘
前
市
民
や
、
弘
前
周
辺
の
人
た
ち
も

含
ま
れ
て
い
る
様
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

弘
前
で
は
春
の
桜
、
夏
の
弘
前
ね
ぶ
た
、

秋
の
紅
葉
が
三
大
観
光
シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
追
手
門
か
ら
出
て
来
る
人
た

ち
の
中
に
、
観
光
客
と
は
全
く
異
な
る
一
団

が
目
に
つ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
薄
緑
色
の
作

業
服
を
着
用
し
た
弘
前
市
役
所
観
光
課
の

職
員
さ
ん
た
ち
で
、
そ
の
殆
ど
が
女
性
で
し

た
。
城
内
に
入
っ
て
か
ら
、
別
の
職
員
さ
ん

た
ち
の
仕
事
の
様
子
を
見
た
の
で
す
が
、
熊

手
や
箒

ほ
う
き
、
あ
る
い
は
吹
き
寄
せ
機
を
使
っ
て
、

道
路
一
面
に
広
が
り
積
も
っ
た
落
ち
葉
を
手

早
く
掻
き
集
め
て
、
搬
送
車
に
投
げ
込
ん
で

い
ま
し
た
。
力
の
い
る
仕
事
で
は
な
い
の
で
、

女
性
向
き
の
仕
事
だ
と
言
え
そ
う
で
す
。

第
二
回
津
軽
紀
行 
②

　

青
森
空
港
か
ら
の
バ
ス
が
、
弘
前
駅
前

に
着
く
と
、
私
た
ち
は
早
速
、
タ
ク
シ
ー

で
弘
前
城
に
向
か
い
ま
し
た
。
到
着
し
た

弘
前
城
の
前
の
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
に
は
、
紅

葉
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
と
あ
っ
て
、
十
台
を
超

え
る
タ
ク
シ
ー
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
六
月

に
来
訪
し
た
時
に
は
、走
っ
て
い
る
タ
ク
シ
ー

を
呼
び
止
め
る
の
に
苦
労
し
た
こ
と
を
思
う

と
大
変
な
違
い
で
す
。
追お

う

手て

門も
ん

を
出
入
り

す
る
人
も
多
く
、
タ
ク
シ
ー
に
と
っ
て
は
絶

好
の
稼
ぎ
時
の
よ
う
で
す
。
弘
前
城
へ
の
来

訪
者
は
、
他
県
か
ら
の
観
光
客
ば
か
り
で

は
な
く
、
快
晴
に
恵
ま
れ
た
休
日
を
楽
し

倉
敷
便
り  

㉕ 

　  

絵
と
文
／
原
田 

正
史

が
建
っ
て
い
た
石
垣
は
、
一
部
を
残
し
て
別

の
場
所
へ
運
び
去
ら
れ
て
お
り
、
む
き
出
し

に
な
っ
た
裏
側
の
土
層
に
修
復
工
事
の
人
が

四
、五
人
張
り
付
い
て
い
ま
し
た
。
土
層
は

自
然
の
状
態
で
、
築
城
さ
れ
た
時
の
本
来
の

も
の
で
は
な
く
、
色
も
組
成
も
違
う
各
種

の
土
を
連
続
性
の
な
い
複
雑
な
状
態
で
積

み
上
げ
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
実
態
か
ら
す

れ
ば
、
こ
の
石
垣
は
築
城
以
来
何
回
も
崩

落
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

り
、
更
に
今
回
修
復
さ
れ
た
と
し
て
も
再

び
崩
落
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。

　

城
郭
の
石
垣
が
地
震
や
大
雨
な
ど
で
崩

れ
る
た
び
に
、
い
つ
も
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、

半
永
久
的
に
安
全
を
確
保
す
る
修
復
工
事

法
は
な
い
の
か
と
い
う
言
う
こ
と
で
す
。
思

い
つ
く
の
は
石
垣
の
裏
側
を
幅
広
く
セ
メ
ン

ト
で
塗
り
固
め
る
セ
メ
ン
ト
工
法
で
す
。
こ

の
工
法
を
使
用
す
る
と
、
そ
の
上
に
建
つ
建

造
物
も
安
全
性
が
向
上
す
る
の
で
す
か
ら
一

石
二
鳥
そ
の
も
の
で
す
。
更
に
連
続
的
に
繰

り
返
さ
れ
る
税
金
の
無
駄
遣
い
も
解
決
出

来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
勿
論
、
文
化
庁

は
文
化
的
・
歴
史
的
見
地
か
ら
セ
メ
ン
ト

工
法
を
認
め
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
実
現
す

る
こ
と
は
な
い
言
え
ま
す
が
、
セ
メ
ン
ト
工

法
が
合
理
的
な
方
法
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
か
ら
西
側
に
少
し
入
っ
た
堀
沿
い
の

道
路
に
は
真
っ
赤
に
紅
葉
し
た
楓

か
え
で
の
古
木

と
、
真
っ
黄
色
に
紅
葉
し
た
樹
種
不
明
の

大
樹
と
が
並
び
立
ち
、
抜
け
る
よ
う
な
青

空
に
映
え
て
、
絢け

ん
ら
ん爛
た
る
北
国
の
秋
を
出

現
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
場
所
に
は
大
勢

の
観
光
客
に
混
じ
っ
て
、
プ
ロ
と
思
わ
れ
る

写
真
家
た
ち
が
、
大
き
く
重
そ
う
な
カ
メ

ラ
を
両
手
に
持
っ
て
身
構
え
た
り
、
地
上
に

据
え
た
大
型
カ
メ
ラ
を
中
腰
の
姿
勢
で
覗

き
込
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。
や
は
り
こ
こ

　

江
戸
時
代
初
期
の
創
建
と
さ
れ
る
追
手

門
も
、
今
回
は
素
通
り
す
る
こ
と
な
く
、

使
用
さ
れ
て
い
る
木
材
や
石
材
が
切
り
出

さ
れ
、
運
ば
れ
て
く
る
過
程
や
設
計
や
、

建
造
を
は
じ
め
と
し
た
場
面
で
追
手
門
の

完
成
に
貢
献
し
た
人
た
ち
の
苦
労
に
恩
を

馳
せ
な
が
ら
通
過
し
ま
し
た
。
日
本
一
の
桜

の
景
観
の
一
つ
を
構
成
す
る
天
守
閣
は
、
依

然
と
し
て
本
丸
内
部
に
引
き
込
ま
れ
た
ま

ま
で
し
た
。
崩
れ
落
ち
て
し
ま
っ
た
天
守
閣本丸内部に引き込まれた弘前城天守閣
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そ
れ
に
し
て
も
真
っ
黒
な
墓
石
は
私
た
ち

の
郷
土
で
、
古
い
時
代
に
墓
石
と
し
て
広

く
使
わ
れ
た
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
に
類
似
す

る
も
の
で
し
た
。
こ
の
石
は
岩
木
山
か
ら

噴
出
し
た
凝
灰
岩
で
あ
り
、
岩
木
山
の
山

麓
に
採
石
場
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
人
力
に

よ
っ
て
採
石
・
加
工
し
た
江
戸
時
代
以
前

は
、
溶
結
凝
灰
岩
の
よ
う
な
軟
ら
か
く
て

整
形
し
や
す
い
石
で
あ
る
こ
と
が
墓
石
と
し

て
の
必
須
条
件
だ
っ
た
の
で
す
。
し
た
が
っ

て
名
前
は
そ
の
土
地
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
て

も
溶
結
凝
灰
岩
に
分
類
さ
れ
る
石
が
墓
石

と
し
て
全
国
的
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
た
の

で
す
。

　

山
頂
に
冠
雪
を
載
せ
て
光
り
輝
く
岩
木

山
を
間
近
に
仰
ぎ
見
る
こ
と
出
来
た
私
た

ち
は
満
足
し
た
思
い
で
、
再
び
弘
前
駅
に

戻
り
ま
し
た
。

【
は
ら
だ
・
ま
さ
ふ
み
／
日
本
地
質

学
会
会
員
、
倉
敷
市
】

度
真
下
と
思
わ
れ
る
所
に
大
き
な
神
社
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
降
り
よ
う
と
身
構
え
た

の
で
す
が
、
バ
ス
は
無
情
に
も
そ
の
バ
ス
停

を
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
次
の
バ

ス
停
は
か
な
り
離
れ
た
所
に
あ
り
、
神
社
ま

で
歩
く
の
が
大
変
で
し
た
。
途
中
、
大
き
な

墓
地
が
あ
り
、
大
半
は
現
代
墓
で
す
が
、
端

の
方
に
古
い
真
っ
黒
な
大
型
墓
碑
が
立
ち
並

ぶ
一
角
が
あ
り
ま
し
た
。
年
号
か
ら
江
戸
時

代
後
期
の
墓
碑
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
戒

名
の
末
尾
に
「
阿あ

闍じ
ゃ

梨り

法ほ
う
い
ん印
霊
位
」
な
ど

と
刻
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
修
験
道
、
す

な
わ
ち
山や

ま
ぶ
し伏
の
墓
だ
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
案
内
板
を
見
た
ら
、
こ
の
岩
木
山

神
社
は
神
仏
混こ

ん
こ
う淆
だ
っ
た
江
戸
時
代
以
前

に
は
山
伏
の
修
行
の
場
所
で
あ
り
、
岩
木
山

そ
の
も
の
が
修
験
道
の
一
大
聖
地
だ
っ
た
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
私
た
ち
が

見
た
大
型
墓
碑
は
当
時
の
岩
木
山
神
社
に

直
結
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

が
弘
前
城
に
お
け
る
紅
葉
観
賞
の
最
高
の

場
所
な
の
で
し
ょ
う
。
地
元
の
人
の
話
で
は
、

舗
装
道
路
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
建
物

が
多
い
市
街
地
に
比
べ
、
堀
に
囲
ま
れ
植
物

の
生
い
茂
る
弘
前
城
で
は
、
気
温
の
低
下
が

急
激
で
、
見
事
な
紅
葉
が
一
気
に
出
現
す
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

弘
前
城
の
次
に
は
日
本
最
初
の
世
界
遺

産
で
あ
り
、
広
大
な
ブ
ナ
の
自
然
林
が
広

が
る
白し

ら
か
み神
山さ

ん

地ち

の
紅
葉
を
見
よ
う
と
い
う

も
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
観
光
案
内
所
の
説

明
で
は
、
白
神
山
地
ま
で
は
か
な
り
遠
く
、

時
間
的
に
無
理
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で

白
神
山
地
の
途
中
に
あ
る
岩
木
山
の
山
麓

を
目
指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
全

く
土
地
勘
の
な
い
私
た
ち
で
す
か
ら
、
岩

木
山
に
最
も
近
い
バ
ス
停
で
降
り
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

次
第
に
岩
木
山
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
丁

その❹

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
と
っ
て
ん
ま
か
っ
た

ば
っ
て
ん
、
ど
ぎ
ゃ
し
て
ん
タ
マ
ゴ
ト

ジ
ば
食
お
ぅ
ぐ
た
っ
た
で
、
茶
摘
テ

ゴ
ば
下
げ
て
、
一
箇
所
じ
ゃ
採
り
う

せ
ん
じ
ゃ
っ
た
で
日
当
た
り
ん
良
か

所
っ
ば
何
処
其
処
さ
り
ぃ
て
採
っ
て
も

ど
お
っ
た
。

　

味
噌
汁
ん
入
れ
ら
っ
時
に
ゃ
数
ん

し
れ
と
っ
た
で
、
母
さ
ん
の
ハ
カ
マ
ば

取
っ
て
く
れ
お
ら
い
た
い
ど
ん
、
タ

マ
ゴ
ト
ジ
す
っ
て
に
ゃ
数
の
う
ぅ
か
っ

た
（
多
か
っ
た
）
も
ん
で
、
他
ん
こ
っ

ば
し
お
っ
や
る
母
さ
ん
の
「
ハ
カ
マ
ど

ま
ぁ
我
が
で
外
せ
ば
、
作
っ
て
く
る

る
」
て
云
わ
い
た
で
、
四
つ
か
ら
五

つ
あ
る
節
の
ハ
カ
マ
ば
一
ち
ょ
づ
つ
爪

ば
立
て
て
横
さ
み
ゃ
ぐ
る
っ
と
剥
い
た

ご
て
し
て
取
っ
と
ば
っ
て
ん
、
ど
ぎ
ゃ

し
こ
取
っ
た
っ
ち
ゃ
残
り
ん
方
が
う
ぅ

か
で
、
ほ
っ
と
き
っ
か
ゃ
ぁ
と
っ
と
け
ぇ

母
さ
ん
の
来
と
っ
て
、
ハ
カ
マ
ば
取
っ

て
く
れ
や
い
た
も
ん
で
何
十
倍
も
は

か
ど
っ
て
、
外
じ
ぃ
て
し
ま
え
ば
煮

て
く
れ
ら
い
た
。
砂
糖
と
醤
油
で
味

付
け
ば
し
て
、
煮
お
っ
や
れ
ば
段
々

味
の
し
み
く
ぅ
で
つ
く
し
ん
ぼ
う
は
、

半
分
も
な
か
ご
て
減
っ
て
し
も
ぅ
と
っ

た
。【

ま
つ
ふ
ね
・
ひ
ろ
み
つ
／
青
井
阿
蘇

神
社
・
文
化
苑
「
童
遊
館
」】

　
つ
く
し
ん
ぼ
ぅ
の

　
タ
マ
ゴ
ト
ジ

　

さ
ん
か（
寒
い
）と
ん
し
ま
ゆ
れ
ば
、

葉
よ
ま
先
ん
ツ
ラ
出
す
と
ん
あ
っ
た
。

　

日
当
た
り
ん
良
か
南
向
き
の
土
手

ん
と
が
早
か
っ
た
で
、
行
た
て
見
れ

ば
枯
れ
と
っ
草
ば
押
し
の
け
て
ツ
ク
シ

ン
ボ
ウ
の
ツ
ラ
出
ゃ
と
っ
た
で
、
な
っ

だ
け
根
元
ん
方
か
ら
採
っ
た
っ
ち
ゃ
、

長
さ
も
高
こ
ぅ
低
ぅ
あ
っ
た
で
ワ
ラ

ビ
ん
ご
て
ぇ
く
び
り
ゃ
な
ん
じ
ゃ
っ
た

で
、
手
に
持
ち
き
っ
し
こ
持
っ
て
戻

れ
ば
「
こ
ん
く
り
ゃ
じ
ゃ
タ
マ
ゴ
ト

ジ
ゃ
で
け
ん
で
、
味
噌
汁
ん
の
中
き
ゃ

入
れ
っ
く
る
っ
で
」
て
作
っ
て
く
れ
ら

い
た
味
噌
汁
ば
食
え
ば
、
正
月
ん

雑
煮
ん
中
き
ゃ
ひ
ゃ
っ
と
る
、
戸
越

ん
三さ

ん
じ
が
は
る

日
原
ん
長
モ
ヤ
シ
ん
ご
て
し
て

絵と文／松舟博満
おっとわっとあすび その㉔
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み
が
お
祭
り
の
金
魚
す
く
い
で
金
魚
を
も

ら
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
美
紗
さ
ん
が
金

魚
を
飼
い
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
最
初
の
飼
育
は
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
死
ん
で
し
ま
っ
た

の
で
す
。

　

本
を
買
っ
て
飼
育
法
を
調
べ
て
い
く
う

ち
に
美
紗
さ
ん
の
金
魚
熱
に
火
が
付
き

始
め
、
本
格
的
に
金
魚
を
飼
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ

て
見
つ
け
た
、宮
崎
市
の
金
魚
屋
さ
ん「
ア

ク
ア
プ
ラ
ン
金
魚
館
」
に
行
っ
て
み
ま
し

た
。
お
店
の
方
は
一
見
愛
想
の
い
い
方
で

　

妻
の
美
紗
さ
ん
が
金
魚
に
関
心
が
あ
る

と
最
初
に
知
っ
た
の
は
、
た
し
か
新
婚
旅

行
で
行
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン

の
動
物
園
で
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
世
界

最
古
の
動
物
園
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

コ
ウ
モ
リ
の
飛
び
交
う
な
か
を
通
り
抜
け

る
と
い
っ
た
斬
新
な
展
示
や
創
意
工
夫
が

溢
れ
て
い
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
な

か
に
世
界
の
金
魚
が
展
示
さ
れ
て
い
る
一

角
が
あ
っ
た
の
で
し
た
。
僕
の
記
憶
違
い

で
な
け
れ
ば
、
た
し
か
美
紗
さ
ん
が
喜
ん

だ
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
何
年
も
経
っ
て
、
娘
の
や
す

は
な
さ
そ
う
で
す
が
、
お
話
を
す
る
と
か

な
り
の
金
魚
へ
の
愛
情
や
金
魚
を
普
及
さ

せ
た
い
気
持
ち
で
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。こ
の
方
に
い
い
飼
育
グ
ッ

ズ
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
、
い
ろ
ん
な

金
魚
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
た
の
で

し
た
。

　

美
紗
さ
ん
の
好
き
な
「
ら
ん
ち
ゅ
う
」

や
出
目
金
な
ど
を
飼
っ
て
い
ま
に
至
り
ま

す
。
い
ま
で
は
ら
ん
ち
ゅ
う
の
仲
間
は
大

き
い
も
の
５
匹
、
小
さ
い
も
の
６
匹
、
土

佐
金
１
匹
、
出
目
金
の
仲
間
３
匹
が
家

に
い
ま
す
。
お
世
話
を
す
る
の
は
美
紗
さ

ん
で
、
僕
は
た
ま
に
水
槽
を
洗
う
手
伝
い

を
す
る
く
ら
い
で
す
が
、
家
族
が
増
え
た

よ
う
な
気
が
す
る
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
熊
本
県
長
洲
町
に
あ
る
「
金

魚
の
館
」
に
行
っ
た
り
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
で
金
魚
と
お
花
の
コ
ラ
ボ
の
展
示
を
見

お
休
み
ど
こ
ろ
通
信 

③

九
州
大
金
魚
博
覧
会
に
参
加
す
る

精
神
科
医
　
興
野
康
也

え
ま
し
た
（
笑
）。

　

僕
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
金
魚

を
飼
う
文
化
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時

代
に
は
確
実
に
品
評
会
が
あ
っ
た
記
録
が

あ
る
そ
う
で
す
。
金
魚
の
魅
力
は
美
し
さ

だ
け
で
な
く
多
様
性
に
あ
り
、
遺
伝
的
に

は
そ
れ
ほ
ど
差
が
な
い
は
ず
な
の
に
、
色

や
形
に
大
き
な
違
い
が
生
じ
ま
す
。
さ
ら

に
原
種
の
フ
ナ
に
戻
ろ
う
と
す
る
傾
向
が

あ
る
た
め
、
何
万
匹
も
の
稚
魚
の
な
か

か
ら
美
し
く
な
り
そ
う
な
魚
を
選
り
抜

く
作
業
を
根
気
よ
く
繰
り
返
さ
な
い
と
、

見
た
目
に
美
し
い
金
魚
は
生
ま
れ
な
い
そ

う
で
す
。
金
魚
の
美
し
さ
は
あ
る
種
の
奇

形
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
非
常
に
人
工

的
な
も
の
な
の
で
す
ね
。

【
お
き
の
・
や
す
な
り
／
人
吉
市
】

魚
博
覧
会
」で
す
。あ
く
ま
で
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
記
事
に
よ
れ
ば
で
す
が
、
ス

タ
ッ
フ
の
方
は
金
魚
文
化
を
残
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
で
赤
字
に
な
り
な
が
ら
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
去
年
は
行
け
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
幸
い
今
回
は
祝
日
が
休
め

ま
し
た
の
で
出
か
け
て
み
ま
し
た
。

　

昨
年
の
11
月
23
日
、
そ
の
博
覧
会
に

行
っ
て
み
ま
し
た
。
福
岡
県
の
み
や
ま
市

に
あ
る
「
東
照
寺
」
と
い
う
お
寺
が
会

場
で
す
。
着
い
て
み
る
と
、
大
々
的
に
金

魚
博
覧
会
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で

は
な
く
、
意
外
で
し
た
。
で
す
が
お
寺
の

境
内
に
出
店
が
あ
り
、
金
魚
の
無
料
提

供
が
あ
っ
た
り
、
安
く
で
い
い
金
魚
を
買

え
た
り
、
金
魚
す
く
い
を
で
き
た
り
し
ま

し
た
。
響
が
金
魚
を
欲
し
が
り
、
や
す

み
は
金
魚
す
く
い
を
し
た
が
り
、
美
紗
さ

ん
も
出
目
金
を
買
っ
て
、
ま
た
金
魚
が
増

た
り
し
ま
し
た
。
た
だ
僕
た
ち
は
金
魚

の
品
評
会
に
は
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、
一

度
本
格
的
に
展
示
を
見
に
行
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
と
き
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
の
が
、「
九
州
大
金

博覧会には金魚の無料配付コーナーもあった。響がほしいと言い、小さな
「琉金」をいただいた
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の
こ
と
。
正
月
は
年
の
始
ま
り
、
月
の
始

ま
り
。
元
日
は
日
の
始
ま
り
な
り
。
よ
っ

て
正
月
元
日
は
元
三
・
元
旦
・
元
日
と

言
う
は
、
年
の
始
め
月
の
始
め
日
の
始
め
、

三
つ
の
始
め
ゆ
え
に
言
う
た
い
」

　
「
元
日
の
朝
食
う
餅
を
（
な
し
ゅ
う
）

歯
固
め
ち
ゅ
う
ど
う
か
、
言
う
て
聞
か
せ

ら
れ
よ
」

　
「
こ
れ
は
色
々
説
が
あ
れ
ど
も
、
一
つ
の

咄
を
語
ろ
う
。
歯
を
も
っ
て
命
と
す
る
故

に
、
歯
の
字
を
ヨ
ハ
イ
と
訓
す
、
故
に
歯

固
め
は
寿
を
固
む
る
義
な
り
。
新
年
は
、

明
治
五
年
十
二
月
三
日
を
以
て
、
明
治
六

（
１
８
７
３
）
年
一
月
二
日
に
定
め
ら
る
」

　

従
来
の
フ
ル
つ
ま
り
「
陰
暦
」
か
ら
、

全
く
新
し
い
シ
ン
の
「
太
陽
暦
」
に
変
更

に
な
っ
た
の
は
、国
民
に
と
っ
て
ま
さ
に〝
寝

耳
に
水
〟
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
商
人

た
ち
が
売
り
掛
け
金
を
取
っ
て
回
る
師
走

　

ご
存
じ
、
中
大
皇
子
（
天
智
天
皇
）

や
中
臣
（
藤
原
）
鎌
足
な
ど
が
蘇
我
入

鹿
ら
を
滅
ぼ
し
て
行
な
っ
た
政
治
改
革
、

い
わ
ゆ
る
「
大
化
の
改
新
」。
そ
れ
は
西

暦
６
４
５
年
、
孝
徳
天
皇
が
即
位
さ
れ

日
本
で
の
初
め
て
の
年
号
「
大
化
元
年
」

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
そ
ん
な
ら
ば
、
年
中
に
色
々
の
事
が

あ
り
申
す
が
、
そ
の
わ
け
を
言
う
て
聞
か

せ
て
下
さ
ん
し
」。

　
「
そ
う
ち
ゃ
ー
は
俺
も
知
ら
ん
が
な
ァ
、

な
れ
ど
も
荒
々
語
ろ
う
ば
い
。
先
ず
正
月

　
『
熊
つ
れ
づ
れ
咄
』
の
最
初
は
、
正
月
の

こ
と
か
ら
書
き
出
し
て
あ
り
ま
す
。
た
ま

さ
か
平
成
も
や
が
て
幕
、
新
し
い
年
号
が

示
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
は
早
速
、
年
号
の

く
だ
り
か
ら
読
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
ト
ト
さ
ん
、
年
々
の
年
号
ち
ゅ
う
も

な
ァ
、
い
つ
出
来
つ
ろ
う
か
」「
お
れ
は
昔

の
事
ァ
知
ら
ん
が
ね
ー
、
年
号
が
な
か
ら

ん
ば
年
数
が
分
か
ら
ん
で
。
昔
の
王
様
に

孝
徳
天
皇
と
申
し
た
て
ま
つ
る
王
様
、
始

め
て
大
化
と
い
う
年
号
を
お
始
め
に
な
っ

た
、
こ
れ
が
年
号
の
始
め
た
い
」

方
言
を
味
わ
う 

㉚

稲
留
三
郎
の
世
界 

⑨

︱
年
中
行
事
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
︱

前
田
一
洋

が
、
た
っ
た
の
三
日
。
そ
れ
を
過
ぎ
た
ら

新
年
度
で
、
お
盆
ま
で
集
金
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
だ
。

　

泣
い
た
の
は
公
務
員
も
同
じ
こ
と
、

十
二
月
は
三
日
間
し
か
出
勤
し
な
か
っ
た

の
で
、
給
料
も
ボ
ー
ナ
ス
も
カ
ッ
ト
と
い

う
こ
と
に
。
さ
ら
に
首
吊
り
ま
で
出
た
の

が
暦
の
出
版
元
。
ま
だ
木
版
の
手
刷
り
で

し
た
の
で
、
一
枚
で
も
か
な
り
な
値
段
。

そ
れ
が
全
て
た
だ
の
紙
屑
、
そ
れ
こ
そ
泣

く
に
泣
け
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
〝
悲
劇
〟
を
よ
そ
に
ホ
ク
ソ
笑

ん
で
い
た
の
は
誰
で
し
ょ
う
、
そ
う
で
す

大
蔵
大
臣
。
何
し
ろ
莫
大
な
国
家
予
算

が
浮
い
た
の
で
す
か
ら
、
ま
さ
に
ウ
シ
シ

シ
シ
。
も
う
一
人
、
え
っ
貧
乏
人
？　

ど

う
し
て
。
そ
り
ゃ
そ
う
で
し
ょ
う
、
便
所

や
床
下
に
隠
れ
る
の
が
、
た
っ
た
の
三
日

で
済
ん
だ
の
で
す
か
ら
。
往
時
の
支
払
い

は
盆
前
と
師
走
そ
れ
が
大
幅
短
縮
。

　
「
雑
煮
、
唐
の
世
立
春
に
餅
と
生
野
菜

と
食
う
を
名
付
け
て
春
盤
（
し
ゅ
ん
ば
ん
）

と
言
う
、
倭
俗
の
雑
煮
こ
れ
な
り
。
昔
は

三
ヶ
日
、
イ
モ
・
ニ
ン
ジ
ン・
ゴ
ン
ボ
・コ
ナ
・

田
作
ノ
ナ
マ
ク
サ
キ
ヲ
以
て
祝
儀
と
す
る
」

　
「
七
日
の
七
種
菜
（
な
な
く
さ
）
大
宗

家
訓
に
言
う
、
七
種
の
ワ
カ
ナ
を
取
り
て

調
い
て
、
氏
神
な
ら
び
に
所
の
三
宝
、
次

に
父
母
に
献
じ
た
後
に
食
す
れ
ば
年
中
の

病
を
治
す
」

　
「
十
四
日
の
晩　

賎
男
女（
シ
ョ
ン
ナ
メ
）

作
る
こ
と
、何
れ
の
書
も
見
え
ず
。賎
男（
シ

ツ
ノ
ヲ
）
賎
女
（
シ
ツ
ノ
メ
）
翁
（
お
き
な
）

問
答
に
あ
り
。
土
龍（
ム
ク
ラ
）打
ち
あ
り
」

　
「
十
五
日　

餅
粥
（
モ
チ
カ
ヘ
）　

世
風

記
に
言
う

　

正
月
十
五
日
に
は
小
豆
粥
を
煮
て
、
天

狗
の
た
め
に
祭
る
。
ま
た
呉
県
の
張
威
と

い
う
も
の
、
夜
起
き
け
れ
ば
宅
の
東
南
の

角
に
一
婦
人
立
ち
て
、
手
を
あ
げ
て
張
威

を
招
く
を
見
る
。
張
威
怪
し
み
て
近
付
き

け
れ
ば
婦
人
の
い
わ
く
、
こ
の
地
は
君
が

家
の
蚕
室
な
り
。我
は
こ
の
地
の
神
な
り
。

明
年
正
月
半
ば
の
十
五
日
に
白
粥
を
作

り
、
膏
（
あ
ぶ
ら
）
を
上
に
う
か
べ
て
我

を
祭
る
べ
し
。
し
か
ら
ば
君
が
蚕
桑
、
百

倍
な
ら
し
め
ん
。
し
か
る
に
張
威
、
正
月

十
五
日
は
膏
粥
を
作
り
て
祭
る
。
大
い
に

蚕
を
得
た
り
」。

　

今
で
は
全
く
消
え
て
し
ま
っ
た
行
事
が
、

こ
う
し
た
几
帳
面
な
記
録
、
し
か
も
当
時

使
わ
れ
て
い
た
球
磨
方
言
で
記
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
今
年
も
宜
し
く
お
付
き
合
い

下
さ
い
。

　

謹
賀
新
春　

己
亥
の
歳

【
ま
え
だ
・
か
ず
ひ
ろ
／
人
吉
市
】
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蒔
い
て
掃
除
を
す
る
母
の
姿
が
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

　

当
時
は
私
が
自
家
中
毒
？
で
高
熱
、
下
痢
を
す
る
と
、
母
は

私
の
胸
に
辛
子
湿
布
を
巻
き
、
熱
い
熱
い
と
泣
く
私
だ
っ
た
。
又
、

父
は
「
ひ
ま
し
油
（
下
剤
）」
を
飲
む
よ
う
に
云
い
、
そ
の
臭
い

と
味
に
服
用
を
拒
否
す
る
と
、
父
は
床
の
間
に
飾
っ
て
あ
る
先
祖

伝
来
？
の
刀
を
抜
き
「
こ
の
薬
を
飲
ま
な
い
と
斬
る
」
と
云
っ
て

脅
す
の
だ
っ
た
。

　

福
岡
市
の
小
学
校
に
入
学
（
１
週
間
だ
け
）
し
、
父
の
転
勤

で
名
古
屋
市
に
行
き
、
小
学
１
年
生
、
更
に
大
阪
市
に
転
勤
と

な
っ
た
が
、
病
気
、
病
弱
で
殆
ど
通
学
せ
ず
、
そ
の
頃
（
昭
和
16

年
12
月
８
日
）
あ
の
忌
ま
わ
し
い
馬
鹿
げ
た
、
ア
メ
リ
カ
と
の
戦

争
に
な
っ
た
。

　

食
糧
事
情
が
悪
く
な
り
、
父
は
大
阪
市
の
裁
判
所
検
事
を
降

格
し
、
少
し
で
も
食
べ
る
物
が
手
に
入
る
熊
本
市
に
転
勤
し
、
私

は
肺
門
リ
ン
パ
腺
炎
（
小
児
結
核
症
）
と
し
て
１
年
休
学
し
、

昭
和
９
年
生
ま
れ
と
同
級
生
と
な
っ
た
。

　

熊
本
市
の
学
校
は
坪
井
町
の
壺こ

川せ
ん

小
学
校
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃

の
食
料
不
足
を
母
の
里
の
球
磨
郡
渡
か
ら
補
給
し
て
い
た
だ
き
有

り
難
か
っ
た
。

　

私
は
子
供
の
頃
か
ら
虚
弱
体
質
で
あ
っ
た
。
昭
和
８
年
９
月
29

日
に
長
崎
市
出
島
の
産
婦
人
科
で
生
ま
れ
た
。
実
は
私
の
母
が
長

男（
致
良
）の
出
産
の
際（
熊
本
市
内
京
町
本
丁
に
て
自
宅
出
産
）、

出
血
多
量
で
当
時
の
福
田
先
生
（
令
寿
様
＝
現
在
の
福
田
病
院

の
二
代
上
の
医
師
）
の
往
診
を
仰
い
だ
と
聞
い
て
い
る
。

　

私
を
出
産
し
た
時
も
出
血
多
量
の
為
、
医
師
と
私
の
父
が
腹
帯

で
結
ん
で
圧
迫
し
た
と
言
う
。

　

母
は
後
年
「
血
小
板
減
少
病
」
に
な
り
、
そ
れ
も
原
因
で
死

去
し
た
。
丁
度
、
私
が
学
会
で
長
崎
に
行
っ
た
折
、
訪
ね
た
が
、

も
う
そ
の
産
婦
人
科
は
な
か
っ
た
。

　

幼
児
の
頃
（
福
岡
市
在
住
）
も
バ
ナ
ナ
、桃
な
ど
食
べ
れ
な
か
っ

た
。
そ
の
頃
の
自
慢
は
小
学
生
に
な
る
前
に
体
温
計
を
読
む
こ
と

が
出
来
る
こ
と
だ
っ
た
。
又
、
畳
敷
き
の
部
屋
で
、
病
気
で
蒲
団

に
寝
て
い
る
私
の
顔
に
新
聞
紙
を
拡
げ
て
か
ぶ
せ
「
茶
が
ら
」
を

病
気
と
私 

①

瀬
戸
致
行

が
扮
す
る
第
五
高
等
学
校
が
、
五
高
の
武ぶ

ふ夫
原げ

ん

で
夢
を
み
る
だ
っ

た
様
な
気
が
す
る
。
父
は
こ
の
「
武
夫
原
」
を
私
に
見
せ
、
進
学

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
映
画
に
連
れ
て
行
っ
た
と
今
で
も
思
う
。

自
宅
（
京
町
本
町
）
へ
の
道
程
は
熊
本
城
内
を
通
り
４
～
５
㎞

以
上
あ
っ
た
と
思
う
。

　

父
は
城
内
の
「
ぼ
あ
ん
坂
」
あ
た
り
か
ら
、
自
分
の
背
中
を
私

に
向
け
京
町
本
町
ま
で
背
負
っ
て
帰
っ
て
く
れ
た
。
厳
し
い
父
で

あ
り
優
し
い
父
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
父
が
突
然
脳
出
血
（
私
と
同
じ
）
に
未
だ
48
歳
で
か
か
り

検
事
を
辞
職
し
、
鹿
児
島
市
で
公
証
人
と
な
る
こ
と
と
な
り
、
私

は
小
学
校
４
年
生
早
々
に
鹿
児
島
市
山
下
小
学
校
へ
入
学
し
た

が
、
鹿
児
島
で
は
郷ご

ち
ゅ
う中
教
育
で
体
操
が
主
力
と
し
て
行
わ
れ
た
。

私
も
こ
わ
ご
わ
加
わ
り
、
そ
の
頃
か
ら
少
し
ず
つ
病
気
を
し
な
く

な
っ
た
。
兄
は
鹿
児
島
県
立
第
二
中
学
校
（
九
軍
神
の
一
人
横
山

少
佐
卒
業
）
に
父
か
ら
勉
強
を
教
え
て
も
ら
い
昭
和
20
年
４
月

に
入
学
し
た
。
そ
の
４
月
に
鹿
児
島
市
が
ア
メ
リ
カ
艦
載
機
の
爆

撃
を
受
け
た
。

【
せ
と
・
ち
こ
う
／
人
吉
市
】

　

当
時
（
未
だ
空
襲
な
ど
な
い
時
）、
新
市
街
の
映
画
館
に
父
と

兄
と
私
と
３
人
で
戦
意
高
揚
映
画
（
マ
ン
ガ
と
エ
ノ
ケ
ン
の
「
法

界
坊
？
」）
を
観
に
行
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
エ
ノ
ケ
ン
の
映
画
は
彼

明治 20 年竣工当時の五高（現熊本大学五高記念館）
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は
な
い
。
こ
っ
ぴ
ど
く
し
か
ら
れ
た
。

　

先
日
、
お
も
ち
ゃ
屋
さ
ん
に
コ
マ
を
買
い
に
行
っ
た
が
、
店
に

は
置
い
て
い
な
い
と
の
こ
と
。
コ
マ
を
置
い
て
い
て
も
、
買
う
人
が

い
な
い
か
ら
と
の
こ
と
。
昔
は
小
さ
な
店
に
も
い
ろ
い
ろ
な
大
き

さ
や
種
類
の
コ
マ
が
売
っ
て
あ
っ
た
の
に
と
淋
し
く
な
っ
た
。
結
局

お
土
産
屋
さ
ん
に
あ
る
の
を
見
つ
け
て
買
っ
て
帰
っ
た
。

　

小
さ
い
頃
、
上
級
生
が
上
手
に
コ
マ
を
回
す
の
を
見
て
自
分
も

出
来
る
だ
ろ
う
と
や
っ
て
み
た
が
、
全
く
ま
わ
ら
な
い
。
上
級
生

が
や
る
よ
う
に
「
う
っ
つ
け
」
を
真
似
た
の
だ
。「
う
っ
つ
け
」
は

手
を
上
か
ら
勢
い
よ
く
振
り
下
ろ
す
や
り
方
だ
。

　

す
る
と
上
級
生
が
「
そ
ぎ
ゃ
ん
こ
っ
ば
し
た
っ
ち
ゃ
わ
か
ろ
う

き
ゃ
。
う
っ
つ
け
は
ま
だ
早
か
。
引
き
ゴ
マ
か
ら
始
め
ん
ば
」と
言
っ

て
「
引
き
ゴ
マ
」
の
や
り
方
を
教
え
て
く
れ
た
。
勿
論
そ
れ
で
も

す
ぐ
は
ま
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
上
手
に
な
っ
て
く
る
と

今
度
は
「
う
っ
つ
け
」
の
や
り
方
の
手
ほ
ど
き
を
し
て
く
れ
た
。

引
き
ゴ
マ
で
コ
マ
の
ま
わ
し
方
の
要
領
を
身
に
つ
け
て
い
た
か
ら
、

今
度
は
割
に
早
く
回
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

上
手
に
な
る
と
、
コ
マ
の
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
が
友
達
み
ん
な
と

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
つ
め
は
「
な
が
だ
ん
き
」。
一
緒
に
回

　

私
た
ち
の
子
ど
も
の
時
と
比
べ
る
と
、
今
は
子
ど
も
の
遊
び
も

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
フ
ッ
と
昔
の
こ
と
が
蘇
っ
て
き
た
。

　

遊
び
の
道
具
は
自
分
で
工
夫
し
た
も
の
だ
。
凧た

こ

揚
げ
に
し
て
も

自
分
で
竹
を
削
っ
て
ヒ
ゴ
を
作
り
組
み
立
て
て
、
習
字
紙
を
貼
っ

た
。
凧
よ
ま
（
大
き
め
の
糸
）
で
上
げ
て
い
た
が
、
風
の
弱
い
日

に
は
よ
ま
の
重
み
で
高
く
上
が
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
一
計
を
案
じ

ミ
シ
ン
糸
な
ら
軽
く
て
強
い
か
ら
、
高
く
上
が
る
に
違
い
な
い
と

コ
ソ
ッ
と
ミ
シ
ン
糸
を
持
ち
出
し
凧
を
揚
げ
て
み
た
。
案
の
定
、

凧
は
高
く
高
く
上
が
っ
た
。

　

思
い
切
り
糸
を
伸
ば
し
十
分
に
楽
し
み
、
凧
を
お
ろ
し
た
が
、

ア
ッ
と
驚
い
た
。
ミ
シ
ン
糸
が
手
垢
で
黒
く
な
っ
て
い
た
の
だ
。
ま

た
、
コ
ソ
ッ
と
ミ
シ
ン
糸
を
返
し
て
お
い
た
が
、
ば
れ
な
い
は
ず

お
正
月
に
は
凧
あ
げ
て

コ
マ
を
ま
わ
し
て

　 

佐
無
田
　
護

り
す
る
。
勝
負
用
の
コ
マ
だ
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
遊
び
方
は
「
ば
ん
び
ゅ
ー
」
と
い
う
回
し
方
。
少

し
芯
の
長
い
コ
マ
を
使
っ
て
、
10
ｍ
以
上
も
遠
く
ま
で
投
げ
て
回

す
や
り
方
。
遠
く
ま
で
投
げ
る
の
で
、
今
で
言
え
ば
危
な
い
か
ら

や
め
ろ
と
言
わ
れ
る
だ
ろ
う
。こ
れ
は
引
き
ゴ
マ
の
変
形
だ
っ
た
。

　

コ
マ
回
し
が
流
行
っ
て
学
校
に
ま
で
持
っ
て
い
っ
て
、
休
み
時
間

に
は
飛
び
出
し
て
い
っ
て
コ
マ
を
回
し
て
い
た
も
の
だ
。
し
か
し
、

や
は
り
「
学
校
で
の
コ
マ
回
し
は
禁
止
」
と
い
う
お
触
れ
が
出
た
。

　

今
考
え
て
も
当
然
と
は
思
う
が
、
コ
マ
回
し
は
次
第
に
廃す

た

れ
て

い
っ
た
。
あ
ん
な
に
お
も
し
ろ
か
っ
た
遊
び
が
昔
の
遊
び
と
な
り
、

コ
マ
が
玩
具
屋
さ
ん
に
も
売
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
寂
し
い
も
の

で
あ
る
。

　
コ
マ
の
よ
ま
（
ひ
も
）
の
こ
と

　

コ
マ
を
買
い
に
行
っ
た
時
の
こ
と
、
当
然
ひ
も
も
一
緒
に
買
う
の

だ
が
、
売
っ
て
あ
る
の
は
只
の
ひ
も
。
元
も
先
も
同
じ
大
き
さ
の

ひ
も
で
あ
る
。
ひ
も
の
先
が
大
き
い
と
芯
に
き
っ
ち
り
巻
き
つ
け

る
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
れ
で
は
「
う
な
る
」
よ
う
な
コ
マ
は
回

せ
な
い
。
理
想
的
な
ひ
も
は
、
芯
に
巻
き
付
け
る
部
分
は
細
く
、

し
て
一
番
最
後
ま
で
回
っ
て
い
た
者
の
勝
ち
。
勢
い
よ
く
良
く
地

面
に
う
っ
つ
け
る
。
次
第
に
こ
つ
を
覚
え
る
と
コ
マ
は
「
う
な
る
」

よ
う
に
な
る
。
ク
ー
ン
と
う
な
り
を
生
じ
動
き
ま
わ
る
。
次
第
に

動
き
を
止
め「
す
む
」
状
態
に
な
る
。「
す
む
」と
は
動
き
を
止
め
、

止
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
ジ
ー
ッ
と
し
て
回
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
態
に
な
ら
な
い
と
「
な
が
だ
ん
き
」
に
は
勝
て
な
い
。

　

一
番
は
ま
っ
た
の
が
「
う
っ
つ
け
あ
い
」。
二
人
で
の
勝
負
。
一

人
が
「
お
き
ゴ
マ
」
を
す
る
。
そ
の
回
っ
て
い
る
コ
マ
を
め
が
け
て
、

力
一
杯
「
う
っ
つ
け
」
る
。
相
手
の
コ
マ
に
命
中
し
て
、
コ
マ
を
転

が
し
た
上
、自
分
の
コ
マ
が
回
っ
て
い
れ
ば
、自
分
の
勝
ち
。
ま
た
、

続
け
て
攻
撃
が
出
来
る
。
な
か
な
か
命
中
さ
せ
る
の
は
難
し
い
。

し
か
し
、
だ
ん
だ
ん
出
来
る
よ
う
に
な

る
。
命
中
す
る
と
当
然
相
手
の
コ
マ
に

は
傷
が
付
く
。
そ
れ
が
楽
し
い
の
だ
、

上
級
生
の
中
に
は
「
よ
き
芯
」
を
使
う

者
ま
で
あ
っ
た
。「
よ
き
芯
」
と
い
う
の

は
、
コ
マ
の
芯
が
「
よ
き
」
の
形
を
し

て
尖
っ
て
い
る
。
命
中
す
る
と
相
手
の

コ
マ
は
か
け
た
り
、
た
ま
に
は
割
れ
た
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け
あ
い
」の
勝
負
だ
。
相
手
は
ず
っ
と
年
上
。
し
か
も
麻
の
苧
の「
よ

ま
」
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
稲
藁
の
「
よ
ま
」
で
一
生
懸
命

に
頑
張
っ
た
。
し
か
し
、
麻
の
苧
の
「
よ
ま
」
と
稲
藁
の
「
よ
ま
」

で
は
年
の
差
以
上
に
悲
惨
な
結
果
に
な
っ
た
。
買
っ
た
ば
か
り
の

美
し
か
っ
た
コ
マ
が
傷
だ
ら
け
。
無
残
な
姿
に
な
り
、
と
う
と
う

泣
き
出
し
て
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
稲
藁
の
「
よ
ま
」
で
も
上
級
生
と
対
戦
す
る
く
ら
い

優
れ
て
い
た
。
普
通
の
ひ
も
で
元
か
ら
先
ま
で
同
じ
大
き
さ
の「
よ

ま
」
よ
り
ず
っ
と
良
い
と
今
で
も
思
っ
て
い
る
。

　

先
日
、
近
く
の
神
社
の
お
祭
り
で
、
社
殿
の
中
の
し
め
縄
を
張

り
替
え
た
。
こ
れ
は
年
中
行
事
だ
が
、
神
社
の
し
め
縄
は
「
左
よ

り
」
だ
。
普
通
の
縄
と
反
対
の
よ
り
方
な
の
で
、
こ
れ
に
は
苦
労

す
る
人
も
多
い
の
だ
が
、
私
は
難
な
く
左
縄
を
よ
る
こ
と
が
出
来

た
。
こ
れ
も
子
ど
も
の
時
の
遊
び
の
お
か
げ
だ
。

【
さ
む
た
・
ま
も
る
／
人
吉
市
東
間
上
町
】

そ
こ
か
ら
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
る
よ
う
な
ひ
も
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
こ
の
よ
う
な
ひ
も
は
麻
の
苧
を
編
ん
だ
も
の
が
最
適
で
あ
っ

た
。
し
な
や
か
で
強
く
長
持
ち
。
根
元
は
大
き
く
先
に
な
る
に

従
っ
て
細
く
な
る
。
ひ
も
の
細
い
部
分
を
ね
ぶ
っ
て（
口
で
舐
め
て
）

芯
に
巻
き
付
け
る
と
、
き
っ
ち
り
固
定
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
麻

の
苧お

の
ひ
も
を
持
っ
た
者
が
当
然
な
が
ら
コ
マ
回
し
は
強
い
。

　

し
か
し
、
自
分
は
と
う
と
う
麻
の
ひ
も
を
手
に
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
で
は
ど
う
し
た
か
？　

子
ど
も
な
が
ら
考
え
た
。「
稲

の
藁
を
使
っ
て
み
よ
う
」。
稲
藁
の
素
性
の
良
い
物
を
選
ん
で
水
で

湿
し
て
良
く
叩
い
て
縄
の
よ
う
に
編
ん
だ
。
こ
れ
な
ら
麻
の
ひ
も

に
よ
く
似
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
マ
に
巻
き
つ
け
る
と
、
縄
が
ほ

ど
け
て
し
ま
う
。
な
ぜ
だ
ろ
う
。
ま
た
考
え
た
。
そ
う
だ
、
左

よ
り
に
（
縄
の
な
い
方
、
左
手
を
出
し
て
右
手
を
引
く
）
し
て
み

た
。
そ
う
し
た
ら
う
ま
く
い
く
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

し
か
し
稲
藁
の
悲
し
さ
、
長
持
ち
が
し
な
い
。
１
日
し
か
持
た

な
い
。
時
に
は
１
日
に
何
本
も
の
縄
を
よ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
。
で
も
こ
れ
で
結
構
遊
ぶ
こ
と
が
出
来
た
。

　

小
学
校
の
３
年
生
く
ら
い
の
時
、
高
等
科
の
上
級
生
が
「
お
前

は
コ
マ
回
し
の
上
手
か
げ
な
ね
、
お
っ
と
勝
負
す
っ
ぞ
」。「
う
っ
つ

奥
球
磨
、
湯
前
町
の
偉
人

那
須
良
輔
と
北
御
門
二
郎  

① 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
木
正
則

一
、
奥
球
磨
の
偉
人

　

私
が
人
吉
高
校
を
卒
業
し
、
郷
里
の
人
吉
・
球
磨
を
離
れ
て
半
世
紀

近
く
に
な
る
。
私
は
昭
和
二
五
年
生
ま
れ
で
世
代
的
に
は
、
団
塊
世
代

の
兄
弟
で
団
塊
ブ
ラ
ザ
ー
で
あ
る
。
多
く
の
同
窓
生
も
同
じ
よ
う
に
進

学
や
就
職
で
人
吉
・
球
磨
の
盆
地
を
巣
立
っ
て
行
っ
た
。
人
吉
・
球
磨

の
知
名
度
は
全
国
的
に
み
て
高
く
な
い
が
熊
本
県
の
南
部
の
九
州
山
地

に
囲
ま
れ
た
人
吉
盆
地
（
東
西
約
三
〇
㎞
）
を
中
心
と
す
る
地
域
で
、

中
心
都
市
は
人
吉
市
（
人
口
約
三
万
三
千
人
）
で
あ
る
。
地
図
上
で
は

人
吉
盆
地
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
私
は
ク
マ
ソ
伝
説
の
伝
わ
る
歴
史

的
地
名
と
し
て
球
磨
盆
地
と
呼
び
た
い
。
こ
の
人
吉
球
磨
地
方
を
歴
史

作
家
の
司
馬
遼
太
郎
さ
ん
は
そ
の
著
書
「
街
道
を
行
く
」
の
中
で
「
日

本
で
も
っ
と
も
豊
か
な
隠
れ
里
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
二
〇
一
五
年

（
平
成
二
七
年
）
に
「
相
良
七
〇
〇
年
が
生
ん
だ
保
守
と
進
取
の
文

化
」
地
域
と
し
て
、
文
化
庁
に
よ
っ
て
熊
本
県
で
第
一
号
の
日
本
遺
産

に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
盆
地
を
東
西
に
貫
流
し
て
い
る
の
が
日
本

三
大
急
流
の
ひ
と
つ
球
磨
川
で
あ
る
。こ
の
盆
地
の
東
方
に
霊
峰
市
房
山

（
一
七
二
二
ｍ
）
が
凛
と
し
て
空
を
刺
す
よ
う
に
佇
ん
で
い
る
。
こ
の

市
房
山
が
見
下
ろ
す
地
域
に
、
湯
前
町
・
水
上
村
・
多
良
木
町
が
あ

り
奥
球
磨
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
私
は
そ
の
湯
前
町
出
身
で
あ
る
が
、
湯

前
町
（
人
口
約
四
千
人
）
は
人
吉
か
ら
東
方
へ
電
車
・
車
で
四
〇
分
（
約

二
五
㎞
）
に
位
置
し
そ
の
東
は
宮
崎
県
と
接
し
て
い
る
。
球
磨
川
と
ほ

ぼ
並
行
し
て
く
ま
川
鉄
道
（
第
三
セ
ク
タ
ー
）
が
あ
り
、
湯
前
駅
は
人

吉
始
発
の
電
車
の
終
点
で
市
房
登
山
の
最
寄
駅
で
あ
る
。

　

私
は
上
京
以
来
予
期
し
な
い
三
度
の
大
病
に
患
わ
さ
れ
波
乱
万
丈
の

人
生
を
お
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
心
に
余
裕
が
な
か
っ
た
せ
い
か
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
故
郷
を
振
り
返
る
こ
と
も
な
く
年
月
が
過
ぎ
た
。
定
年
を
過

ぎ
て
少
し
心
の
余
裕
が
で
き
て
人
生
を
振
り
返
る
こ
と
も
出
来
る
様
に

な
っ
た
。
今
日
無
事
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
今
後
も
か
け
が
え
の
な
い
人

生
を
大
事
に
生
き
た
い
と
い
う
思
い
で
こ
の
間
二
冊
の
本
も
出
版
し
た
。

同
時
に
故
郷
で
あ
る
人
吉
・
球
磨
を
還
暦
過
ぎ
た
眼
差
し
で
見
直
す
と

き
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
大
切
な
こ
と
を
発
見
す
る
こ
と
が
あ
る
。　

　

私
の
故
郷
湯
前
町
に
は
偉
人
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
ふ
た
り
の
人
物

が
い
た
こ
と
も
上
京
し
て
か
ら
発
見
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ふ
た
り
は
同
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い
。
本
誌
に
お
二
人
に
関
す
る
記
事
を
目
に
す
る
度
に
私
の
思
い
は
高

揚
し
、
筆
を
執
る
こ
と
に
し
た
。
私
は
お
ふ
た
り
と
同
郷
で
あ
る
の
で

親
し
み
を
込
め
て
良
さ
ん
二
郎
さ
ん
と
略
称
で
呼
ば
せ
て
頂
き
た
い
。

偉
人
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
お
ふ
た
り
の
足
跡
を
辿
っ
て
み
る
こ
と

に
し
た
い
。

二
、
風
刺
漫
画
の
巨
匠
・
那
須
良
輔 

㊤

　

那
須
良
輔
さ
ん
（
以
下
良
さ
ん
と
略
す
、
一
九
一
三
〜
一
九
八
九
）

は
湯
前
町
下
染
田
生
れ
で
あ
る
。

　

良
さ
ん
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
釣
り
好
き
で
明
る
く
活
発
な
少
年

だ
っ
た
。
釣
り
に
つ
い
て
は
良
さ
ん
の
生
涯
の
趣
味
と
な
っ
た
。
子
ど
も

の
こ
ろ
は
故
郷
湯
前
の
都
川
（
球
磨
川
の
支
流
）
や
球
磨
川
、
上
京
し

て
か
ら
も
皇
居
の
お
堀
、
上
野
不
忍
の
池
、
戦
地
の
中
国
、
転
居
し
た

鎌
倉
で
も
釣
り
を
し
た
記
録
が
あ
る
。
一
九
七
二
年
発
行
の
漫
画
家
の

紹
介
を
兼
ね
た
漫
画
集
団
漫
画
集
（
グ
ラ
フ
イ
ッ
ク
社
）
と
い
う
の
が

あ
る
。
そ
の
中
で
の
良
さ
ん
の
紹
介
の
欄
で
も
「
是
々
非
々
の
辛
辣
な

国
際
政
治
漫
画
は
、
遠
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
に
も
転
載
。
釣
り

と
酒
の
話
に
は
細
い
目
を
さ
ら
に
細
め
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
良

さ
ん
の
釣
り
好
き
は
仲
間
で
も
有
名
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
良
さ
ん
が

時
期
に
湯
前
町
に
生
ま
れ
た
。
そ
の
ひ
と
り
は
政
治
漫
画
の
巨
匠
那な

す須

良り
ょ
う

輔す
け

さ
ん
で
、
も
う
ひ
と
り
は
ロ
シ
ア
文
学
者
、
ト
ル
ス
ト
イ
研
究
家

の
北き

た

御み

門か
ど

二じ

郎ろ
う

さ
ん
で
あ
る
。
ふ
た
り
は
共
に
一
九
一
三
年（
大
正
二
年
）

生
ま
れ
で
あ
る
。
私
が
在
郷
中
は
名
前
く
ら
い
し
か
知
ら
ず
ま
た
教
え

て
く
れ
る
人
に
出
会
う
機
会
も
な
か
っ
た
。
私
が
本
を
出
版
す
る
こ
と

に
な
り
そ
の
編
集
出
版
を
担
当
し
て
頂
い
た
出
版
社
（
青
風
舎
）
を
通

し
て
北
御
門
二
郎
さ
ん
を
知
り
、
さ
ら
に
故
郷
へ
の
関
心
が
復
活
す
る

中
で
湯
前
ま
ん
が
美
術
館
を
知
り
那
須
良
輔
さ
ん
の
こ
と
も
よ
り
詳
し

く
知
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
涯
を
辿
っ
て
み
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の

道
の
巨
匠
、
偉
人
と
呼
ば
れ
る
に
相
応
し
い
人
物
で
あ
る
こ
と
を
再
発

見
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
私
に
と
っ
て
は
新
鮮
な
感
動
で
あ
っ
た
。

　

二
人
の
実
家
は
湯
前
町
内
で
も
近
隣
地
区（
染
田
地
区
）で
あ
っ
た
。

私
は
縁
あ
っ
て
本
誌
の
定
期
読
者
に
な
っ
た
が
、
本
誌
二
〇
一
七
年
に
那

須
良
輔
さ
ん
に
関
す
る
記
事
「
湯
前
ま
ん
が
美
術
館
」（
那
須
良
輔
記

念
館
）
が
連
載
さ
れ
、そ
の
設
立
の
経
過
と
ご
苦
労
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

ま
た
ト
ル
ス
ト
イ
編
集
、北
御
門
二
郎
翻
訳
の
「
文
読
む
月
日
」
が
「
今

月
の
一
言
」
で
毎
月
紹
介
さ
れ
現
在
も
連
載
中
で
あ
る
。
私
が
定
年
後

最
も
関
心
の
あ
る
と
こ
ろ
は
平
和
主
義
で
あ
る
。
私
の
私
的
関
心
の
視

点
か
ら
も
お
ふ
た
り
は
大
変
興
味
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
直
接

お
聞
き
し
た
か
っ
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
叶
わ
ぬ
こ
と
で
残
念
で
な
ら
な

が
あ
り
名
前
が
記
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
「
大
正
二
年
熊
本
県
生
ま
れ
、
太
平
洋
美
術
学
校

卒
、
清
水
崑
師
事
、
政
治
漫
画
家
、
毛
筆
漫
画
家
最
後
の
人
、
毎
日

新
聞
社
嘱
託
、
漫
画
集
団
会
員
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
良

さ
ん
が
同
校
に
入
学
し
て
在
校
し
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
と
推
定
さ

れ
る
。
良
さ
ん
は
学
資
を
稼
ぐ
た
め
に
夜
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら

学
校
に
通
い
洋
画
の
基
礎
を
学
ん
だ
。
ま
た
好
き
な
漫
画
を
描
き
雑
誌

社
に
投
稿
を
続
け
た
。
そ
し
て
情
熱
と
才
能
が
認
め
ら
れ
昭
和
八
年
、

二
〇
歳
の
と
き
「
日
本
少
年
」（
実
業
の
日
本
社
）
に
投
稿
原
稿
が
採

用
さ
れ
た
。
そ
れ
を
機
に
同
社
の
専
属
と
な
っ
た
。
副
業
で
あ
っ
た
漫

画
が
本
業
に
な
り
、
良
さ
ん
の
漫
画
家
人
生
の
歩
み
が
始
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
良
さ
ん
の
才
能
は
一
気
に
開
花
し
水
を
得
た
魚
の
よ
う
に
活
躍

し
た
。
連
載
の
「
の
ん
き
な
殿
様
」「
吾
輩
は
ノ
ミ
で
あ
る
。」
等
が
ヒ
ッ

ト
し
、
た
ち
ま
ち
売
れ
っ
子
の
漫
画
家
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
時
代
は

戦
争
と
い
う
暗
黒
時
代
、
良
さ
ん
は
戦
争
中
に
三
度
召
集
を
う
け
る
。

　

一
九
三
七
年
（
昭
和
一
二
年
）
七
月
に
第
一
回
目
の
召
集
を
う
け
る
。

戦
地
は
中
国
で
あ
っ
た
が
途
中
病
に
倒
れ
召
集
解
除
と
な
っ
た
。
そ
の

後
昭
和
一
三
年
三
月
に
実
業
の
日
本
社
の
従
軍
記
者
と
し
て
再
び
中
国

に
渡
っ
た
。
そ
こ
で
再
び
召
集
令
状
を
う
け
た
の
で
一
旦
郷
里
湯
前
へ
帰

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
一
三
年
六
月
に
所
属
す
る
熊
本
の
松

漫
画
家
と
い
う
職
業
に
結
び
つ
い
た
直
接
の
趣
味
は
絵
を
描
く
の
が
大

好
き
な
少
年
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
良
さ
ん
は
時
間
が
あ
れ
ば
紙
や
地

面
に
絵
を
描
い
て
い
た
。
そ
の
描
写
力
は
天
性
の
も
の
だ
っ
た
の
か
近
所

や
学
校
で
評
判
の
子
ど
も
で
あ
り
、「
全
国
小
学
校
図
書
作
品
展
」
で

二
年
連
続
二
等
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

絵
を
描
く
こ
と
が
何
よ
り
好
き
な
良
さ
ん
は
一
大
決
心
を
し
て
、
昭

和
七
年
一
九
歳
の
と
き
洋
画
家
を
志
し
、
親
戚
中
の
反
対
を
押
し
切
っ

て
故
郷
湯
前
を
離
れ
て
上
京
し
、
東
京
の
太
平
洋
美
術
学
校
予
科
（
中

村
不
折
校
長
、
我
が
国
最
古
の
美
術
団
体
、
前
身
は
明
治
三
五
年
創

設
の
太
平
洋
画
会
）
に
入
学
し
た
。
私
は
良
さ
ん
の
入
学
を
確
認
す
る

た
め
二
〇
一
八
年
二
月
、
現
在
荒
川
区
西
日
暮
里
に
あ
る
太
平
洋
美
術

会
を
訪
ね
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
調
べ
て
頂
い
た

が
直
接
の
資
料
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
同
校
は
戦
争
中
空
襲
に
あ
っ

た
こ
と
や
引
越
し
を
し
て
お
り
か
な
り
の
資
料
を
消
失
し
て
い
る
と
の

説
明
が
あ
り
資
料
発
見
は
絶
望
か
と
思
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
で
良
さ
ん
と
同
時
期
に
在
学
し
て
い
た
思
わ
れ
る

学
友
（
昭
和
八
年
同
校
卒
）
の
ご
遺
族
か
ら
同
氏
の
私
的
学
友
名
簿

が
残
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
学
友
名
や
そ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
記
録
さ
れ

て
い
た
。
ご
遺
族
か
ら
そ
の
ノ
ー
ト
の
コ
ピ
ー
の
提
供
が
あ
り
、
そ
れ

に
は
確
か
に
当
時
の
学
友
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
那
須
良
輔
」
の
欄
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浦
部
隊
（
第
一
〇
六
部
隊
）
は
門
司
港
か
ら
中
国
の
上
海
に
向
か
っ
た
。

こ
の
後
の
武
昌
・
漢
口
の
戦
い
で
良
さ
ん
は
戦
争
の
地
獄
を
見
た
。「
食

糧
不
足
と
敵
の
攻
撃
で
戦
友
達
は
毎
日
倒
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
次
は
自

分
の
番
だ
。
早
く
弾
が
あ
た
れ
ば
い
い
」
と
自
棄
と
諦
め
の
心
境
に
な
っ

た
。」
ま
た
続
け
て
「
月
を
見
な
が
ら
熊
本
の
郷
里
を
想
い
両
親
や
兄

弟
・
村
人
達
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
涙
が
溢
れ
出
た
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
戦
い
で
良
さ
ん
が
所
属
す
る
松
浦
部
隊
中
隊
三
〇
〇
名
の
生
存
者

は
わ
ず
か
一
六
名
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
一
三
年
に
な
る
と
良
さ
ん
の
絵
画
の
実
力
は
軍
の
知
る
と
こ
ろ

と
な
り
軍
司
令
部
で
報
道
班
の
仕
事
を
命
ぜ
ら
れ
ポ
ス
タ
ー
や
伝
単

（
敵
地
に
撒
く
戦
略
上
の
ビ
ラ
）
の
制
作
に
専
念
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

昭
和
一
五
年
に
二
度
目
の
帰
還
し
た
際
に
結
婚
し
た
。
そ
し
て
先
輩
の

漫
画
家
近
藤
日
出
造
さ
ん
の
主
催
す
る
「
漫
画
」
誌
に
初
め
て
政
治

漫
画
を
発
表
す
る
機
会
を
得
て
政
治
漫
画
家
へ
の
大
き
な
一
歩
と
な
っ

た
。と
こ
ろ
が
昭
和
一
六
年
の
夏
三
度
目
の
召
集
令
状
が
届
け
ら
れ
た
。

こ
の
時
良
さ
ん
の
怒
り
は
頂
点
に
達
し
た
。良
さ
ん
は
記
し
て
い
る
。「
私

は
思
わ
ず
大
声
で
、
バ
カ
タ
レ
と
叫
ん
だ
。
召
集
令
状
は
公
平
に
配
達

さ
れ
る
も
の
と
思
い
国
の
た
め
に
戦
う
も
の
だ
と
信
じ
て
い
た
が
、
政

府
高
官
の
子
弟
は
徴
兵
逃
れ
が
で
き
た
こ
と
を
知
っ
た
。　
　
　
　
　

【
む
ら
き
・
ま
さ
の
り
／
川
崎
市
】

─ 明けまして、おめでとうございます ─
　今年は選挙の年。政権の暴走をなんとかしないと生活は厳しくな
るだけ。ストップさせるのは選挙の力！

問１　十二支をあげよ　（例 : 亥）
① （　　子　　）
② （　　丑　　）
③ （　　寅　　）
④ （　　卯　　）
⑤ （　　辰　　）
⑥ （　　己　　）
⑦ （　　午　　）
⑧ （　　未　　）
⑨ （　　申　　）
⑩ （　　酉　　）
⑪ （　　戌　　）

問２　相良義陽に関係する人物名をあげよ（例：島津義久）
① 　相良晴広（義陽の父）
② 　甲斐宗運（阿蘇氏の家臣。響野原の戦いで義陽と対峙。義陽の首をとる）
③ 　千代菊（義陽の正室）
④ 　相良忠房（義陽の長男。相良 19 代当主）
⑤ 　相良長毎（義陽の次男。相良 20 代当主）

問３　駅伝競争の大会名をあげよ（例：箱根駅伝）
① （　全日本実業団対抗駅伝競争大会　）
② （　全日本実業団対抗女子駅伝競争大会　）
③ （　全国高等学校駅伝競争大会　）
④ （　全国中学生駅伝大会　）
⑤ （　富士登山駅伝　）

問４　文庫本を出版している出版社名をあげよ（例：文藝春秋社）
① （　岩波書店　）
② （　角川書店　）
③ （　新潮社　）
④ （　講談社　）
⑤ （　光文社　）

問５　次の写真の名前を書け（ヒント：本誌 32 号）

　　　　① （SL58654 号機＝ＳＬ人吉）　　② （　深水発電所　）

前号【くまがわ学習塾㉔の答え】
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寛
元
二
年
（
１
２
４
４
）
の
「
相
良
家

文
書
」
に
は
尾
冶
大
平
と
あ
る
が
〝
尾
治″

を
ヲ
ハ
リ
（
終
）
と
読
め
ば
、
他
界
と
通

じ
る
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

【
う
え
む
ら
・
し
げ
じ
／
宇
土
市
生

ま
れ
、
元
熊
本
日
日
新
聞
社
記
者
】

本
地
名
索
引
』
に
は
三
重
県

の
落
方
（
オ
チ
カ
タ
）、
大

阪
府
の
彼
方
（
オ
チ
カ
タ
）、

兵
庫
県
の
遠
方
（
オ
チ
カ
タ
）

が
出
て
お
り
、
地
名
用
語
と

し
て
は
オ
チ
・
ヲ
チ
は

同
じ
に
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

落
地
名
と
し
て
は
落

合
が
多
く
、
落
水
・
落

口
な
ど
も
あ
り
、
土
地

区
域
の
終
着
（
境
地
）

を
表
現
す
る
例
が
多
い
。
鹿
目
町
字

伯
父
平
は
鹿
目
滝
を
含
む
広
大
な
山

地
で
、
戸
越
町
と
の
境
で
も
あ
る
。

古
人
に
と
っ
て
奥
山
は
他
界
（
彼
方
、

遠
方
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
伯

父
平
は
遠
方
平（
ヲ
チ
ビ
ラ
）の
意
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

不
明
で
あ
る
。
字
伯
父
平
の〝
平
〟は
辺（
へ

ら
、
あ
た
り
）
の
意
で
あ
る
か
ら
、
語
幹

の
伯
父
（
オ
チ
）
は
落
（
オ
チ
）
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
ヲ
チ
（
伯
父
、
尾
治
）

と
オ
チ
（
落
）
は
仮
名
・
音
が
違
う
が
、『
日

夏
叔
母
山
と
伯
父
平

（
オ
バ
ヤ
マ
と
ヲ
ヂ
ビ
ラ
）

︱
人
吉
市
︱

　

人
吉
市
中
神
町
字
叔
母
山
と
鹿
日
町

字
伯
父
平
は
市
域
の
西
部
山
間
地
に
位
置

し
、
あ
た
か
も
伯
父
・
叔
母
が
ム
ラ
を
距

て
て
対
立
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、

伯
父
平
は
尾
治
大
平
と
書
く
例
も
あ
る
。

　

阿
蘇
郡
高
森
町
尾
下
に
は
伯
母
様
（
オ

バ
サ
マ
）、
伯
母
城
ケ
畑
（
オ
バ
ジ
ョ
ウ
ガ

ハ
タ
）
と
い
う
字
名
が
あ
る
。
城
持
ち
の

女
傑
が
居
わ
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
な
が
ら

訓
仮
名
を
見
て
い
る
と
、
伯
母
城
の
〝
城
〟

は
敬
語
の
丈
（
じ
ょ
う
）
の
こ
と
と
気
が
付

い
た
。
姉
ジ
ョ
ウ
、
娘
ジ
ョ
ウ
な
ど
の
語
は

今
も
生
き
て
い
る
。
伯
母
城
と
伯
母
様
は

同
意
で
あ
る
。

　

か
と
言
っ
て
伯
母
に
敬
語
を
つ
け
た
地
名

の
意
味
が
わ
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
ナ
ゾ
解

き
の
カ
ギ
は
同
町
尾
下
宇
土
地
狭
間
（
ト

チ
ハ
ザ
マ
）
に
か
く
さ
れ
て
い
た
。
オ
バ
サ

マ
は
小
狭
間
（
オ
ハ
ザ
マ
）
の
こ
と
と
わ
か
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
思
考
法
を
中
神
町
字

叔
母
山
に
あ
て
は
め
る
と
、
小
端
山
（
オ

バ
ヤ
マ
）
と
な
る
。
葉
山
、
羽
山
、
早
馬

な
ど
と
表
記
す
る
地
名
は
山
の
麓
の
こ
と

で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』（
神
代
紀
）
に
「
麓

は
山
足
、
こ
れ
を
ハ
ヤ
マ
と
い
う
」
と
書
い

て
あ
る
。

　

叔
母
山
は
字
熊
ノ
峯
（
ク
マ
ノ
ミ
ネ
）

に
あ
る
標
高
３
７
２
㍍
の
熊
ノ
峯
の
南
東

に
あ
た
り
、
ま
さ
に
端
山
で
あ
る
。〝
小
〟

は
接
頭
語
と
考
え
て
も
よ
か
ろ
う
し
、
他

に
も
端
山
地
名
が
あ
っ
た
の
で
区
別
の
た
め

に
小
端
山
と
呼
ん
だ
の
が
、
長
い
年
月
を

経
て
叔
母
山
に
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

伯
父
地
名
は
熊
本
県
内
の
字
名
に
は
み

ら
れ
な
い
が
、『
日
本
地
名
索
引
』
に
は
福

島
県
の
伯
父
ケ
倉（
オ
ジ
ガ
ク
ラ
）が
あ
り
、

『
大
和
地
名
大
辞
典
』
に
は
奈
良
県
の
小

字
と
し
て
伯
父
ケ
谷
（
オ
ジ
ガ
タ
ニ
）、
伯

父
田
（
オ
ジ
タ
）、
叔
父
懐
（
オ
ジ
ノ
フ
ト

コ
ロ
）、
伯
父
ヒ
処
（
オ
ジ
ヒ
ト
コ
ロ
）、
伯

父
屋
谷（
オ
ジ
ヤ
タ
ニ
）な
ど
が
出
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
オ
ジ
地
名
と
鹿
目
町
字
伯
父

平
と
の
間
に
共
通
事
項
が
あ
る
か
否
か
は

　
字
図
で
見
る
球
磨
の
地
名 

㉔
　
上
村
重
次

復
刻

掲
載

【
お
こ
と
わ
り
】
本
連
載
は
平
成
６
年
か
ら

９
年
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
の
復
刻
版

で
、
合
併
前
の
町
村
名
を
そ
の
ま
ま
使
用

し
て
い
ま
す
。
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を
入
れ
た
平
皿
で
あ
っ
た
。
献
立
は
人
吉
相

良
藩
の
依
頼
に
基
づ
い
た
内
容
で
あ
る
。

　

大
沢
主
馬
の
一
行
は
、
八
代
を
出
立
し

た
の
ち
、
日
奈
久
で
休
憩
、
佐
敷
で
宿
泊
。

漆
川
内
で
休
憩
、
一
舛
内
で
宿
泊
、
中
神

で
休
憩
、
人
吉
着
。
大
沢
一
行
の
人
数
は

59
人
、
こ
れ
に
相
良
家
の
家
臣
25
人
が
随

行
し
た
。

　

主
馬
は
人
吉
に
到
着
す
る
と
、
直
ち
に

登
城
し
、
壱
岐
守
の
隠
居
願
を
受
理
し
、

半
刻
足
ら
ず
で
、
人
吉
を
去
っ
た
。
こ
の
と

き
の
費
用
は
藩
財
政
を
圧
迫
し
、「
茸
山
騒

動
」
の
遠
因
に
な
っ
た
。              （
春
秋
）

　

天
保
10
年
（
１
８
３
９
年
）
５
月
、
相

良
壱
岐
守
（
頼
之
）
の
在
所
（
人
吉
）
で

の
隠
居
願
を
処
理
す
る
た
め
、
江
戸
幕
府

は
人
吉
に
大
目
附
大
沢
主
馬
を
派
遣
し

た
。
八
代
は
主
馬
の
通
過
地
と
な
っ
た
。
大

目
附
の
宿
泊
と
い
う
こ
と
で
、

八
代
松
井
家
は
各
種
情
報
を

調
べ
、
万
全
の
対
策
を
講
じ

た
。
そ
の
な
か
に
、
主
馬
が

と
き
ど
き
寝
酒
を
呑
ん
で
い
る
と
の
情
報
も

含
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
松
井
は
寝
酒
を

用
意
し
た
。
ま
た
夜
食
と
し
て
、
白
酢
と

湯
葉
の
皿
、
魚
の
身
、
葛
た
た
き
、
粉
き
の

こ
の
平
皿
、
小
豆
腐
と
鰹
の
お
汁
、
ご
飯
、

香
の
物
、
お
酒
。
お
酒
の
肴
と
し
て
、
干
鮎
、

玉
子
、
て
ん
ぷ
ら
を
準
備
し
て
い
た
。
主
馬

は
、
こ
の
夜
食
を
食
べ
ず
、
用
意
し
て
い
た

夜
食
は
不
要
に
な
り
無
駄
に
な
っ
た
。

　

翌
日
の
朝
食
は
、
鯛
の
角
切
に
か
け
汁
を

か
け
た
盛
皿
、
茄
子
と
花
鰹
の
汁
、
ご
飯
、

て
て
ろ
ふ
、
う
す
く
す
、
卸
生
が
を
入
れ
た

壺
、
香
の
物
、
茗
荷
の
子
、
丸
麩
、
蒲
鉾

藩
主
の
隠
居
と
大
目
付

民
手
帳
を
揃
え
た
こ
と
に
は
理
由
が
あ
る
。

こ
こ
数
年
、
県
民
手
帳
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て

い
る
の
だ
。
各
県
の
県
民
手
帳
を
比
較
し
て

順
位
づ
け
す
る
作
業
も
進
ん
で
い
る
。
ど
の

県
民
手
帳
も
同
一
だ
ろ
う
と
安
易
に
考
え
て

い
た
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
全
国
各
県

の
手
帳
を
比
較
す
る
の
は
無
理
に
し
て
も
、

九
州
内
の
県
民
手
帳
を
比
較
し
て
み
る
の
も

悪
く
な
い
。
じ
っ
さ
い
、
各
県
の
手
帳
を
比

較
し
て
み
る
と
相
当
に
ち
が
う
。
個
々
の
比

較
は
順
次
お
こ
な
う
と
し
て
、
現
時
点
で

評
価
す
れ
ば
、
熊
本
県
の
県
民
手
帳
は
も
っ

と
も
安
価
だ
が
、
内
容
は
も
っ
と
も
乏
し
い

と
断
言
で
き
る
。
詳
細
は
、
次
号
以
降
で
、

少
し
づ
つ
説
明
す
る
。                  （
春
秋
）

　

年
を
越
し
た
の
で
、
大
半
の
人
は
す
で
に

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
を
購
入
・
利
用
な
さ
っ
て

い
る
人
も
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
な
か

に
は
「
県
民
手
帳
」・「
市
民
手
帳
」
を
利

用
な
さ
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
。
他
の

手
帳
と
比
較
し
て
安
価
で
あ
る
こ
と
も
そ
の

理
由
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

じ
っ
さ
い
、
熊
本
県
の
県
民
手
帳
の
場
合
、

１
冊
４
５
０
円
で
、
手
を
出
し
や
す
い
価

格
で
あ
る
。
書
店
の
ほ
か
コ
ン
ビ
ニ
で
も
販

売
さ
れ
て
い
て
、
入
手
し
や
す
い
面
も
あ

る
。
熊
本
県
の
各
種
統
計
も
掲
載
さ
れ
て
い

て
、
そ
こ
に
魅
力
を
感
じ
る
人
も
多
い
。
他

方
、
行
政
関
係
者
の
手
帳
的
に
感
じ
て
い
る

人
も
少
な
く
な
い
。
市
販
の
手
帳
と
比
較
し

た
場
合
、
工
夫
不
足
で
あ
る
と
の
批
判
も
多

い
。手
帳
は
単
純
に
価
格
の
問
題
で
は
な
く
、

使
い
や
す
さ
も
重
要
で
多
く
の
人
は
そ
れ
で

悩
み
な
が
ら
、
く
り
か
え
し
各
種
の
手
帳
を

眺
め
な
が
ら
、
自
分
に
合
っ
た
手
帳
を
念
入

り
に
選
ん
で
い
る
。
も
ち
ろ
ん
悩
ん
だ
末
に
、

そ
の
手
帳
を
い
ま
活
用
し
て
い
る
か
は
別
問

題
で
あ
る
。
せ
っ
か
く
選
ん
だ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
１
月
半
ば
に
は
、
死
蔵
し
て
い
る
手

帳
も
あ
る
。
日
記
も
同
じ
だ
。
僕
は
市
販

の
手
帳
で
な
く
、
ノ
ー
ト
で
す
ま
せ
て
い
る

が
、
そ
う
い
う
方
法
も
あ
る
。

　

僕
は
毎
年
、
ノ
ー
ト
を
手
帳
と
し
て
利

用
し
て
き
た
が
、昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、

沖
縄
を
除
く
九
州
各
県
の
県
民
手
帳
を
す

べ
て
購
入
し
た
。
八
代
市
民
手
帳
、
人
吉

市
民
手
帳
、
水
俣
市
民
手
帳
も
買
っ
た
。

馬
鹿
げ
た
行
動
だ
と
多
く
の
人
は
思
う
だ

ろ
う
。
た
し
か
に
、
そ
う
い
う
側
面
を
否

定
で
き
な
い
が
、
各
種
の
県
民
手
帳
・
市

県
民
手
帳
・
市
民
手
帳

佐賀の県民手帳には大版と小版の２種類
がある

熊本県民手帳、八代・人吉・水俣の市民
手帳。内容の比較は次号以下でおこなう



83  くまがわ春秋　Vol.34　2019.1.15 82くまがわ春秋　Vol.34　2019.1.15

問１　オリンピックでマラソン大会に出場したことのある日本人ランナーを
　　　10 人あげよ　（例 : 金栗四三）

① （　　　　　　　　）
② （　　　　　　　　）
③ （　　　　　　　　）
④ （　　　　　　　　）
⑤ （　　　　　　　　）
⑥ （　　　　　　　　）
⑦ （　　　　　　　　）
⑧ （　　　　　　　　）
⑨ （　　　　　　　　）
⑩ （　　　　　　　　）

問２　細川藩筆頭家老・松井家の当主の名を５人あげよ（例：松井康之）
① （　　　　　　　　）
② （　　　　　　　　）
③ （　　　　　　　　）
④ （　　　　　　　　）
⑤ （　　　　　　　　）

問３　次の漢字の読み方を書け　例：河童（かっぱ）
① 破落戸（　　　　　　　　）
② 兄姉（　　　　　　　　）
③ 嫂（　　　　　　　　）
④ 敵役（　　　　　　　　）
⑤ 主持（　　　　　　　　）

問４　以下の文章は正しいか誤っているか。正しい場合は○を、
　　　誤っている場合は×をつけよ（例：「熊本県の魚」は車エビである。○）

① 熊本県民手帳のほかに、熊本市民手帳、八代市民手帳、人吉市民手帳
などの自治体ごとに手帳がある

② 鹿児島県民手帳は赤と黒の２種ある
③ 八代市民手帳には誤植があった
④大分県民手帳は「平成 31 年」の箇所を「2019 年」のラベルを貼って

訂正した
⑤ 人吉市民手帳と水俣市民手帳は同じ価格である

くまがわ学習塾　㉕ ⑥ 熊本県民手帳は、全国都道府県手帳のベスト５に選ばれている
⑦ 佐賀県民手帳は、大型版と小型版の２種類がある
⑧ 人吉市民手帳はコンビニで購入できる
⑨ 水俣市民手帳は水俣市民以外は購入できない
⑩ 熊本県民手帳は、「熊本県の歌」として「おてもやん」を紹介している
⑪ 県民手帳は熊日新聞社が発行している

問５　次の写真の名前を書け（ヒント：本誌 33 号）

　　　　① （　　　　　　　　）	 　　　② （　　　　　　　　）
※答え合わせは次号でおこないます。前回の答え合わせは77頁で。

く
ま
が
わ
春
秋
歌
壇

い
も
ご
短
歌
会 

「
災
」
は
天
か
ら
降
る
と
は
限
ら
な
い
ア
ベ
に
発
し
て
全
土
を
襲
う

恭
順
の
意
を
米
ロ
に
は
示
し
つつ
聞
く
耳
持
た
ず
韓
国
責
め
る

 

柳
原　

三
男

夕
焼
け
て
球
磨
の
盆
地
の
パ
ノ
ラ
マ
に
早
く
も
昇
る
東
に
月
が

朝
寒
し
夫
入
れ
く
れ
し
熱
き
茶
に
手
の
平
温
め
飲
み
ご
ろ
を
待
つ

坂
本　

ケ
イ

孫
娘
の
成
人
式
の
前
撮
り
に
和
服
で
臨
み
し
ゃ
き
っ
と
な
り
ぬ

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
出
て
行
く
夫
の
背
を
見
つ
む
共
に
歩
く
日
き
っ
と
迎
え
ん

上
田　

廸
子

昨
年
の
今
こ
の
時
は
在
り
し
母
同は

ら
か
ら胞

集
い
て
一
周
忌
終
ゆ

手
の
ひ
ら
に
お
さ
ま
る
ほ
ど
の
頭
持
ち
小ち

さ
き
こ
ぶ
し
の
孫
の
湯
浴
み
よ

宮
川
し
の
ぶ

数
の
力
使
い
て
次
々
強
行
の
ア
ベ
政
権
に
明
日
は
託
せ
じ

卒
寿
越
え
し
友
声
高
に
言
い
放
つ
「
こ
ぎ
ゃ
ん
政
権
見
た
こ
と
ん
な
か
」

上
田　

精
一
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安
倍
首
相
の
年
末
年
始久  

馬    

俊

ち
お
う
、
大
晦
日
の
安
倍
さ
ん
の
行
動
を
新
聞
で
確
認
し
た
。
多
忙
を
極
め

て
い
る
に
ち
が
い
な
い
と
の
僕
の
推
測
は
完
全
に
外
れ
た
。
安
倍
さ
ん
は
、
午

前
10
時
に
は
、
東
京
・
六
本
木
の
ホ
テ
ル
「
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京
」
の

「NAGOM
I

ス
パ
ン
ド
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
で
運
動
し
た
ら
し
い
。
こ
れ
に
は
驚

い
た
。
大
晦
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
余
裕
が
あ
り
す
ぎ
る
よ
う
に
み
え
て
な

ら
な
い
。
そ
れ
は
別
に
し
て
、
安
倍
首
相
が
「
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京
」

と
い
う
横
文
字
混
じ
り
の
ホ
テ
ル
が
好
き
な
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。
安
倍
さ

ん
は
、
去
年
も
、
こ
の
ホ
テ
ル
で
年
末
年
始
を
過
ご
し
て
い
る
か
ら
だ
。
大

晦
日
と
新
年
を
ホ
テ
ル
で
む
か
え
た
こ
と
の
な
い
の
で
、
な
に
も
い
え
な
い
の

だ
が
、
僕
な
ら
、
同
じ
ホ
テ
ル
で
な
く
、
別
の
ホ
テ
ル
を
利
用
す
る
だ
ろ
う
。

色
々
な
ホ
テ
ル
を
味
わ
い
た
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
安
倍
さ
ん
は
連
続

し
て
同
じ
ホ
テ
ル
を
利
用
し
た
。
よ
ほ
ど
好
き
な
の
だ
ろ
う
。

　

午
前
中
に
フ
イ
ッ
ト
ネ
ス
で
汗
を
流
し
た
あ
と
、
午
後
に
は
、
東
京
・
六

本
木
の
映
画
館
「
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ　

六
本
木
ヒ
ル
ズ
」
で
昭
恵
夫
人
、

母
親
の
洋
子
さ
ん
と
映
画「
こ
ん
な
夜
更
け
に
バ
ナ
ナ
か
よ
」を
観
て
い
る
。

マ
ー
ク
し
て
い
た
映
画
だ
。
地
元
の
映
画
館
で
僕
も
み
た
い
と
考
え
て
は
い

た
。「
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
殺
人
事
件
」
に
ひ
き
つ
づ
き
、
安
倍
首
相
に
先
を

越
さ
れ
て
し
ま
い
、
な
ん
と
な
く
、
く
や
し
い
気
分
に
な
る
。
母
親
の
洋
子

さ
ん
は
、
た
ぶ
ん
、
高
齢
だ
ろ
う
か
ら
、
映
画
鑑
賞
も
悪
く
な
い
と
思
う
が
、

昭
恵
夫
人
は
余
裕
あ
り
す
ぎ
で
な
い
か
。
大
晦
日
は
中
年
女
性
の
腕
の
振

　

昨
年
の
大
晦
日
、
ご
先
祖
さ
ま
の
お
墓
の
「
掃
除
」、
正
月
の
準
備
で
忙

し
か
っ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
は
大
晦
日
の
前
ま
で
に
は
済
ま
せ
、
ゆ
っ
た
り

し
た
気
分
で
新
年
を
迎
え
る
べ
き
で
あ
る
と
の
ご
意
見
も
あ
る
こ
と
は
重
々

承
知
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
僕
の
よ
う
に
、
切
羽
つ
ま
ら
な
け
れ
ば
準
備
を

終
え
な
い
人
も
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
新
年
が
く
る
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、

日
々
の
仕
事
は
忙
し
く
て
、
そ
の
準
備
を
す
べ
て
計
画
通
り
に
済
ま
せ
る
の

は
そ
れ
ほ
ど
に
は
簡
単
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
、
僕
は
そ
う
い
う
の
は
苦

手
だ
。
毎
年
、
大
晦
日
は
も
っ
と
も
忙
し
い
。
紅
白
歌
合
戦
が
始
ま
る
ま
で

に
作
業
が
す
め
ば
い
い
ほ
う
で
あ
る
。

　

首
相
の
安
倍
さ
ん
は
ど
う
す
ご
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
首
相
と
い
う
職
業
は

多
忙
を
極
め
る
。
き
っ
と
そ
う
だ
ろ
う
。
忘
年
会
も
で
き
な
い
ほ
ど
に
忙
し

い
に
決
ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
僕
と
同
じ
よ
う
に
安
倍
首
相
も
新
年
の
準
備

に
追
わ
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
首
相
と
い
う
職
業
は
便
利
な
面
も
あ
っ
て
、

日
記
を
つ
け
な
く
と
も
新
聞
社
が
毎
日
記
事
に
し
て
く
れ
る
。「
首
相
の
動
静
」

と
い
う
記
事
だ
。
別
に
の
ぞ
き
見
す
る
こ
と
が
好
き
な
わ
け
で
は
な
い
が
、
い

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
昨
年
と
同
じ
く
、
お
雑
煮
、
酢
だ
こ
、
干
し
柿
を

食
べ
た
気
配
は
な
い
。
昨
年
は
、
ホ
テ
ル
内
の
日
本
料
理
店
に
い
っ
て
い
る

が
、
今
年
は
日
本
料
理
店
に
い
か
ず
、
夜
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
で
食
事
し

て
い
る
。
こ
れ
も
昨
年
と
同
じ
で
あ
る
。
元
旦
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
は
な
い

で
あ
ろ
う
と
思
う
け
ど
、
安
倍
一
族
は
元
旦
に
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
と
決
ま
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
初
詣
に
も
い
か
ず
、
雑
煮
も
食
べ
な
い
。「
美
し
い
日
本
」

を
標
榜
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
形
だ
け
で
も
、
和
食
重
視
の
正
月
を
す
ご

し
て
い
る
よ
う
に
振
舞
っ
て
ほ
し
い
。

　

元
旦
に
も
、
昭
恵
夫
人
ら
と
映
画
を
観
て
い
る
。
場
所
は
大
晦
日
と
同

じ
く
、「
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
六
本
木
ヒ
ル
ズ
」
で
、
映
画
は
「
ボ
ヘ
ミ
ア

ン
・
ラ
ブ
ソ
デ
ィ
」。
ノ
ー
マ
ー
ク
の
映
画
だ
。
だ
か
ら
、
あ
ま
り
悔
し
く
は

な
か
っ
た
、
昨
年
と
同
じ
く
、
安
倍
首
相
は
家
族
と
記
念
撮
影
し
て
い
る
。

元
旦
の
記
念
写
真
は
、
安
倍
一
族
の
習
慣
の
よ
う
だ
。　

　

も
っ
と
も
気
に
な
る
の
は
元
旦
に
１
年
の
計
と
し
て
、
な
に
を
計
っ
た
か

で
あ
る
。
消
費
税
な
ど
の
政
治
の
話
で
は
な
い
。
個
人
と
し
て
の
安
倍
さ
ん

の
計
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
マ
ス
コ
ミ
は
な
に
も
伝
え
て
い
な
い
。
お
そ
ら

く
、
公
表
で
き
な
い
計
な
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
。
政
治
的
に
は
、

憲
法
改
訂
を
所
信
と
し
な
か
っ
た
。
歓
迎
し
た
い
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

騒
乱
の
な
か
で
憲
法
改
訂
を
政
治
課
題
と
し
て
か
か
げ
る
と
す
れ
ば
姑
息
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
き
ゅ
う
ま
・
す
ぐ
る
／
八
代
市
】

る
い
ど
こ
ろ
で
、
映
画
ど
こ
ろ
で
は
な
い
は
ず
。
秘
書
が
５
人
も
い
る
の
で
、

映
画
を
観
る
余
裕
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
は
庶

民
に
は
推
測
が
つ
か
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
昭
恵
さ
ん
は
家
事
を
し
て
い
な
い
。
夜
は
、
ホ
テ
ル
内

の
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
「
オ
ー
ク
ド
ア
」
で
、
ご
主
人
の
安
倍
さ
ん
と
夕
食
を

食
べ
て
い
る
。
18
時
27
分
か
ら
食
べ
始
め
た
よ
う
だ
か
ら
、
紅
白
は
み
て
い

な
い
よ
う
だ
。「
年
越
そ
ば
」
を
安
倍
夫
妻
が
い
た
だ
い
た
か
は
不
明
で
あ

る
。
そ
の
席
に
は
、
荒
井
広
幸
内
閣
官
房
参
与
夫
妻
も
同
席
し
て
い
る
。
大

晦
日
の
夜
に
紅
白
も
観
な
い
で
、
首
相
と
夕
食
で
あ
る
。
荒
井
さ
ん
夫
妻
は

安
倍
さ
ん
夫
妻
と
は
き
っ
と
仲
が
い
い
に
ち
が
い
な
い
。
良
す
ぎ
る
ほ
ど
に

仲
が
い
い
の
だ
ろ
う
。
旦
那
同
士
は
そ
う
に
ち
が
い
な
い
が
、
奥
さ
ん
た
ち

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
荒
井
さ
ん
の
奥
さ
ん
は
、「
大
晦
日
な
の
に
、
え
ら
い

迷
惑
だ
わ
」
と
思
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
荒
井
広
幸
さ
ん
は
元
国
会
議
員
で
、

渾
名
は
「
政
界
の
一
寸
法
師
」。
身
長
が
１
５
５
セ
ン
チ
と
小
柄
で
あ
る
た

め
に
、
そ
の
渾
名
が
つ
い
た
ら
し
い
が
、
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
渾
名
す
ぎ
る
。

　

翌
日
元
旦
。
安
倍
首
相
は
、
皇
居
で
の
新
年
祝

賀
の
儀
へ
の
出
席
を
除
く
と
、
昨
年
と
同
様
、
家

族
団
ら
ん
の
正
月
を
す
ご
し
て
い
る
。
記
事
を
み

る
か
ぎ
り
初
詣
に
は
い
っ
て
い
な
い
。
朝
食
の
記
事

も
な
い
。
前
日
、
ス
テ
ー
キ
だ
っ
た
の
で
、
一
食
抜
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情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

入
会
、
主
体
的
な
地
域
遺
産
の

活
用
と
運
営
に
期
待
し
て
い
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
26
日
午
後
２

時
よ
り
、
人
吉
市
九
日
町
の
肥

後
銀
行
人
吉
支
店
３
階
で
、
元

濟
々
黌
校
長
の
川
上
修
治
さ
ん
が

「
わ
が
伯
父　

川
上
哲
治
を
語

る
」
と
題
し
て
基
調
講
演
、「
知
っ

と
ん
ね
、
こ
ぎ
ゃ
ん
人
、
あ
ぎ
ゃ

ん
人
」
を
テ
ー
マ
に
語
り
合
う
。

　

交
流
会
は
「
桃
李
温
泉 
石

庭
」
で
午
後
６
時
よ
り
、
会
費

５
０
０
０
円
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し

込
み
は
同
会
事
務
局
（
☎

０
９
０
・
３
４
１
５
・
２
５
１
７
）

ま
で
。

　

昨
年
５
月
に
発
足
し
た
「
人

吉
の
偉
人
に
学
ぶ
会
」（
松
本
晉

一
会
長
）
は
、
第
一
回
目
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
交
流
会
を
今
月
26
日

に
開
催
す
る
。

　

同
会
は
人
吉
・
球
磨
が
生
ん

だ
近
代
日
本
の
先
覚
者
た
ち
を

〝
人
物
遺
産
〟
と
し
て
捉
え
、
こ

れ
ら
を
教
育
資
源
・
観
光
資
源

と
し
て
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち

や
地
域
の
人
々
に
発
信
し
、
活

用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
発
足
。
川
上
哲
治
記
念
コ
ー

ナ
ー
・
高
木
惣
吉
記
念
館
・
犬

童
球
渓
記
念
館
な
ど
と
連
携
し
、

郷
土
の
各
種
の
遺
産
の
中
で
も
特

に
人
物
遺
産
に
興
味
の
あ
る
人
の

「
人
吉
の
偉
人
に
学
ぶ
会
」

１
月
26
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

永田満徳選評・洪郁芬訳

我們提倡使用「一個切」和「 兩
項對照組合」 的二行俳句書寫

世界に二行書きによる〈切れ〉
と〈取り合わせ〉を取り入れ
た Haiku を提案する

【ながた・みつのり／俳人協会会員、熊本市】

俳句大学
Haiku University

Facebook
華文俳句社

Kabun Haiku ❶

趙紹球
●
時間凝成一圈圈漣漪
枯山水               
〔永田満徳評論〕

將時間的流動以 「漣漪」 來形容著實引
人入勝。 此句估計是形容觀賞 「枯山水」
後的感動， 如 「漣漪」 般迴盪不已。

趙紹球
●
時間はさざ波になる
枯山水
〔永田満徳選評〕
時間の流れを「さざ波」と表現してい
るところに惹かれる。「枯山水」に対
する感動が「さざ波」のように襲ってく
る様を詠んでいるのであろう。

郭至卿
●
拄著柺杖的老人 
聽到北風 
 〔永田満徳評論〕
乍看之下， 「老人」 與 「北風」 似乎沒有
直接的關聯。 雖然如此， 我們仍然能感
受到老人拄著拐杖， 彷彿是在對抗寒冷
的北風而凛然站立的態度。

郭至卿
●
杖で立つ老人
北風吹く
〔永田満徳選評〕
「老人」と「北風」とは直接的には無
関係かもしれない。しかし、寒い北風
に抗うように、杖一本を突いている老
人の凛とした態度が感じ取れる。

離畢華
●
清淚兩行
松脂       
〔永田満徳評論〕

此句將 「松脂」 擬人為 「淚」 著實好。
「清淚」 更是一種正向的態度， 令人想

像， 或許是像慶祝華文俳句的創立這樣
的情景而流下的喜淚。

離畢華
●
二行の清き涙
松の脂
〔永田満徳選評〕
「松の脂」を「涙」と擬人化している
ところがいい。「涙」を「清き」とする
ことによって、例えば二行の華文俳句
の出発を寿ぎ喜ぶ「涙」であろう。
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細
川
藩
の
御
用
絵
師
「
矢
野
派
」
に
つ
い

て
の
大
倉
隆
二
氏
の
論
考
（
３
頁
）
に
よ
れ

ば
、
藩
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

矢
野
派
独
自
の
画
風
を
確
立
で
き
た
ら
し

い
。
江
戸
時
代
の
熊
本
に
は
浮
世
絵
な
ど
の
流
派
は
興
ら
ず
、
武
士
だ
け

で
な
く
町
民
ま
で
も
が
矢
野
派
の
絵
を
鑑
賞
し
て
い
た
と
い
う
。
★
小
山
勝

清
に
つ
い
て
は
本
誌
で
何
度
も
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
今
回
紹
介
し
た
「
民

俗
主
義
文
学
論
・
緒
論
」
は
勝
清
が
亡
く
な
る
前
年
に
書
か
れ
た
遺
作
で

あ
る
（
47
頁
）。
従
来
の
歴
史
書
に
は
庶
民
が
い
か
に
生
活
し
た
か
に
つ
い

て
の
記
録
が
な
く
、
こ
の
空
白
を
埋
め
る
研
究
分
野
が
民
俗
学
で
あ
る
。

次
号
に
掲
載
す
る
前
山
光
則
氏
の
論
考
で
勝
清
の
著
作
の
意
義
を
探
り
た

い
。
★
年
末
に
飛
び
込
ん
で
来
た
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
が
、
製
紙
メ
ー
カ
ー
が

印
刷
用
紙
の
大
幅
な
値
上
げ
を
す
る
と
い
う
。
原
材
料
の
高
騰
や
輸
送
コ

ス
ト
の
上
昇
に
よ
り
、
一
月
出
荷
分
か
ら
20
％
も
上
げ
る
と
い
う
。
こ
の
こ

と
は
、
紙
媒
体
を
扱
う
関
係
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
痛
手
と
な
る
だ
ろ
う
。

本
誌
も
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
必
至
で
、
昨
年
秋
に
値
上
げ
さ
れ
た
送
料

と
の
ダ
ブ
ル
の
痛
手
。
購
読
料
の
値
上
げ
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
と
も
思
う
、
な
ん
と
も
頭
の
痛
い
新
年
の
始
ま
り
で
あ
る
。（
ま
）
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　イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

１
月
17
日
（
木
）

▽
奥
球
磨
ど
ん
ぶ
り
フ
ェ
ア
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
（
水
上
村

保
健
セ
ン
タ
ー
）

１
月
19
日
（
土
）

▽
人
吉
市
図
書
館
「
図
書
館
ま
つ
り
」（
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

１
月
20
日
（
日
）

▽
第
７
回
公
認
奥
球
磨
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
（
水
上
村
役
場
前
発
着
）

▽
第
63
回
錦
町
新
春
駅
伝
大
会

１
月
22
日
（
火
）

▽
ひ
と
よ
し
森
の
ホ
ー
ル
20
周
年
記
念
「
宮
川
彬
良
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
（
同
ホ
ー
ル
）

１
月
26
日
（
土
）

▽
人
吉
市
「
第
65
回
文
化
財
防
火
デ
ー
防
火
訓
練
」（
願
成
寺
）

▽
「
人
吉
の
偉
人
に
学
ぶ
会
」
発
足
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
肥
後
銀
行

人
吉
支
店
３
階
）
お
よ
び
記
念
交
流
会
（
桃
李
温
泉
石
亭
）

▽
第
49
回
球
磨
郡
町
村
対
抗
青
年
団
駅
伝
大
会
（
あ
さ
ぎ
り
町
東
庁
舎

周
辺
周
回
コ
ー
ス
）

1
月
29
日
（
火
）

▽
八
代
市
立
博
物
館
・
図
書
館
共
催
・
特
別
講
座
「
八
代
の
禅
寺
～
そ

の
歴
史
と
寺
宝
」（
八
代
市
立
図
書
館
大
集
会
室
）

２
月
５
日
（
火
）

▽
八
代
市
立
博
物
館
・
図
書
館
共
催
・
特
別
講
座
「
神
幸
行
列
を
考
え

る
～
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
の
か
？
」（
八
代
市
立
図
書
館

大
集
会
室
）


